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先生方とともに
高校生の今と未来をつなぐ
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情熱教師 F i l e 16

今月の表紙　兵庫県・私立神戸星城高校　熊
く ま

見
み

和
か ず よ し

祥先生

生 徒 と 紡 ぐ

熊見和祥先生　教職歴 15 年。
同校に赴 任して 10 年目。副
校長。

兵庫県・私立神戸星城高校　全日制／商業科／共学／１学年 約 390 人／ 2019 年度入試合
格実績（現役のみ）国公立大は、金沢大、岐阜大、静岡大、岡山大、大阪市立大などに 44
人が合格。私立大は、明治大、早稲田大、同志社大、立命館大などに延べ 197人が合格。

自分たちの手でつくろう
　　　今年のオープンスクールも、君たち生徒会を中
心に、生徒主体で運営を頑張ってくれたね。学校紹介
の寸劇では会場から笑いも起きて、本校の魅力が楽し
く、より深く、中学生に伝わったんじゃないかな。
　　　生徒会全員で案を出し合い、今年は青春学園ド
ラマ風にしました。私が入学前にオープンスクールで見
た寸劇でも、先生方が熱心に指導してくれることをア
ピールしていましたが、入学するとその通りで、おかげ
で私は資格をたくさん取得でき、自信を持てるようにな
りました。それが中学生にも伝わっていたらうれしいです。
　　　生徒会が提案した結果、今年から2日間となっ
た学園祭でも、生徒同士で話し合ってプログラムを上
手に組んでいたね。閉会式で流れた放送部作成の2日
間のダイジェスト動画には、とても感動したよ。
　　　昨年までは1日で慌ただしかったですが、今年
は、1日目がステージ発表、2日目は模擬店の日とし
たことで、ステージをじっくり見ることができ、普段
とは違う友人の一面も発見できました。たくさんの人
に「2日間でよかった」と言われて、準備は大変でし
たが、とてもうれしくて、やりがいを感じました。

　　　来年の学園祭もさらに盛り上げようと、既に全
校生徒からアイデアを募集しています！
　　　それはすごい！　自分たちの手で築いてこそ、
高校生活の楽しさも喜びも感じられるものだからね。
授業でも挑戦したいことはあるかな？
　　　先生の勧めで、カップラーメンの商品開発と販
売戦略に関する大学の特別講義を受けました。他校の
高校生や大学生との議論は刺激的で面白く、将来、企
業戦略に携わることが夢になりました。授業でも企業
戦略に関連したことをもっと学びたいです。
　　　私は、会社経営のシミュレーション大会に参加
し、簿記で学んだ原価計算などが実際に企業ではどう
行われているのかを実感できました。普段の授業でも
その用語が使われている場面を想像できるようになり、
より理解が深まっています。実践的な学びは、資格取
得のためにも役立つので、授業でもっとしたいです。
　　　先生もそう考えて、学校全体で実践的な授業を
増やす予定です。みんなの意見が学校をよりよくして
いきます。これからも意見を言ってほしいし、生徒の
代表である生徒会のさらなる活躍に期待しているよ！

先生

先生

先生

生徒

先生

生徒

生徒

生徒

生徒
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主体的・対話的で深い学びへ　実践　アクティブ・ラーニング

指導変革の軌跡

３年生　２学期　志望校検討会資料

	 30	 情報
	 	 北海道・私立札幌龍谷学園高校　相

あ い

蘇
そ

孝哉
	 	 ＩＣＴ活用とグループワーク、他教科との融合で、
	 	 情報化社会を生き抜く力を育む

	 34	 現代文
	 	 埼玉県・私立開智高校（開智学園　高等部）　加藤克

か つ

巳
み

	 	 説明的文章の論理展開図の作成を通じた生徒同士の学び合いで
	 	 論理的思考力を育む

	 38	 静岡県立焼
やい

津
づ

中央高校
	 	 若手教師を中心とした学校改革
	 	 ３年間の体系的な指導計画を策定し、
	 	 生徒の自律的な学習意欲と進路意識を醸成

	 42	 兵庫県立川西明峰高校
	 	 ESDを軸にした学校改革
	 	 ユネスコの精神にのっとった学校改革により、
	 	 生徒が自分に誇りを持てる学校に

	 4	 ドキュメント●探究する教師たち
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			   長崎県・私立純心中学校・純心女子高校　森 俊雄、大坪亮平
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	 12	 対談●教師に求められる探究マインド
	 	 生徒の悩み、もがく経験に、１人の人間として敬意を払う
		  東京都・私立かえつ有明中・高校　佐野和之／長崎県・私立純心中学校・純心女子高校　槌

つちもとむつひで

本六秀

	 16	 学校事例●全校体制での推進に向けて
　	 	 兵庫県立加古川東高校
	 	 指導上の不安・負担を軽減するとともに、教師が意義を感じられる探究学習に
	 20	 リポート●世界的な潮流
	 	 生徒や教師の「エージェンシー」を育む学びのあり方とは？
　	 	 「地方創生イノベーションスクール2030第２期（ISN2.0）」第４回研究会

	24	 付録　
	 	 探究学習お役立ち文献＆ウェブサイト
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大海原へ！
◎ 2019 年度から、高校の学習指
導要領の改訂に伴う移行措置の１
つとして、１年生の「総合的な学
習の時間」は「総合的な探究の時
間」に改められました。ただ、教
科指導と比べて明確な指導法や
教科書がない探究学習の指導に、
戸惑いを感じている教師もまだ少
なくないようです。探究の対象と
して設定される課題は生徒の数だ
けあり、課題へのアプローチや問
題解決の方法も１つとは限りませ
ん。それはまるで、果てがなく、
どこに向かうのか分からない、大
海原へ漕ぎ出すようなもの。しか
し、どこにたどり着くのか分から
ないゆえ、生徒をワクワクさせる
学びになりえます。そうした学び
に挑戦する生徒に寄り添えるかど
うかが、教師には求められるので
はないでしょうか。生徒とともに
探究の大海原へ、いざ！

『VIEW21』高校版
編集長　柏木崇

今月の表紙メッセージ

これからの会議・研修のあり方、つくり方
	 	 実践者に聞く！　
	 	 新潟県・私立北越高校
	 	 「教師」という学校の宝から学ぶ、教師による教師のための研修

56

大学生による高校生のための　大学の学び　最新ナビ

	 52	 神戸大学　海事科学部 
	 	 海に関する様々な領域の学びを通じて、国際海事社会で貢献できる人材を育成

	 54	 上智大学　総合グローバル学部　総合グローバル学科
	 	 複合的な視点で、地球規模の問題解決に貢献できる人材を育てる

52

教師を育てた言葉たち

Reader’s VIEW

		  「雲上蒼天」　長崎県立対馬高校　田
た

川
が わ

耕太郎
巻末

68

改革事例から導く！　「学校教育デザイン」を描く道標
しるべ

26
	 26	 富山県立砺

と

波
な み

高校
	 	 誰でも参加できる委員会を活用し、
	 	 ボトムアップで資質・能力の育成を目指す

探究学習─その時、教師は

学校を飛び出し、学びを巡る　高校教師study-tour

	 	 小学校の外国語活動
	 	 思わず自分の考えを伝えたくなる課題を通じて、考えて話す力を育む

50
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普
段
の
授
業
な
ら
出
て
こ
な
い
よ
う
な
突
拍
子
も
な
い
発
言
に

直
面
し
た
時
、
ど
う
対
応
す
る
の
か
？
　

横
道
に
そ
れ
て
い
そ
う
な
、
冗
談
に
も
聞
こ
え
る
生
徒
の
言
葉
を
前
に
、

そ
の
時
、
教
師
は
ど
ん
な
表
情
を
見
せ
る
の
か
。

探
究
学
習
の
課
題
設
定
の
た
め
に
、
授
業
後
も
ず
っ
と

話
し
合
い
を
続
け
る
生
徒
の
言
葉
に
耳
を
傾
け
て
い
る
時
、

あ
る
疑
問
が
立
ち
上
が
っ
て
き
た
。

こ
の
疑
問
を
生
徒
に
言
う
べ
き
か
、
否
か
。

そ
の
時
、
教
師
は
何
を
考
え
、
ど
う
判
断
し
た
の
か
。

新学習指導要領への移行措置の1つとして、2019 年度から、高校１年生の「総合的な学習の時間」は「総
合的な探究の時間」に改められ、新学習指導要領にのっとった教育活動が行われている（「総合的な探究
の時間」の解説は、本誌 2018 年８月号 P．４〜７を参照）。ただ、探究学習において、教師は生徒にどの
ようにかかわればよいのか、どんな役割を果たせばよいのか、悩む教師はまだ少なくない。そこで今号の
特集は、探究学習に見る、これからの教師のあり方をテーマにお送りする。

その時、教師は

DATAに見る“今、教師は”
●教科の授業以外での探究学習の実践状況

2017

2018

2019

0 20 40 60 80 100（％）

組織的な取り組み
多くの先生の取り組み

1420

23 11 39 23 4

34 12 35 15 4

ごく一部の先生の取り組み

41

未着手

23

不明

3
教育・入試改革が具体化・具現
化していく中で、教科の授業以
外でも探究学習を実践する学
校・教師が増えてきている。

出典／（株）ベネッセコーポレーション教育情報センター「教育・入試改革対応に関する調査」（2019 年）全国の高校へアンケート実施。有効回収数は約1,400 校。
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生
徒
が
ど
の
よ
う
に
自
分
に
向
き
合
い
、

そ
し
て
、
ど
の
よ
う
に
し
て
コ
ン
フ
ォ
ー
ト
ゾ
ー
ン
か
ら

一
歩
踏
み
出
そ
う
と
し
て
い
る
の
か
を
敏
感
に
キ
ャ
ッ
チ
す
る
た
め
に
、

私
た
ち
教
師
に
も
越
境
が
必
要
だ
と
気
が
つ
い
た
。

そ
の
時
、
教
師
は
何
を
生
徒
に
語
っ
た
の
か
。

探究学習特集

ドキュメント　探究する教師たち	 P.4

CASE 1	 見通しが立ちにくい教育活動での
	 支援のあり方を模索する
	 長崎県・私立純心中学校・純心女子高校　
	 森　俊雄、大坪亮平

CASE 2	 自分自身に向き合う環境を整える
	 東京都・私立かえつ有明中・高校　
	 大木理恵子

対談　教師に求められる探究マインド	P.12

東京都・私立かえつ有明中・高校　佐野和之
長崎県・私立純心中学校・純心女子高校　槌

つちもと

本六
むつひで

秀

学校事例　全校体制での推進に向けて	 P.16

兵庫県立加古川東高校

リポート　世界的な潮流	 P.20

「地方創生イノベーションスクール2030第２期（ISN2.0）」
第４回研究会

付録
探究学習お役立ち文献＆ウェブサイト	 P.24

●「総合的な探究の時間」について課題に感じていること

教員間でノウハウにばらつきがある

評価の妥当性が分からない

教材の準備が大変

実際に授業を行わないと
分からないことが多い

0 20 40 60（％）

56

38

37

33

探究学習では、これまでの教科
指導とは異なる指導のスキルや
スタンスが求められるため、指
導の足並みをそろえにくいこと
に課題を感じている。

出典／（株）ベネッセコーポレーション教育情報センター「教育・入試改革対応に関する調査」（2019 年）全国の高校へアンケート実施。有効回収数は約1,400 校。
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え
る
課
題
に
た
ど
り
着
け
る
生
徒
と
比
較

し
て
、
知
識
の
量
に
そ
れ
ほ
ど
の
差
が
あ

る
よ
う
に
も
思
え
な
か
っ
た
。

　

大
坪
先
生
は
、「
自
分
た
ち
が
納
得
で

き
る
課
題
に
到
達
で
き
な
い
生
徒
は
、
自

分
た
ち
の
中
の
モ
ヤ
モ
ヤ
に
向
き
合
い
き

れ
て
い
な
い
の
で
は
」
と
考
え
る
よ
う
に

な
っ
た
と
い
う
。

　
「
私
が
受
け
持
つ
２
チ
ー
ム
は
、
環
境

問
題
と
い
う
領
域
で
課
題
を
考
え
て
い
ま

す
。
話
し
合
い
の
過
程
で
は
、
汚
染
さ
れ

た
地
球
を
捨
て
て
ほ
か
の
惑
星
に
移
住
す

る
計
画
や
、
環
境
問
題
に
お
け
る
マ
ス
メ

デ
ィ
ア
の
あ
り
方
な
ど
、
ユ
ニ
ー
ク
な
観

点
で
の
意
見
が
出
て
き
ま
す
。
そ
れ
な
の

に
、
な
ぜ
か
最
後
は
『
温
暖
化
』
と
い
う

　
「
本
当
に
こ
れ
は
、
こ
の
メ
ン
バ
ー
で

取
り
組
み
た
い
課
題
な
の
？
」
と
問
う
森

俊
雄
先
生
。

「
…
…
」
と
返
す
言
葉
に
詰
ま
っ
て
し
ま

う
生
徒
た
ち
。

「
…
…
み
ん
な
が
興
味
を
持
っ
て
取
り
組

め
る
課
題
っ
て
、
ど
う
い
う
も
の
な
ん
だ

ろ
う
ね
。
こ
れ
だ
！
と
い
う
も
の
が
見
つ

か
る
と
い
い
ね
」
と
い
う
森
先
生
の
問
い

か
け
に
、
生
徒
た
ち
は
考
え
込
ん
で
い
る

様
子
だ
っ
た
。

　

２
０
１
９
年
３
月
の
探
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
開
始
か
ら
お
よ
そ
５
か
月
が
過
ぎ
た
８

月
末
、
森
先
生
と
大
坪
亮
平
先
生
が
受
け

持
つ
約
30
人
の
生
徒
た
ち
は
、
教
育
、
心

理
、
経
済
、
環
境
な
ど
の
領
域
別
に
チ
ー

ム
を
つ
く
り
、
探
究
学
習
に
取
り
組
ん
で

い
た
。
活
動
が
一
区
切
り
を
迎
え
る
10
月

中
旬
ま
で
残
り
２
か
月
足
ら
ず
と
な
っ
た

が
、
多
く
の
チ
ー
ム
は
、
こ
の
時
点
で
も

課
題
設
定
に
苦
し
ん
で
い
た
。

　

少
し
調
べ
れ
ば
す
ぐ
に
結
論
が
出
そ
う

な
課
題
を
設
定
し
よ
う
と
す
る
生
徒
を
見

て
、
森
先
生
、
大
坪
先
生
は
、
当
初
は
、

知
識
の
少
な
さ
が
原
因
だ
と
考
え
て
い

た
。
だ
が
、
こ
れ
で
進
め
て
い
こ
う
と
思

　

同
校
の
「
探
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、

高
校
２
年
生
、
３
年
生
を
対
象
に
、
３
月

か
ら
10
月
ま
で
の
約
８
か
月
間
行
わ
れ

る
。
生
徒
は
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
グ
ル
ー
プ
の
い

ず
れ
か
に
所
属
し
て
活
動
す
る
。
Ａ
グ

ル
ー
プ
は
、「
探
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に

積
極
的
に
か
か
わ
り
た
い
と
希
望
し
た
生

徒
か
ら
成
り
、
チ
ー
ム
で
協
働
す
る
。
他

チ
ー
ム
と
進
捗
状
況
を
共
有
し
な
が
ら
進

め
る
。
Ｂ
グ
ル
ー
プ
は
、
Ａ
グ
ル
ー
プ
の

よ
う
に
進
捗
状
況
な
ど
は
共
有
し
な
い

が
、
チ
ー
ム
で
探
究
学
習
を
進
め
る
。
Ｃ

グ
ル
ー
プ
は
、
個
人
で
の
探
究
学
習
と
な

る
。
森
先
生
、
大
坪
先
生
は
、
Ｂ
グ
ル
ー

プ
を
担
当
し
て
い
る
。

共
通
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
の
下
、

チ
ー
ム
や
個
人
で
課
題
を
設
定

純
心
女
子
高
校
の
探
究
学
習

長
崎
県
・
私
立
純
心
中
学
校
・
純
心
女
子
高
校

◎
「
清
く
・
か
し
こ
く
・
や
さ
し
い
女
性
に
」
を

教
育
方
針
と
し
て
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
精
神
に
基
づ

き
豊
か
な
人
間
性
を
育
む
教
育
活
動
を
展
開
。
英

語
教
育
に
も
力
を
注
ぎ
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
す

る
女
性
を
育
成
す
る
。
近
年
は
、
企
業
な
ど
と
連

携
し
、「
正
解
が
分
か
ら
な
い
問
題
」
を
多
面
的
に

考
え
る
探
究
学
習
も
積
極
的
に
展
開
し
て
い
る
。

◎
設
立　

１
９
３
５
（
昭
和
10
）
年

◎
形
態　

全
日
制
／
普
通
科
／
女
子

◎
生
徒
数　

1
学
年
（
高
校
）
約
１
８
０
人

◎
２
０
１
９
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
浪
計
）　

国
公
立
大
は
、 
筑
波
大
、 

島
根
大
、 

佐
賀
大
、 

長
崎

大
、
北
九
州
市
立
大
、
長
崎
県
立
大
な
ど
に
21
人

が
合
格
。
私
立
大
は
、
青
山
学
院
大
、
上
智
大
、

中
央
大
、
津
田
塾
大
、
長
崎
純
心
大
な
ど
に
延
べ

１
４
１
人
が
合
格
。

◎U
RL

　

http://w
w

w
.n-junshin.ed.jp/

メインテーマ「あなたはどんな未来を描きたいか」
の周りに、すべてのチームや個人の探究テーマが
記され、19 年度の同校の「探究マップ」が完成する。

目の前の生徒とともに
「自分らしい探究」を追究する
長崎県・私立純心中学校・純心女子高校　森　俊雄、大坪亮平

C ASE 1　見通しが立ちにくい教育活動での支援のあり方を模索する

探究学習に取り組む生徒にどのように寄り添い、彼らをどう支援するか。
探究学習における生徒へのかかわり方を、多くの教師が模索している。

もがき、苦しみながらも自らのありようを見いだそうとしている２校の教師の今を追った。

課
題
設
定
が
で
き
な
い
の
は
、

モ
ヤ
モ
ヤ
を
追
究
し
て
い
な
い
か
ら
？

ドキュメント

探究する
教師たち
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秀ひ
で

先
生
が
17
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
き
た

活
動
だ
。
そ
れ
は
、
希
望
す
る
生
徒
が
企

業
と
連
携
し
、
社
会
問
題
の
解
決
案
を
提

案
す
る
と
い
う
も
の
だ
っ
た
が
、
発
表
時

の
生
徒
た
ち
の
姿
を
見
て
、「
高
校
生
は

こ
こ
ま
で
で
き
る
の
か
」
と
２
人
は
感
嘆

し
た
。
だ
が
、
課
題
の
設
定
を
生
徒
自
身

が
行
う
な
ど
、進
め
方
が
異
な
る
今
年
度
、

生
徒
に
同
じ
成
果
を
求
め
る
の
は
難
し
そ

う
だ
と
感
じ
て
い
た
。
そ
れ
以
上
に
、
教

師
で
あ
る
自
分
た
ち
が
成
果
発
表
に
こ
だ

わ
っ
て
し
ま
う
こ
と
で
、
生
徒
が
教
師
の

期
待
に
応
え
よ
う
と
つ
じ
つ
ま
合
わ
せ
の

よ
う
な
発
表
を
し
て
、
中
途
半
端
な
達
成

感
を
味
わ
わ
せ
る
こ
と
は
避
け
た
い
…
…

わ
せ
て
、
み
ん
な
が
心
か
ら
『
こ
れ
は
面

白
そ
う
だ
！
』
と
思
え
る
課
題
に
た
ど
り

着
け
れ
ば
よ
い
の
で
す
が
…
…
」（
森
先
生
）

　

森
先
生
、
大
坪
先
生
に
と
っ
て
最
も
身

近
な
探
究
学
習
は
、
先
輩
で
あ
る
槌つ

ち

本も
と

六む
つ

事
象
の
枠
に
収
ま
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
温

暖
化
に
つ
い
て
説
明
す
る
書
籍
や
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
は
数
多
く
あ
り
ま
す
か
ら
、
言
語

化
し
づ
ら
い
自
分
の
思
い
や
疑
問
を
深
め

る
こ
と
よ
り
も
取
り
組
み
や
す
い
情
報
収

集
な
ど
を
優
先
し
て
し
ま
っ
て
い
る
気
が

し
ま
す
」（
大
坪
先
生
）

　

モ
ヤ
モ
ヤ
に
丁
寧
に
向
き
合
え
な
い
の

は
、
生
徒
が
時
間
や
人
間
関
係
の
面
で
無

意
識
に
折
り
合
い
を
つ
け
て
い
る
か
ら
か

も
し
れ
な
い
と
、森
先
生
は
考
え
て
い
る
。

　
「
時
間
に
限
り
が
あ
る
中
で
、
チ
ー
ム

全
員
が
取
り
組
め
る
課
題
は
こ
の
あ
た
り

だ
ろ
う
と
妥
協
し
て
決
め
て
い
る
よ
う
な

と
こ
ろ
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
せ
っ
か
く

チ
ー
ム
で
活
動
し
て
い
る
の
で
す
か
ら
、

興
味
・
関
心
が
異
な
る
メ
ン
バ
ー
が
そ
れ

ぞ
れ
の
考
え
や
知
識
を
粘
り
強
く
突
き
合

長崎県・私立純心中学校・純心女子高校　森　俊雄　もり・としお
教職歴13 年。同校に赴任して13 年目。数学科。進路指導部。

「課題設定に至らない生徒の中にも、思考を深めている生徒はたくさんいます。
さらに『自分はどんな大人になりたいのか』と将来のキャリアにつなげている
生徒もいます。そこに既に価値があることを伝えたいと思っています」

その時、教師は探究学習特集

モ
ヤ
モ
ヤ
に
価
値
が
あ
っ
た
こ
と
を

生
徒
に
気
づ
か
せ
た
い
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か
ら
、『
実
は
こ
れ
だ
け
成
長
し
て
い
た
』

と
い
う
成
果
を
見
い
だ
す
支
援
を
し
て
い

き
た
い
で
す
」（
大
坪
先
生
）

　

２
学
期
最
初
の
授
業
で
は
、
夏
季
休
業

中
に
調
べ
て
き
た
こ
と
を
チ
ー
ム
内
で
共

有
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
の
足
跡

を
振
り
返
っ
た
。

　
「『
こ
れ
ま
で
の
話
し
合
い
の
記
録
を
見

て
、
最
初
は
自
分
の
視
野
が
狭
か
っ
た
こ

と
に
気
が
つ
き
ま
し
た
。
物
事
を
考
え
る

時
は
、
意
外
な
視
点
も
含
め
て
多
角
的
に

ア
プ
ロ
ー
チ
す
べ
き
だ
と
思
い
ま
し
た
』

と
語
る
生
徒
が
い
る
な
ど
、
多
く
の
生
徒

が
内
面
的
な
成
長
を
自
覚
し
て
い
ま
し

た
」（
大
坪
先
生
）

森
先
生
と
大
坪
先
生
は
、「
成
果
の
発
表

に
重
き
を
置
か
ず
、
納
得
す
る
ま
で
課
題

を
追
究
さ
せ
、
苦
し
ん
だ
過
程
を
語
ら
せ

よ
う
」
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

実
は
、
今
年
度
の
探
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
始
ま
っ
た
時
、２
人
は
槌
本
先
生
か
ら
、

「
希
望
者
だ
け
が
参
加
し
て
き
た
こ
れ
ま

で
と
異
な
り
、
今
年
度
の
参
加
者
は
、
探

究
学
習
に
強
い
関
心
を
持
っ
て
い
る
生
徒

ば
か
り
で
は
な
い
の
だ
か
ら
、
成
果
発
表

あ
り
き
で
考
え
な
く
て
も
よ
い
と
思
う
」

と
、
助
言
を
受
け
て
い
た
。
実
際
、
生
徒

の
中
に
は
、
課
題
設
定
に
た
ど
り
着
か
な

い
ま
で
も
、
興
味
や
疑
問
が
少
し
ず
つ
深

ま
っ
て
い
る
者
が
確
か
に
い
る
。
そ
れ
な

ら
、
自
分
が
悩
ん
で
き
た
こ
と
や
、
考
え

が
変
わ
っ
た
り
深
ま
っ
た
り
し
た
こ
と
に

価
値
を
見
い
だ
さ
せ
る
こ
と
も
で
き
る
の

で
は
な
い
か
。
森
先
生
、
大
坪
先
生
は
、

夏
季
休
業
明
け
の
最
初
の
探
究
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
時
間
で
、
生
徒
に
「
納
得
い
く
課

題
に
た
ど
り
着
く
こ
と
を
１
つ
の
ゴ
ー
ル

に
し
よ
う
」
と
説
明
す
る
こ
と
に
し
た
。

　
「
２
学
期
か
ら
は
、
課
題
設
定
と
並
行

し
て
、こ
れ
ま
で
話
し
合
っ
て
き
た
こ
と
、

調
べ
て
き
た
こ
と
を
俯
瞰
し
な
が
ら
、
自

分
た
ち
の
考
え
の
変
化
や
深
ま
り
も
可
視

化
さ
せ
て
い
き
ま
す
。
生
徒
た
ち
の
『
苦

労
し
た
』『
モ
ヤ
モ
ヤ
し
た
』
時
間
の
中

長崎県・私立純心中学校・純心女子高校　大坪亮平　おおつぼ・りょうへい
教職歴９年。同校に赴任して９年目。生物科。進路指導部。

「温暖化から家庭の電力消費量の話になった時、ある生徒が『中学校で習った
公式が使えるよね。今度、中学校の時の教科書を持ってこようよ』と言いました。
探究学習と教科学習の関連に生徒が気づいた瞬間に感動しました」
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夏
季
休
業
を
経
て
、
自
分
が
探
究
し
た

い
課
題
や
そ
れ
に
決
め
た
理
由
を
熱
く
語

る
生
徒
が
増
え
て
く
る
な
ど
、
生
徒
の
変

化
や
成
長
が
少
し
ず
つ
見
え
て
く
る
中
、

森
先
生
、
大
坪
先
生
が
痛
感
す
る
の
は
、

「
見
通
し
」
を
立
て
る
こ
と
の
難
し
さ
だ
。

　
「
教
科
の
授
業
で
あ
れ
ば
、
こ
の
時
期

ま
で
に
生
徒
に
こ
こ
ま
で
の
学
力
を
身
に

つ
け
さ
せ
よ
う
、
そ
の
た
め
に
こ
ん
な
指

導
を
し
よ
う
と
、
見
通
し
を
立
て
や
す
い

も
の
で
す
。
そ
れ
は
、
問
い
を
投
げ
か
け

る
主
体
が
私
た
ち
教
師
で
あ
る
か
ら
で

し
ょ
う
。
一
方
、
探
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

は
、
生
徒
が
い
つ
、
ど
う
い
っ
た
状
態
に

な
っ
て
い
る
の
か
を
見
通
す
の
は
、
非
常

に
難
し
い
で
す
。
そ
れ
は
、
生
徒
自
身
が

問
い
を
立
て
な
け
れ
ば
い
け
な
い
か
ら
だ

と
思
い
ま
す
」（
大
坪
先
生
）

　

探
究
学
習
に
お
い
て
、
課
題
設
定
に
つ

な
が
る
問
い
を
立
て
よ
う
と
す
る
生
徒

に
、
教
師
は
ど
の
よ
う
な
支
援
を
す
れ
ば

よ
い
の
か
。
森
先
生
、
大
坪
先
生
は
、
ま

さ
に
教
師
と
し
て
の
探
究
の
道
を
歩
き
な

が
ら
、
そ
の
答
え
の
ヒ
ン
ト
を
生
徒
か
ら

受
け
取
っ
て
い
る
。

　
「
児
童
虐
待
の
問
題
に
関
心
を
持
つ
生

徒
が
集
ま
っ
た
チ
ー
ム
は
、
課
題
を
決
め

よ
う
と
、
探
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
授
業
後

も
ず
っ
と
話
し
合
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
ば

で
そ
の
話
し
合
い
を
聞
い
て
い
た
私
は
、

『
理
想
の
状
態
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
何

を
す
れ
ば
い
い
ん
だ
ろ
う
ね
』
と
、
つ
ぶ

や
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
私
が
率
直
に
疑

問
に
思
っ
た
こ
と
で
し
た
。
し
ば
ら
く
し

て
１
人
の
生
徒
が
、『
法
律
を
整
備
す
れ
ば
、

児
童
虐
待
は
減
る
は
ず
』
と
言
い
ま
し
た
。

す
る
と
別
の
生
徒
が
、『
で
も
、
日
本
よ
り

も
法
整
備
が
進
ん
で
い
る
の
に
、
虐
待
が

多
い
国
が
あ
る
よ
』
と
言
い
ま
し
た
。『
そ

う
な
の
⁈
』『
な
ぜ
？
』
と
生
徒
た
ち
が
さ

ら
に
話
し
合
い
、
考
え
込
む
様
子
を
見
て
、

私
は
と
て
も
ワ
ク
ワ
ク
し
ま
し
た
。
今
で

は
そ
の
チ
ー
ム
は
、
児
童
虐
待
に
つ
い
て

私
に
い
ろ
い
ろ
教
え
て
く
れ
る
ほ
ど
、様
々

な
視
点
で
課
題
を
深
掘
り
し
て
い
ま
す
。

私
が
つ
ぶ
や
い
た
疑
問
は
、
そ
の
チ
ー
ム

の
今
の
状
態
を
つ
く
る
１
つ
の
き
っ
か
け

に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
私
は
見
通
し

を
持
っ
て
生
徒
に
、
そ
の
疑
問
を
投
げ
か

け
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
生

徒
の
話
を
聞
き
、
気
づ
き
や
疑
問
を
率
直

に
伝
え
た
だ
け
で
し
た
」（
森
先
生
）

　
「
探
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
の
め
り
込
ん

で
い
る
生
徒
を
よ
く
観
察
し
て
い
る
と
、

『
そ
ん
な
冗
談
を
！
』
と
言
い
た
く
な
る

よ
う
な
突
拍
子
も
な
い
発
言
を
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
教
科
の
授
業
で

は
出
て
こ
な
い
よ
う
な
発
言
が
、
ほ
か
の

生
徒
に
と
っ
て
の
予
想
外
の
ヒ
ン
ト
と

な
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
う
し

た
場
面
を
目
に
す
る
と
、
私
が
果
た
す
べ

き
役
割
は
、
何
か
を
示
す
こ
と
以
上
に
、

何
で
も
自
由
に
発
言
で
き
る
場
を
つ
く

り
、『
面
白
い
ね
！
』『
そ
れ
っ
て
、
ど
う

い
う
こ
と
？
』
と
、
一
緒
に
楽
し
む
こ
と

か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
」（
大
坪
先
生
）

　

今
年
度
、
初
め
て
取
り
組
ん
で
い
る

探
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
、「
楽
し

み
よ
り
も
不
安
の
方
が
大
き
く
、
底
が
見

え
な
い
海
に
飛
び
込
ん
で
い
る
思
い
だ
っ

た
」
と
森
先
生
は
率
直
に
語
る
。

　
「
底
が
見
え
な
く
て
不
安
だ
か
ら
、
槌

本
先
生
か
ら
少
し
で
も
学
ぼ
う
と
し
て
き

ま
し
た
。
で
も
、
い
つ
の
間
に
か
、
先
輩

の
考
え
か
ら
ず
れ
る
こ
と
は
正
解
か
ら
ず

れ
て
し
ま
う
こ
と
だ
と
い
っ
た
意
識
に

な
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
成
果

を
急
が
ず
、
私
自
身
が
本
質
思
考
に
な
る

こ
と
で
、
自
分
ら
し
い
探
究
を
つ
く
り
た

い
と
、
今
は
思
っ
て
い
ま
す
」（
森
先
生
）

　
「
本
当
に
こ
れ
が
、
生
徒
と
取
り
組
み

た
い
探
究
な
の
か
」。
森
先
生
、
大
坪
先

生
は
そ
の
問
い
に
、
今
も
生
徒
と
と
も
に

向
き
合
っ
て
い
る
。

森先生、大坪先生は、探究というものを理解しようとしているし、
さらに探究学習を通して生徒そのものをよく理解しようとして
います。ただ、探究を理解するためには何をどうすればよいかと
いうことに、とらわれているきらいもあります。「やってみたけ
れど違った」を繰り返すことで、「私だからこんな力を生徒に育
める」といった、自分なりの探究を見いだしてほしいと思います。

自分なりの「探究」を
試行錯誤の中で見いだしてほしい
長崎県・私立純心中学校・純心女子高校

槌本六秀先生

その時、教師は探究学習特集

見
通
し
が
立
ち
に
く
い

探
究
学
習
で
の
教
師
の
役
割
と
は
？

森
先
生
、
大
坪
先
生
の

メ
ン
タ
ー
・
槌
本
先
生
が

12
ペ
ー
ジ
に
登
場
し
ま
す
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を
じ
っ
く
り
と
生
徒
が
考
え
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
し
て
い
る
。こ
の
日
は
、

生
徒
が
対
話
を
通
し
て
、
各
々
が
大
切
に

し
て
い
る
も
の
に
気
づ
き
、
グ
ル
ー
プ
と

し
て
探
究
学
習
を
進
め
て
い
く
上
で
の
土

台
を
築
く
こ
と
を
ね
ら
い
に
活
動
し
た
。

　
「
夏
休
み
前
に
、
皆
さ
ん
に
は
、
未
来

を
つ
く
る
た
め
に
、
今
の
自
分
の
ま
ま
で

居
心
地
よ
く
過
ご
せ
る
『
コ
ン
フ
ォ
ー
ト

ゾ
ー
ン
』
か
ら
一
歩
を
踏
み
出
そ
う
と
話

を
し
ま
し
た
。
そ
の
あ
と
実
は
、『
コ
ン

フ
ォ
ー
ト
ゾ
ー
ン
か
ら
の
越
境
は
、
生
徒

だ
け
で
は
な
く
、教
師
に
も
必
要
だ
か
ら
、

夏
休
み
に
自
分
た
ち
も
そ
れ
ぞ
れ
一
歩
を

踏
み
出
す
体
験
を
し
よ
う
』
と
、
先
生
同

士
で
も
話
を
し
た
ん
で
す
。
だ
か
ら
今
日

　
「
私
は
、
自
分
の
内
面
を
表
に
出
す
の

は
苦
手
で
す
。
で
も
、
今
日
は
、
夏
休
み

に
気
づ
い
た
本
当
の
自
分
に
つ
い
て
、
勇

気
を
出
し
て
皆
さ
ん
に
お
話
し
し
ま
す
」

　

２
学
期
最
初
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
科
（
学

校
設
定
科
目
）
の
授
業
で
、
２
年
生
を
前

に
大
木
理
恵
子
先
生
は
語
り
始
め
た
。
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
科
で
は
、
興
味
・
関
心
の
近

い
生
徒
同
士
が
グ
ル
ー
プ
に
な
っ
て
、
取

り
組
ん
で
み
た
い
こ
と
を
自
由
に
課
題
と

し
て
設
定
し
、
協
働
的
に
探
究
学
習
を
進

め
て
い
く
。
課
題
設
定
で
は
、
自
分
の
興

味
・
関
心
に
向
き
合
い
、
さ
ら
に
グ
ル
ー

プ
の
メ
ン
バ
ー
の
興
味
・
関
心
に
も
向
き

合
う
こ
と
に
な
る
。
だ
が
、
そ
も
そ
も
自

分
の
「
本
当
の
興
味
・
関
心
」
を
見
つ
け

る
こ
と
は
簡
単
な
こ
と
で
は
な
い
。興
味
・

関
心
が
あ
る
と
思
っ
て
い
て
も
、
そ
れ
は

思
い
込
み
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
し
、
何

か
理
由
が
あ
っ
て
本
当
の
興
味
・
関
心
か

ら
目
を
背
け
て
い
る
こ
と
も
あ
る
か
も
し

れ
な
い
か
ら
だ
。
そ
し
て
、
異
な
る
価
値

観
を
持
つ
メ
ン
バ
ー
が
お
互
い
を
尊
重
し

合
い
、協
働
を
続
け
て
い
く
必
要
も
あ
る
。

　

そ
こ
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
科
で
は
、
自

分
や
他
者
が
ど
の
よ
う
な
存
在
な
の
か

　

学
校
設
定
科
目
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
科
で

は
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
で
求
め
ら
れ
る
資

質
・
能
力
を
育
む
た
め
、
講
義
形
式
の
授

業
で
は
な
く
、
生
徒
た
ち
が
能
動
的
に
学

習
に
参
加
す
る
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン

グ
を
数
多
く
実
践
し
て
い
る
。「
学
び
方

を
学
ぶ
」「
自
分
軸
を
確
立
す
る
」「
共
に

生
き
る
」
の
３
つ
の
軸
を
高
１
段
階
か
ら

じ
っ
く
り
と
育
み
、
思
考
を
縛
る
常
識
や

社
会
通
念
を
剥
ぎ
取
る
。
そ
の
上
で
自
分

の
興
味
・
関
心
に
応
じ
て
、
多
様
な
人
た

ち
と
主
体
的
に
対
話
を
重
ね
な
が
ら
、
グ

ル
ー
プ
で
取
り
組
む
探
究
テ
ー
マ
を
模
索

し
て
い
く
。
大
木
先
生
は
、
２
年
生
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
科
を
担
当
。

常
識
か
ら
自
由
に
な
っ
て

真
に
探
究
し
た
い
テ
ー
マ
を
探
す

か
え
つ
有
明
中
・
高
校
の
探
究
学
習

東
京
都
・
私
立
か
え
つ
有
明
中
・
高
校

◎
嘉
悦
孝
が
日
本
初
の
女
子
商
業
学
校
「
私
立
女

子
商
業
学
校
」
と
し
て
創
立
。
獲
得
す
べ
き
知
識
・

技
能
を
明
示
し
た
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の

導
入
や
、
答
え
が
１
つ
で
は
な
い
課
題
解
決
型
授

業
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
科
」
に
お
け
る
ル
ー
ブ
リ
ッ

ク
の
設
定
、
体
系
づ
け
ら
れ
た
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育

な
ど
、
先
進
的
な
教
育
を
展
開
す
る
。

◎
設
立　

１
９
0
３
（
明
治
36
）
年

◎
形
態　

全
日
制
／
普
通
科
／
共
学

◎
生
徒
数　

１
学
年
約
１
８
０
人
（
高
校
１
年
生
）

◎
２
０
１
９
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
浪
計
）　

国

公
立
大
は
、
千
葉
大
、
東
京
工
業
大
、
東
京
大
、

横
浜
国
立
大
な
ど
に
14
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、

慶
應
義
塾
大
、
国
際
基
督
教
大
、
上
智
大
、
中
央
大
、

東
京
理
科
大
、
明
治
大
、
立
教
大
、
早
稲
田
大
な

ど
に
延
べ
３
４
３
人
が
合
格
。

◎U
RL

　

https://w
w

w
.ariake.kaetsu.ac.jp/

■プロジェクト科の学びの３つの観点
３つの
観点 学び方を学ぶ 自分軸を

確立する 共に生きる

意図

「学び」のパター
ンや対話的・創
造的アプローチ
を習得する

自分の大切にして
いる思いに気づく
ことで、他者のつ
くった評価軸に縛
られなくなる

だれにとっても安
心安全な場を創
る中で、存在その
ものがリスペクト
の対象だと気づく

指導の
具体例

パターン・ラン
ゲージ（＊）やシ
ステム思考など
のワークショップ
を通じて、他者の
「多様な学び方」
を学び、創造的
学び手となる

ペアインタビュー
や表現活動を通
じて、自分自身で
も整理できてい
ない自分の思い
や価値観と向き
合う

互いの感情に意
識を向けたコミュ
ニケーションのト
レーニングなどを
行い、自分の感
情や思いを大事
にしつつ、相手に
寄り添っていく

＊成功している事例の中に繰り返し見られる暗黙知を言語化し、他者と共有していく営み。

多様な他者と協働する価値を、
自分の内面を開示しながら生徒に伝える

東京都・私立かえつ有明中・高校　大木理恵子

C ASE 2　自分自身に向き合う環境を整える

生
徒
に
自
分
の
内
面
を
開
示
し
、

「
あ
り
の
ま
ま
で
よ
い
」
と
伝
え
る

ドキュメント

探究する
教師たち
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見
つ
め
る
番
だ
。
大
木
先
生
は
、「
今
後
、

協
働
的
に
探
究
学
習
を
進
め
て
い
く
た
め

に
、
仲
間
の
助
け
を
借
り
な
が
ら
自
分
を

理
解
し
、
お
互
い
を
受
け
止
め
合
う
感
覚

を
み
ん
な
に
味
わ
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と

生
徒
に
語
り
か
け
、「
１
人
ず
つ
順
番
に
、

自
分
の
今
の
心
境
を
語
っ
て
く
だ
さ
い
。

そ
し
て
、
そ
れ
を
聴
く
人
は
、
評
価
や
判

断
を
せ
ず
に
、
た
だ
集
中
し
て
聴
い
て
く

だ
さ
い
」
と
説
明
し
た
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
科
で
は
、
グ
ル
ー
プ

内
の
関
係
性
を
強
め
る
た
め
に
、「
聴
く
」

と
い
う
行
為
を
重
視
し
て
い
る
。
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
科
の
授
業
づ
く
り
に
お
い
て
中

心
的
な
役
割
を
担
い
、
こ
の
日
の
授
業
に

は
、
こ
れ
か
ら
、
私
が
夏
休
み
に
自
分
に

つ
い
て
考
え
、
気
が
つ
い
た
こ
と
を
皆
さ

ん
に
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
」

　

大
木
先
生
が
生
徒
に
語
っ
た
の
は
、
幼

い
頃
の
あ
る
体
験
か
ら
、「
自
分
は
く
だ

ら
な
い
人
間
だ
」「
周
り
か
ら
認
め
ら
れ

る
存
在
に
な
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」
と

い
っ
た
思
い
に
縛
ら
れ
て
き
た
自
分
に
気

づ
い
た
…
…
と
い
う
内
容
だ
っ
た
。
苦
し

ん
で
い
る
自
分
に
気
づ
か
な
い
ふ
り
を
し

て
い
た
し
、
く
だ
ら
な
い
自
分
を
安
心
さ

せ
る
た
め
に
、
無
意
識
に
ほ
か
の
人
の
こ

と
を
見
下
す
こ
と
も
あ
っ
た
…
…
お
よ
そ

10
分
間
に
わ
た
っ
て
自
身
の
内
面
に
つ
い

て
語
っ
た
後
、
大
木
先
生
は
自
分
を
じ
っ

と
見
つ
め
る
生
徒
た
ち
に
こ
う
語
っ
た
。

　
「
弱
さ
を
含
め
、
あ
り
の
ま
ま
で
い
い

ん
だ
と
自
分
を
受
け
止
め
て
初
め
て
、
他

者
の
存
在
を
受
け
止
め
ら
れ
る
の
だ
と
思

い
ま
す
。
私
も
、
み
ん
な
と
一
緒
に
、
本

当
の
意
味
で
自
分
を
解
放
し
、
自
分
ら
し

く
み
ん
な
の
探
究
学
習
に
か
か
わ
っ
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
勇
気
を
出
し

て
み
ん
な
に
話
し
て
よ
か
っ
た
で
す
」

　

今
度
は
、
生
徒
た
ち
が
自
分
の
内
面
を

東京都・私立かえつ有明中・高校　大木理恵子　おおき・りえこ
国語科。高校２年生のプロジェクト科の授業を担当。

自分の過去の体験を語り、「自分らしく、みんなと探究に取り組みたい」と
生徒に語りかける大木先生。生徒たちは、大木先生の心からの言葉をどの
ように受け止めたのかを語り合いながら、さらにお互いを理解していった。

探究学習特集 その時、教師は

「
た
だ
聴
く
」
こ
と
で
、

グ
ル
ー
プ
内
の
関
係
性
を
強
め
る
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プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
科
で
ど
の
よ
う
に
生
か
し

て
い
き
た
い
か
な
ど
、
今
の
自
分
の
気
持

ち
を
語
っ
た
。
そ
れ
を
聴
い
た
生
徒
は
、

自
分
が
感
じ
た
こ
と
を
伝
え
、
さ
ら
に
そ

れ
を
受
け
て
、
先
に
話
し
た
生
徒
が
、「
ど

ん
な
ふ
う
に
話
を
聴
い
て
も
ら
え
た
と
感

じ
た
か
」
を
語
っ
た
。
語
り
、
聴
く
と
い

う
行
為
を
丁
寧
に
積
み
重
ね
る
こ
と
で
、

人
間
関
係
が
深
ま
っ
て
い
く
。

　

生
徒
の
対
話
は
さ
ら
に
続
い
た
。
大
木

先
生
は
生
徒
に
、
夏
季
休
業
中
の
残
念

も
大
木
先
生
の
サ
ポ
ー
ト
役
と
し
て
参
加

し
た
佐
野
和
之
先
生
が
、「
聴
く
」
と
い

う
行
為
が
グ
ル
ー
プ
で
な
ぜ
大
切
に
な
る

の
か
を
補
足
的
に
説
明
し
た
。

　
「
自
分
が
『
聴
く
』
こ
と
で
、
話
し
て

い
る
人
が
あ
り
あ
り
と
幸
せ
に
な
っ
て
い

く
よ
う
な
貢
献
的
な
『
聴
き
方
』
を
し
て

く
だ
さ
い
」

　

生
徒
た
ち
は
グ
ル
ー
プ
内
で
順
番
に
、

大
木
先
生
の
話
を
聴
い
て
感
じ
た
こ
と

や
、
自
分
の
夏
季
休
業
中
の
越
境
体
験
を

だ
っ
た
経
験
、
悲
し
か
っ
た
経
験
を
グ

ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
に
話
し
て
ほ
し
い
と

呼
び
か
け
た
。

　
「
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
感
情
で
心
が
揺
れ
動

い
た
経
験
を
、
無
理
せ
ず
に
言
え
る
も

の
で
構
わ
な
い
の
で
、
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン

バ
ー
を
信
じ
て
話
し
て
も
ら
え
ま
す
か
。

メ
ン
バ
ー
に
聴
い
て
も
ら
い
、
感
じ
た
こ

と
を
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
て
も
ら
う
と
、

自
分
が
大
切
に
し
て
い
る
価
値
観
に
気
づ

か
せ
て
も
ら
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」

　

グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
が
語
る
夏
季
休

業
中
の
経
験
を
聴
き
な
が
ら
、
そ
こ
に
は

ど
ん
な
感
情
が
あ
っ
た
の
か
、
そ
の
よ
う

な
感
情
を
持
つ
メ
ン
バ
ー
は
ど
の
よ
う
な

価
値
を
大
切
に
し
て
い
る
存
在
な
の
か
を

お
互
い
に
考
え
て
い
っ
た
。
対
話
を
通
し

て
、
自
分
が
、
メ
ン
バ
ー
が
ど
の
よ
う
な

存
在
な
の
か
を
探
究
し
て
い
く
。「
今
は

自
分
に
自
信
が
な
い
け
ど
、
こ
う
や
っ
て

悩
む
自
分
を
尊
敬
で
き
る
時
が
来
れ
ば
い

い
な
あ
」
と
思
い
を
語
る
生
徒
の
声
が
聞

こ
え
て
き
た
。

　
「
皆
さ
ん
の
中
に
は
、
メ
ン
バ
ー
の
助

け
を
借
り
た
こ
と
で
、
自
分
が
心
の
奥
底

で
大
切
に
し
て
い
る
も
の
に
気
づ
い
た
人

も
い
る
は
ず
で
す
。
自
分
が
大
切
に
し
て

い
る
感
情
や
価
値
を
意
識
し
て
、
こ
れ
か

ら
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
ん
で
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
」（
大
木
先
生
）

　

大
木
先
生
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
科
を
担
当

し
て
２
年
目
。
昨
年
度
は
、
佐
野
先
生
と

の
Ｔ
Ｔ
（
チ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
）
が
多

か
っ
た
が
、
今
年
度
は
大
木
先
生
が
１
人

で
授
業
を
行
う
ケ
ー
ス
が
増
え
た
。

　
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
科
の
授
業
で
の
生
徒

の
悩
み
や
不
安
は
、
大
抵
『
本
当
に
こ
の

テ
ー
マ
で
よ
い
の
だ
ろ
う
か
』『
そ
も
そ

も
自
分
が
何
を
や
り
た
い
の
か
が
分
か
ら

な
い
』
と
い
っ
た
課
題
設
定
に
関
す
る
も

の
で
す
。
そ
う
し
た
悩
み
や
不
安
を
持
っ

た
生
徒
に
対
し
て
私
は
、
生
徒
が
自
分
自

身
で
考
え
を
整
理
で
き
る
よ
う
に
、『
な

ぜ
、
そ
う
思
う
よ
う
に
な
っ
た
ん
だ
ろ
う

ね
』『
あ
な
た
が
大
切
に
し
て
い
る
気
持

ち
は
そ
れ
な
の
か
な
』
と
、
生
徒
の
思
い

が
湧
き
出
る
こ
と
を
願
い
な
が
ら
話
を
聴

く
よ
う
に
し
て
い
ま
す
」

　

教
師
と
し
て
十
分
な
キ
ャ
リ
ア
を
持
つ

大
木
先
生
だ
が
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
科
を

担
当
す
る
よ
う
に
な
っ
て
、「
生
徒
が
今
、

ど
ん
な
状
態
に
あ
る
の
か
を
敏
感
に
察
知

で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
」
と
考
え
る
よ

う
に
な
っ
た
と
い
う
。

◎グループのメンバーの経験を聴き、そ
の時話し手にはどのような気持ちが
あったのか、話し手はどのような価値を
大切にしている人なのかを考える。感
情や価値につながるキーワードが書か
れたシートやカードを使いながら、対
話を進めていった。

教
授
者
で
は
な
く
伴
走
す
る
人
と
し
て

生
徒
と
と
も
に
越
境
す
る
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「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
科
を
通
し
て
、
教
師

の
言
葉
や
働
き
か
け
に
よ
っ
て
、
生
徒
の

変
化
の
度
合
い
は
大
き
く
変
わ
る
の
だ
と

改
め
て
実
感
し
て
い
ま
す
。
た
だ
、
ま
だ

私
は
、
生
徒
が
本
当
の
思
い
を
語
る
の
を

待
て
ず
に
、
生
徒
を
急
か
し
て
し
ま
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
時
、
探
究
学

習
は
浅
い
と
こ
ろ
で
止
ま
り
が
ち
で
す
。

佐
野
先
生
か
ら
は
、『
そ
れ
は
生
徒
の
問

題
で
は
な
く
、
大
木
先
生
の
問
題
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
？
』
と
指
摘
さ
れ
て
ハ
ッ
と

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
」

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
科
で
生
徒
が
設
定
す
る

課
題
は
多
種
多
様
だ
。
そ
れ
が
学
術
的
で

は
な
く
て
も
、
生
徒
に
と
っ
て
本
当
に
探

究
し
た
い
こ
と
、大
切
な
こ
と
で
あ
れ
ば
、

価
値
の
あ
る
探
究
学
習
が
実
現
す
る
と
大

木
先
生
は
考
え
て
い
る
。

　
「
以
前
、『
ブ
レ
ー
ク
ダ
ン
ス
を
友
人
に

教
え
る
』
と
い
う
課
題
を
設
定
し
た
グ

ル
ー
プ
が
あ
り
ま
し
た
。
正
直
、
そ
の
課

題
を
聴
い
た
時
、
単
な
る
遊
び
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
発
表
会
で

は
、
ダ
ン
ス
を
披
露
し
た
上
で
、
グ
ル
ー

プ
の
中
で
ど
ん
な
貢
献
を
し
合
い
、
人
間

的
に
ど
の
よ
う
に
成
長
し
て
き
た
の
か
を

見
事
に
言
語
化
し
て
い
て
、
私
は
『
こ
れ

が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
科
な
の
か
！
』
と
感
動

し
ま
し
た
。
そ
の
時
、
探
究
学
習
で
の
教

師
の
役
割
は
、
生
徒
が
の
め
り
込
め
る
環

境
を
つ
く
る
こ
と
だ
と
確
信
し
ま
し
た
」

　

教
師
が
「
導
く
」
と
い
う
ス
タ
ン
ス
の

ま
ま
で
は
、
生
徒
に
よ
る
真
の
探
究
学
習

は
生
ま
れ
な
い
と
大
木
先
生
は
語
る
。

　
「
教
授
者
で
は
な
く
、
伴
走
す
る
人
と

し
て
生
徒
と
語
り
合
い
、
生
徒
の
状
態
を

察
知
し
て
学
び
の
場
を
整
え
る
こ
と
が
、

こ
れ
か
ら
の
教
師
に
求
め
ら
れ
る
役
割
だ

と
思
い
ま
す
。
そ
の
点
で
は
、
私
に
と
っ

て
佐
野
先
生
は
、
新
た
な
目
標
で
す
。
こ

れ
ま
で
、『
生
徒
の
存
在
そ
の
も
の
を
リ

ス
ペ
ク
ト
す
る
』
と
い
う
佐
野
先
生
の
あ

り
方
か
ら
、様
々
な
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

『
教
師
が
信
頼
す
れ
ば
、
生
徒
は
想
定
を

超
え
て
成
長
す
る
』
と
い
う
信
念
を
持
っ

て
、
こ
れ
か
ら
も
教
師
と
し
て
、
１
人
の

人
間
と
し
て
自
分
も
成
長
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
」 

　

同
校
で
は
、
生
徒
も
教
師
も
、「
あ
り

の
ま
ま
」
を
互
い
に
受
け
入
れ
た
上
で
、

越
境
を
試
み
よ
う
と
し
て
い
る
の
だ
。

大木先生は、豊かな経験をお持ちで、国語の授業でも、アクティ
ブ・ラーニングをいち早く実践していました。探究学習につい
ては、まだ「自分にできるだろうか」「これでよいのだろうか」
という不安もあるようですが、それでも「自分が変わらないと
生徒は成長しない」と、試行錯誤されています。だからこそ、
生徒は誰よりも大木先生のことを信頼していると感じます。

「自分が変わろう」という覚悟が、
生徒を強く引きつける

東京都・私立かえつ有明中・高校
佐野和之先生

　今日、大木先生は私たちに、自分の内側
にあった、自分でもそっと横に置いていた
弱い部分を話してくださいました。私たち
を信頼して話してくださったのだと思いま
すし、「私たちは、大木先生のいいところ
も知っているよ！」と言いたい気持ちにな
りました。大木先生のことに限らず、以前
は、ほかの人を非難する発言を聞くと、「そ
うなのか」と安易に受け入れていましたが、
今は「それは短所ではなく、長所でもある
よね」と、受け止められるようになりまし
た。プロジェクト科で、お互いの話を聴き、
相手を深く理解するような時間を積み重ね
てきたからかもしれません。
　私のグループは、探究する課題がまだ全
く具体化していません。でも、メンバーと
話す中で、「みんな、身近なものにアプロー
チすることが向いている気がする」という
点には、共通の理解があります。正直どん
な課題が設定されるのかは想像がつきませ
んし、プロジェクトとして完成しないかも
しれませんが、今は見えていないゴールや、
自分たちなりの答えにたどり着ける可能性
もあります。だからこそ、これからが楽し
みです。

探究学習特集 その時、教師は

大
木
先
生
の

メ
ン
タ
ー
・
佐
野
先
生
が

12
ペ
ー
ジ
に
登
場
し
ま
す

相手の内面を深く
理解できるようになりました

福永理紗さん（２年生）
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槌
本　

生
徒
の
探
究
学
習
を
見
取
る
ス
タ

ン
ス
を
考
え
る
上
で
、
自
校
の
探
究
学
習

で
重
視
す
る
の
は
課
題
設
定
な
の
か
、
問

題
解
決
の
プ
ロ
セ
ス
な
の
か
、
そ
れ
と
も

解
決
で
き
た
こ
と
な
ど
の
成
果
な
の
か
を

教
師
間
で
議
論
し
て
お
く
こ
と
が
重
要
で

す
。
本
校
で
は
、
課
題
設
定
や
問
題
解
決

の
プ
ロ
セ
ス
を
重
視
し
て
い
ま
す
が
、
一

方
で
、
そ
れ
ら
を
重
視
す
る
ほ
ど
、「
こ

う
す
れ
ば
形
に
な
る
」
と
い
っ
た
、
ゴ
ー

ル
ま
で
の
工
程
を
逆
算
し
、
生
徒
を
導
く

こ
と
が
難
し
く
な
り
ま
す
。
本
校
の
森
先

生
、
大
坪
先
生
に
と
っ
て
、
先
に
探
究
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
ん
だ
私
の
事
例

も
、あ
く
ま
で
参
考
に
し
か
な
り
ま
せ
ん
。

指
導
を
逆
算
す
る
こ
と
が
難
し
く
、
生
徒

や
同
僚
、
他
校
の
教
師
と
も
話
を
し
な
が

ら
、
教
師
自
身
が
、
今
の
自
分
と
目
の
前

の
生
徒
に
と
っ
て
よ
り
よ
い
探
究
学
習
の

進
め
方
を
模
索
す
る
と
い
う
の
が
、
探
究

学
習
と
教
科
学
習
の
大
き
な
違
い
だ
と
思

い
ま
す
。

佐
野　

教
師
が
自
分
の
力
で
模
索
し
続

け
る
た
め
に
は
、「
こ
う
な
れ
ば
形
に
な

る
」「
こ
れ
が
成
功
だ
」
と
い
っ
た
常
識

や
思
い
込
み
を
い
っ
た
ん
手
放
し
て
み
る

生徒の悩み、もがく経験に、
１人の人間として敬意を払う

答えが１つではない問いを自ら立て、心からのめり込める課題として探究する生徒に、
教師はどのようにかかわっていけばよいのか。

いち早く探究学習を通してこれからの教師のあり方を考えてきた２人が語り合う。

探
究
学
習
に
携
わ
る
教
師
に

求
め
ら
れ
る
ス
タ
ン
ス
と
は

対談

教師に求められる
探究マインド

東京都・私立かえつ有明中・高校
　佐野和之

さの・かずゆき　教職歴 26 年。同校に赴任して6年目。副教頭。
理科担当。生徒自身で設定した課題に取り組む学校設定科目「プ
ロジェクト科」の設置など、同校の「新しい学び」をつくる中心的
存在。心理学的コミュニケーション理論や、リーダーシップ能力
開発、チームビルディングなどの講演・研修を全国の学校で行う。

つちもと・むつひで　教職歴 23 年。同校に赴任して24 年目。
進路指導主事。理科担当。2010 年度からキャリア教育の一環と
して探究学習を授業に取り入れ、17年度に大手総合建設企業と
連携して、「これからの社会と未来の建造物」を考える取り組みを
行うなど、同校の探究学習をけん引してきた。

長崎県・私立純心中学校・純心女子高校
槌
つ ち

本
も と

六
む つ

秀
ひ で

12 Oc tober  2019

0-01-J-21520-000 2019 年度VIEW21高校版 10月号 12頁 ＣＭ
ＹＫ

色
校
09/20
南部

念
校
10/02
南部 − −/−

− − −/−
− − −/−

−
P12-15_view21koukou-10g.indd   12 2019/10/02   15:32



て
も
、
そ
れ
を
他
者
に
語
り
、
し
っ
か
り

と
受
け
止
め
て
も
ら
う
こ
と
で
、
前
向
き

な
気
持
ち
に
な
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
本
校
で
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

科
の
活
動
の
中
で
、
相
手
の
話
を
し
っ
か

り
「
聴
く
」
こ
と
を
通
し
て
、
他
者
に
貢

献
で
き
る
よ
う
に
な
る
体
験
を
積
み
重
ね

て
い
ま
す
。

槌
本　

聴
い
て
も
ら
う
こ
と
で
前
向
き
に

な
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
進
路
指
導
に
お

け
る
面
談
な
ど
で
も
よ
く
あ
る
こ
と
で
す

実
感
し
、
そ
れ
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
だ

か
ら
き
っ
と
生
徒
は
、
森
先
生
、
大
坪
先

生
と
の
探
究
学
習
を
楽
し
ん
で
い
る
の
だ

ろ
う
と
思
い
ま
す
し
、
両
先
生
は
、
生
徒

の
学
ぼ
う
と
す
る
気
持
ち
を
、
こ
れ
か
ら

も
信
じ
て
い
け
ば
よ
い
と
思
う
の
で
す
。

佐
野　

人
は
、
悩
み
や
不
安
を
抱
え
て
い

こ
と
も
大
切
だ
と
思
う
の
で
す
。
本
校
の

大
木
先
生
は
、
自
分
の
中
に
あ
る
、
常
識

や
思
い
込
み
を
つ
く
っ
て
い
る
も
の
を
、

生
徒
の
前
で
赤
裸
々
に
出
そ
う
と
し
ま
し

た
。
自
分
の
中
に
「
こ
う
あ
る
べ
き
」
と

い
っ
た
思
い
込
み
が
存
在
し
て
い
る
こ
と

を
自
覚
し
た
時
に
、
今
ま
で
と
は
違
う
あ

り
方
を
選
択
す
る
チ
ャ
ン
ス
が
生
ま
れ
ま

す
し
、
生
徒
の
不
安
や
葛
藤
を
よ
り
敏
感

に
察
知
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
、
自
分
の
中
に

あ
る
思
い
込
み
に
気
づ
い
て
も
、
そ
れ
を

す
ぐ
に
手
放
す
こ
と
が
で
き
ず
、
生
徒
と

の
向
き
合
い
方
を
変
え
ら
れ
な
い
と
悩
む

こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
も
、

私
は
そ
れ
で
も
よ
い
と
思
う
の
で
す
。
変

化
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
す

し
、
自
覚
し
、
悩
む
こ
と
で
変
化
す
る

チ
ャ
ン
ス
は
続
く
の
で
す
か
ら
。
た
だ
、

教
育
の
あ
り
方
が
過
渡
期
を
迎
え
て
い
る

今
、
変
わ
る
チ
ャ
ン
ス
が
自
分
に
あ
る
こ

と
は
、
ど
の
教
師
も
自
覚
し
て
お
く
べ
き

だ
と
思
い
ま
す
。

槌
本　

今
年
度
、
初
め
て
探
究
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
担
当
し
、
悩
み
な
が
ら
生
徒
と
か

か
わ
っ
て
い
る
森
先
生
、
大
坪
先
生
で
す

が
、
悩
ん
で
い
る
か
ら
こ
そ
、
生
徒
は
両

先
生
が
あ
り
の
ま
ま
の
姿
で
か
か
わ
っ
て

く
れ
て
い
る
の
だ
と
感
じ
、
信
頼
し
て
い

る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
私
も
、
初
め
て
探

究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
ん
だ
時
、
参

加
し
て
い
た
３
年
生
の
あ
る
生
徒
に
、「
正

直
な
と
こ
ろ
、
探
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
ど

う
だ
っ
た
？
」
と
尋
ね
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
私
同
様
に
戸
惑
い
な
が
ら
活
動
し
て

い
た
生
徒
の
答
え
は
、
予
想
外
に
も
「
１

年
生
の
時
か
ら
や
り
た
か
っ
た
」
で
し

た
。
私
に
は
、
必
ず
し
も
楽
し
そ
う
に
参

加
し
て
い
た
よ
う
に
は
見
え
な
か
っ
た
生

徒
た
ち
で
し
た
が
、
探
究
学
習
の
価
値
は

分
か
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。
実
は
生
徒

は
、
学
び
と
は
何
か
を
本
質
的
に
は
理
解

し
て
い
ま
す
し
、
思
考
が
深
ま
る
こ
と
も

探究学習特集 その時、教師は

な
ぜ
、
探
究
学
習
で
は

「
聴
く
」
こ
と
が
大
切
な
の
か

森先生、大坪先生とは、「高校の探究学習の本質」をよ
く語り合います。私たちが大切にしているのは、物事の
前提について、「本当に？」と、生徒に問い直すこと、そ
して、「人とかかわっていくことには意味がある」と、人
生において他者と協働する価値に気づかせることです。

▶槌本先生が教科指導で行う探究学習の実践について、本誌 2018 年８月号の特集
でご紹介しています。
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し
た
と
し
て
も
、
ど
う
す
れ
ば
よ
か
っ
た

の
か
を
生
徒
自
身
が
考
え
、
修
正
し
て
次

に
生
か
せ
ば
よ
い
で
す
し
、
そ
の
プ
ロ
セ

ス
が
、
探
究
学
習
で
は
最
も
重
要
な
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

槌
本
　「
な
ぜ
、
こ
の
課
題
に
し
た
の
？
」

と
生
徒
に
理
由
を
聞
い
て
み
て
も
、
考
え

が
ま
と
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
り
、
説
明
が

言
葉
足
ら
ず
だ
っ
た
り
し
て
、
少
々
話
を

聞
い
た
く
ら
い
で
は
、
よ
く
分
か
ら
な
い

と
い
う
こ
と
は
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
で
す
。
そ

れ
で
も
、
生
徒
の
本
当
の
思
い
が
見
え
て

く
る
ま
で
粘
り
強
く
聴
い
て
い
る
と
、
生

徒
が
私
の
想
定
と
は
違
う
こ
と
を
考
え
て

よ
ね
。
生
徒
は
自
分
の
中
に
あ
ら
か
じ
め

答
え
を
持
っ
て
い
て
、
こ
ち
ら
は
た
だ
話

を
聴
い
て
い
る
だ
け
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

生
徒
は
「
自
分
の
考
え
を
整
理
で
き
た
」

と
言
っ
て
帰
る
と
い
う
こ
と
は
よ
く
あ
り

ま
す
。

佐
野
　
生
徒
が
相
談
に
来
た
時
、
私
た
ち

教
師
が
、「
こ
の
生
徒
は
、
こ
う
い
う
こ

と
が
言
い
た
い
の
だ
ろ
う
。
だ
か
ら
、
こ

う
い
う
こ
と
を
言
え
ば
よ
い
だ
ろ
う
」
と

想
定
し
て
し
ま
う
と
、
生
徒
と
の
や
り
と

り
は
、そ
の
範
囲
内
で
収
束
し
が
ち
で
す
。

し
か
し
、
そ
の
想
定
を
い
っ
た
ん
外
し

て
、「
た
だ
聴
く
」こ
と
に
徹
し
て
い
る
と
、

想
定
外
の
よ
り
重
要
な
話
が
出
て
く
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
し
、
思
い
を
す
べ
て
話
す

こ
と
で
、
生
徒
は
自
分
で
自
分
を
整
理
で

き
ま
す
。

槌
本
　
探
究
学
習
に
お
け
る
課
題
設
定
な

ど
で
、
生
徒
に
「
こ
う
し
な
さ
い
」
と
指

示
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
生
徒
が

自
分
が
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
や
考
え
て

き
た
こ
と
を
頭
の
中
で
整
理
で
き
て
い
な

い
な
と
感
じ
た
時
は
、「
こ
こ
が
つ
な
が
っ

て
い
な
い
よ
う
に
思
う
け
れ
ど
…
…
」
な

ど
と
指
摘
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
。
教
え

る
と
い
う
よ
り
、
一
緒
に
整
理
す
る
と
い

う
感
覚
で
す
。

佐
野
　「
聴
く
」
こ
と
は
大
切
で
す
が
、

そ
れ
は
生
徒
に
何
も
言
わ
な
い
と
い
う
こ

と
で
は
も
ち
ろ
ん
あ
り
ま
せ
ん
。
探
究
学

習
に
お
い
て
生
徒
と
語
り
合
う
中
で
、
生

徒
に
視
野
の
狭
さ
や
情
報
の
少
な
さ
を
感

じ
た
時
は
、「
こ
ん
な
情
報
が
足
り
な
い

気
が
す
る
」「
こ
の
課
題
に
実
際
に
取
り

組
ん
で
い
る
人
が
、
ど
ん
な
思
い
を
持
っ

て
い
る
の
か
を
直
接
聞
い
て
み
た
ら
、
何

か
得
ら
れ
る
か
も
」
な
ど
と
、
生
徒
に
自

分
の
考
え
を
伝
え
た
り
、「
今
の
は
こ
う

い
う
こ
と
か
な
？
」
と
い
っ
た
質
問
を
し

た
り
す
る
の
は
、
生
徒
へ
の
貢
献
に
な

り
ま
す
。
た
だ
、「
こ
れ
を
調
べ
な
さ
い
」

と
は
言
い
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
、
私
が
差

し
出
し
た
も
の
が
、
そ
の
生
徒
に
と
っ
て

本
当
に
必
要
な
も
の
か
ど
う
か
分
か
り
ま

せ
ん
し
、
教
師
が
先
に
判
断
や
評
価
を
し

て
し
ま
う
と
、
整
理
す
る
機
会
を
生
徒
か

ら
奪
い
か
ね
な
い
か
ら
で
す
。
提
案
は
す

る
け
れ
ど
、
そ
れ
を
選
択
す
る
か
ど
う
か

を
決
め
る
の
は
、
あ
く
ま
で
も
生
徒
自
身

で
す
。
仮
に
一
歩
を
踏
み
出
せ
ず
、
停
滞

大木先生は、本校の「プロジェクト科」の立ち上げに
もかかわった仲間の１人です。今までの自分を形作っ
てきた殻の中には収まらない活動に、時に戸惑いなが
らも、生徒とともに自分の殻を破ろうとひたむきに取
り組む大木先生を、心から尊敬しています。
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い
た
と
分
か
る
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。

「
な
る
ほ
ど
！　

そ
う
考
え
て
こ
の
課
題

に
し
た
ん
だ
ね
！
」
と
笑
い
な
が
ら
、「
そ

れ
だ
っ
た
ら
、
こ
う
い
っ
た
方
向
か
ら
も

ア
プ
ロ
ー
チ
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
ね
」

「
こ
う
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
を
盛
り
込
ん
で

説
明
す
る
と
、
も
っ
と
分
か
り
や
す
い
と

思
う
よ
」
な
ど
と
、
１
人
の
人
間
と
し
て

感
じ
た
こ
と
を
言
っ
て
い
ま
す
。

佐
野　

教
師
が
生
徒
に
質
問
し
た
り
、
自

分
の
考
え
を
伝
え
た
り
す
る
時
に
、
そ
れ

は
生
徒
の
考
え
を
整
理
す
る
た
め
の
貢
献

だ
と
い
う
立
ち
位
置
で
い
ら
れ
れ
ば
、
生

徒
へ
の
言
い
方
が
強
い
も
の
に
な
っ
た
と

し
て
も
、
生
徒
は
、「
先
生
、
そ
れ
は
違

う
と
思
い
ま
す
」
と
、
自
分
の
考
え
を
主

張
す
る
は
ず
で
す
。そ
も
そ
も
私
た
ち
は
、

自
分
が
尊
敬
し
て
い
る
人
が
話
し
て
い
る

時
に
、
多
少
話
の
内
容
が
分
か
ら
な
く

な
っ
て
も
、「
何
を
伝
え
よ
う
と
し
て
い

る
の
だ
ろ
う
か
」
と
、
真
意
を
受
け
止
め

よ
う
と
し
ま
す
よ
ね
。
自
分
の
尊
敬
す
る

人
に
向
き
合
う
あ
り
方
で
、
生
徒
の
頑
張

り
に
も
向
き
合
い
た
い
と
思
う
の
で
す
。

槌
本　

探
究
学
習
に
お
け
る
課
題
設
定

は
、
１
つ
の
科
目
と
し
て
成
立
す
る
く
ら

い
大
変
な
こ
と
だ
か
ら
こ
そ
、
生
徒
が
課

題
設
定
に
悩
み
、
も
が
く
経
験
は
、
成
果

物
以
上
に
価
値
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。
以
前
、
１
人
の
生
徒
が
私
に
、「
課

題
設
定
に
つ
い
て
、
昨
日
も
２
時
間
く
ら

い
考
え
た
の
で
す
が
、
ど
う
に
も
進
み
ま

せ
ん
」
と
言
っ
て
き
ま
し
た
。
私
は
生
徒

に
、「
し
っ
か
り
と
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に

立
て
て
よ
か
っ
た
ね
。
こ
こ
か
ら
探
究
学

習
が
始
ま
る
よ
」
と
返
し
た
ら
、「
な
る

ほ
ど
…
…
」
と
考
え
な
が
ら
去
っ
て
い
き

ま
し
た
。た
わ
い
も
な
い
会
話
で
し
た
が
、

「
全
然
進
ん
で
い
な
く
て
も
、
思
考
は
深

ま
っ
て
い
る
」
こ
と
に
、
い
つ
か
生
徒
に

は
気
づ
い
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
し
た
。
私

た
ち
教
師
は
、
生
徒
が
も
が
く
こ
と
を
大

切
に
す
る
の
で
あ
れ
ば
、「
最
近
、
生
徒

が
こ
う
い
う
活
動
を
し
始
め
た
」「
こ
ん

な
提
案
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
」
な
ど

と
、
生
徒
の
変
化
や
挑
戦
を
語
り
合
い
た

い
と
思
い
ま
す
。
そ
う
し
た
対
話
の
中
で

こ
そ
、
自
校
の
探
究
学
習
の
評
価
を
共
有

す
る
こ
と
が
で
き
、
探
究
学
習
の
形
骸
化

を
防
げ
る
と
思
う
の
で
す
。

佐
野　

探
究
学
習
と
い
う
学
び
に
つ
い

て
、
教
師
同
士
、
生
徒
同
士
、
そ
し
て
教

師
と
生
徒
で
も
っ
と
語
り
合
う
こ
と
で
、

お
互
い
の
強
み
や
弱
み
を
安
心
し
て
打
ち

明
け
合
い
、
苦
手
な
こ
と
は
同
僚
や
生
徒

に
委
ね
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
よ
い
と
思
い

ま
す
し
、
学
校
が
そ
う
い
っ
た
関
係
を
つ

く
る
場
に
な
れ
ば
、
社
会
も
変
わ
っ
て
い

く
は
ず
で
す
。
そ
う
な
っ
て
こ
そ
、
学
校

は
こ
れ
か
ら
も
存
在
意
義
の
あ
る
場
で
あ

り
続
け
る
と
思
い
ま
す
。

槌
本　
「
先
生
た
ち
は
探
究
学
習
に
つ
い

て
こ
ん
な
ふ
う
に
考
え
て
い
る
け
れ
ど
、

ど
う
思
う
？
」
と
生
徒
に
問
い
か
け
、
こ

れ
か
ら
の
学
び
を
生
徒
と
一
緒
に
つ
く
っ

て
い
け
る
と
よ
い
で
す
ね
。
生
徒
や
同
僚

と
語
り
合
い
な
が
ら
、
生
徒
が
何
を
考
え

て
き
た
の
か
を
丁
寧
に
見
取
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

探究学習特集 その時、教師は

探
究
学
習
で
求
め
ら
れ
る

教
師
と
生
徒
の
あ
り
方
と
は

　かえつ有明中・高校では、教師は対話を通じて生徒の
探究学習を支援していく。そのため、感じていることを
率直に表現でき、自己と他者を尊重できる関係を築くこ
とが教師と生徒双方に求められる。
　そこで同校では、教師が自己と他者を理解することを
通して、教師のチーム力を高める教員研修を実施してい
る。

◎教員研修でテーマとなった学びの理論や手法の一例
•Ｕ理論　過去の延長線上にない変容やイノベーション
を、個人やチーム、組織やコミュニティー、社会で起
こすための原理と実践手法
•NVC（Non Violent Communication）　相手とのつな
がりを持ち続けながら、お互いのニーズが満たされる
まで話し合いを続ける共感的コミュニケーションの手
法
•パターン・ランゲージ　対象領域における「経験則（成
功に潜む共通パターン）」を「言語化」して共有する
方法

　なお、同校では、上記のようなテーマの研修を、自校
の教師だけでなく自校の生徒、他校の教師や保護者、学
生や社会人などにも門戸を開いて実施しており、教師が
多様な人々と学ぶ機会もつくっている。

かえつ有明中・高校の教員研修
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兵
庫
県
立
加
古
川
東
高
校
で
は
、
Ｓ
Ｓ

Ｈ
（
＊
１
）
の
第
１
期
の
指
定
を
受
け

た
２
０
０
６
年
度
か
ら
、
普
通
科
の
Ｇ
Ｓ

コ
ー
ス
（
10
年
度
に
理
数
科
に
改
編
）
で

課
題
研
究
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
12
年
度

の
第
２
期
か
ら
は
、
課
題
研
究
を
行
う
対

象
を
理
数
系
の
部
活
動
で
構
成
さ
れ
る
自

然
科
学
部
に
も
拡
大
。
国
内
外
の
学
会
や

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
へ
の
参
加
、
全
国
規

模
の
コ
ン
テ
ス
ト
で
の
最
優
秀
賞
の
受
賞

な
ど
、
生
徒
は
多
様
な
経
験
を
し
、
実
績

を
上
げ
て
き
た
。

　

17
年
度
に
始
ま
っ
た
第
３
期
か
ら
は
、

課
題
研
究
を
普
通
科
全
体
に
も
拡
大
し
、

全
校
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い
る
。
教
育

企
画
部
長
の
西
村
雅ま

さ
な
が永

先
生
は
、
そ
の
理

由
を
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　
「
長
年
に
わ
た
る
Ｓ
Ｓ
Ｈ
に
お
け
る
指

導
経
験
上
、
課
題
研
究
に
取
り
組
ん
だ
生

徒
は
、
教
科
書
の
枠
を
超
え
て
興
味
・
関

心
の
対
象
を
広
げ
た
り
、
深
く
掘
り
下
げ

た
り
す
る
な
ど
、
学
問
の
楽
し
さ
を
味
わ

い
、
学
習
意
欲
を
高
め
る
こ
と
が
分
か
っ

て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
私
た
ち
は
、
す

べ
て
の
生
徒
に
、
同
じ
経
験
を
さ
せ
た
い

と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

理
数
科
の
課
題
研
究
の
発
表
会
を
見
た
普

通
科
の
生
徒
た
ち
か
ら
、『
自
分
た
ち
も

課
題
研
究
を
し
て
み
た
い
』
と
い
う
声
が

あ
が
っ
た
こ
と
も
、
普
通
科
へ
の
拡
大
の

後
押
し
と
な
り
ま
し
た
」

　

同
校
の
課
題
研
究
の
ね
ら
い
は
、「
育

て
る
べ
き
生
徒
像
」（
図
１
）
の
実
現
を

目
指
し
、
生
徒
に
生
涯
に
わ
た
っ
て
役
立

つ
資
質
・
能
力
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
こ
と

に
あ
る
。
課
題
研
究
の
３
年
間
の
流
れ
は

次
の
通
り
だ
。

　

理
数
科
で
は
、
１
学
年
の
「
課
題
研
究

基
礎
」
な
ど
で
探
究
ス
キ
ル
を
習
得
し
、

科
学
の
最
先
端
の
ト
ピ
ッ
ク
を
学
ん
だ
上

で
、
２
学
年
の
「
課
題
研
究
Ⅰ
」
で
少
人

数
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
課
題
研
究
を
１
年
間

か
け
て
行
う
。
そ
し
て
、
３
学
年
の
「
課

題
研
究
Ⅱ
」
で
は
、
生
徒
個
々
が
そ
れ
ま

で
の
研
究
内
容
を
論
文
に
ま
と
め
る
。
ま

た
、
３
年
間
を
通
じ
て
、
英
語
で
意
見
を

伝
え
、
質
疑
を
す
る
力
を
育
成
し
、
世
界

で
活
躍
す
る
実
践
的
な
英
語
力
を
身
に
つ

け
さ
せ
る
。

　

普
通
科
で
は
、
１
学
年
の
「
探
求
Ⅰ
」

で
、
探
究
活
動
に
必
要
な
情
報
の
収
集
方

法
や
分
析
方
法
を
学
ん
だ
上
で
、
教
師
が

示
し
た
大
テ
ー
マ
（
部
活
動
、塾
の
利
用
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
使
用
な
ど
）
に
沿
っ
て
、
生
徒

は
グ
ル
ー
プ
で
具
体
的
な
課
題
を
設
定
す

る
。
そ
し
て
、
仮
説
検
証
の
た
め
の
ア
ン

ケ
ー
ト
作
成
や
そ
の
分
析
な
ど
を
行
い
、

探
究
活
動
の
プ
ロ
セ
ス
を
一
通
り
経
験
す

る
。
２
学
年
の
「
探
求
Ⅱ
」
で
は
、
新
た

な
グ
ル
ー
プ
と
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
研
究

＊１　文部科学省のスーパーサイエンスハイスクール。

兵
庫
県
立
加
古
川
東
高
校

◎
旧
制
加
古
川
中
学
校
と
し
て
開
校
。「
自
治
創
造
」

「
明
朗
親
和
」
を
校
訓
に
、「
将
来
に
お
い
て
『
正
解
』

の
な
い
社
会
を
切
り
拓
く
人
づ
く
り
」
を
教
育
ビ

ジ
ョ
ン
と
し
て
、「
批
判
的
思
考
力
」「
人
間
的
魅
力
」

を
基
に
挑
戦
す
る
勇
気
を
育
む
。
現
在
、
Ｓ
Ｓ
Ｈ

第
３
期
目
。

◎
設
立　

１
９
２
４
（
大
正
13
）
年

◎
形
態　

全
日
制
／
普
通
科
・
理
数
科
／
共
学

◎
生
徒
数　

１
学
年
約
3
２
０
人

◎
２
０
１
９
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
浪
計
）　

国

公
立
大
は
、
北
海
道
大
、
東
京
大
、
名
古
屋
大
、

京
都
大
、
大
阪
大
、
神
戸
大
、
岡
山
大
、
九
州
大
、

兵
庫
県
立
大
な
ど
に
３
２
３
人
が
合
格
。
私
立
大

は
、
慶
應
義
塾
大
、
早
稲
田
大
、
同
志
社
大
、
関

西
学
院
大
な
ど
に
延
べ
４
７
８
人
が
合
格
。

◎U
RL

　

https://w
w

w
.hyogo-c.ed.jp/~

kakohi
gashi-hs/

教
育
企
画
部

福
迫
徳
人
　

ふ
く
さ
こ
・
の
り
ひ
と

教
職
歴
８
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

４
年
目
。

教
育
企
画
部
長

西
村
雅
永
　

に
し
む
ら
・
ま
さ
な
が

教
職
歴
35
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

15
年
目
。

進
路
指
導
部
長

坂
田
充
範

さ
か
た
・
み
つ
の
り

教
職
歴
38
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

15
年
目
。

理
数
科
で
取
り
組
ん
で
き
た

課
題
研
究
を
全
校
に
拡
大

学校事例

全校体制での
推進に向けて

指導上の不安・負担を軽減するとともに、
教師が意義を感じられる探究学習に

兵庫県立加古川東高校

未経験な教育活動は、ベテラン教師でも不安を感じるものであり、
その教育活動に意義があると理解していても、実際に取り組むことには抵抗があるものだ。

ここでは、学校全体で探究学習を推進するにあたり、組織的な支援を行った学校の事例を見ていく。
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と
、
厳
密
に
区
切
っ
た
こ
と
も
、
教
師
の

負
担
感
を
軽
減
す
る
た
め
の
工
夫
の
１
つ

だ
。
放
課
後
や
夏
季
休
業
中
な
ど
に
、
生

徒
が
自
主
的
に
研
究
に
取
り
組
む
こ
と
は

あ
っ
て
も
、
教
師
が
授
業
時
間
外
に
指
導

に
か
か
わ
る
こ
と
は
、基
本
的
に
は
な
い
。

　

ま
た
、１・２
学
年
と
も
に
、「
探
求
Ⅰ・Ⅱ
」

の
成
果
の
発
表
会
を
12
月
末
ま
で
に
終
わ

ら
せ
る
こ
と
に
し
た
。
そ
し
て
、
行
事
が

過
密
に
な
っ
て
教
師
の
負
担
を
増
や
す
こ

と
の
な
い
よ
う
に
、
ほ
か
の
行
事
の
実
施

時
期
を
考
慮
し
た
年
間
計
画
を
立
て
た
。

　

１
学
年
で
は
、
探
究
活
動
の
授
業
の
事

前
準
備
な
ど
を
行
う
「
探
求
委
員
」
を
希

望
制
で
生
徒
か
ら
募
り
、
任
命
し
た
こ
と

も
、
教
師
の
負
担
感
の
軽
減
に
つ
な
が
っ

て
い
る
。
担
当
教
師
か
ら
授
業
の
流
れ
を

説
明
さ
れ
た
探
求
委
員
は
、
そ
の
内
容
を

他
の
生
徒
に
伝
え
る
練
習
を
事
前
に
し
て

か
ら
、
実
際
に
教
室
で
説
明
す
る
。
生
徒

に
探
究
活
動
の
趣
旨
を
理
解
さ
せ
る
と
と

も
に
、
役
割
を
与
え
る
こ
と
で
、
生
徒
の

主
体
性
や
自
己
肯
定
感
を
高
め
る
ね
ら
い

も
あ
る
。

　

教
師
の
指
導
へ
の
不
安
感
を
軽
減
さ
せ

テ
ー
マ
を
設
定
。
中
間
発
表
会
で
、
研
究

テ
ー
マ
と
研
究
方
法
に
つ
い
て
他
グ
ル
ー

プ
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
て
か
ら
、
研

究
を
開
始
。
そ
の
後
、
発
表
原
稿
・
ポ
ス

タ
ー
作
成
→
発
表
→
論
文
作
成
の
流
れ
で

探
究
活
動
に
取
り
組
む
。
３
学
年
は
、「
探

求
Ⅲ
」
と
し
て
、
１
・
２
学
年
の
活
動
を

踏
ま
え
て
高
校
卒
業
後
の
学
び
を
展
望
す

る
「
学
び
の
設
計
書
」
を
作
成
す
る
。

　

課
題
研
究
の
普
通
科
へ
の
拡
大
は
、
同

校
に
と
っ
て
大
き
な
転
機
と
な
っ
た
。「
探

求
」
を
統
括
す
る
教
育
企
画
部
が
留
意
し

た
の
は
、生
徒
が
楽
し
く
活
動
す
る
こ
と
、

さ
ら
に
、
教
師
に
指
導
へ
の
不
安
を
感
じ

さ
せ
た
り
、
負
担
を
か
け
た
り
し
な
い
よ

う
に
す
る
こ
と
だ
っ
た
。

　
「
教
科
指
導
の
経
験
が
豊
富
な
教
師
で

も
、
探
究
活
動
の
指
導
は
未
知
の
領
域
で

す
。
さ
ら
に
、
学
習
や
指
導
の
成
果
が
数

値
化
さ
れ
づ
ら
い
た
め
、
自
分
に
指
導
で

き
る
の
か
と
い
っ
た
不
安
や
、
仕
事
の
負

担
増
に
対
し
て
の
抵
抗
感
を
持
つ
教
師
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、

ど
う
す
れ
ば
普
通
科
で
探
究
活
動
の
指
導

が
円
滑
に
進
め
ら
れ
る
か
、
教
師
へ
の
支

援
に
つ
い
て
知
恵
を
絞
り
ま
し
た
」（
西

村
先
生
）

　

教
師
の
負
担
を
減
ら
す
工
夫
と
し
て
考

え
た
の
が
、「
探
求
」
の
各
時
間
の
指
導

案
を
作
成
す
る
こ
と
だ
。
そ
れ
は
、
取
り

組
み
の
ね
ら
い
と
内
容
、
進
め
方
、
時
間

配
分
、
教
材
の
使
い
方
な
ど
を
記
し
た
も

の
で
、
そ
れ
に
沿
っ
て
進
め
れ
ば
、
未
経

験
者
で
も
指
導
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
教

育
企
画
部
が
素
案
を
作
り
、
実
施
初
年
度

と
な
る
17
年
度
の
１
学
年
団
（
現
３
学
年

団
）
と
共
有
・
検
討
し
た
。

　
「
ど
の
教
師
も
理
解
で
き
る
内
容
か
、

学
年
団
の
意
向
に
沿
っ
て
い
る
か
な
ど
、

当
時
の
１
学
年
団
の
先
生
方
の
意
見
を
聞

き
な
が
ら
何
度
も
修
正
し
、
練
り
上
げ
て

い
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
現
場
の
声
を

踏
ま
え
た
実
践
的
な
指
導
案
が
で
き
た
と

思
っ
て
い
ま
す
」（
西
村
先
生
）

　

探
究
活
動
の
指
導
は
授
業
時
間
内
の
み

＊学校資料を基に編集部で作成。

「正解」のない社会を切り拓く人材

本校で育てる９つの資質・能力

思いやり
人権感覚を持ち、公正な視
点で他者の立場を理解しよ
うとする

楽観力
物事をポジティブに捉え、
しなやかで折れない強い心
を持つ力

責任感
自ら主導する責任感があり、
他者が安心してついて行け
る

好奇心
新しいことを面白いと感じ、
ワクワクする気持ちを持つ

関与力
社会に関与する姿勢を持
ち、自らの考えを分かりや
すく伝える力

自走力
リスクを取ってでも一歩踏
み出し、自らの考えで行動
する

基本的知識
キャリア意識を持って主体
的に学び、基本的知識・技
能を備えている

情報収集力
世の中に関心を持ち、必要
な情報を客観的な視点を基
に収集する力

課題解決力
あるべき姿と現実のギャッ
プを分析し、解決策を提案・
協議する力

集団を動かす
「人間的魅力」

現状を分析し
改善するための
「批判的思考力」

明朗
親和

自治
創造

新しいことに
「挑戦する勇気」

その時、教師は探究学習特集

兵庫県立加古川東高校の育てるべき生徒像図 1

普
通
科
へ
の
拡
大
に
伴
い

教
師
へ
の
支
援
策
を
考
案

１
ク
ラ
ス
３
人
の
Ｔ
Ｔ
で
、

相
談
し
合
い
な
が
ら
指
導
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生
徒
の
成
長
が
実
感
で
き
た
こ
と
で
、

２
年
目
以
降
は
、
多
く
の
教
師
が
前
向
き

に
指
導
に
か
か
わ
る
よ
う
に
な
り
、
指
導

に
工
夫
を
加
え
る
意
欲
が
生
ま
れ
た
。
例

え
ば
、
19
年
度
の
「
探
究
Ⅱ
」
で
は
、
研

究
テ
ー
マ
の
設
定
の
際
、
各
グ
ル
ー
プ
に

紙
と
付
箋
紙
を
配
り
、
ブ
レ
ー
ン
ス
ト
ー

ミ
ン
グ
を
し
た
上
で
意
見
を
集
約
さ
せ

た
。
話
し
合
い
が
得
意
で
は
な
い
グ
ル
ー

プ
で
も
、
格
段
に
ス
ム
ー
ズ
に
活
動
が
進

む
よ
う
に
な
っ
た
。

　
「
こ
こ
は
見
守
る
べ
き
、
こ
こ
は
背
中

を
押
し
て
あ
げ
よ
う
と
い
っ
た
よ
う
に
、

生
徒
た
ち
の
状
況
に
応
じ
た
メ
リ
ハ
リ
の

あ
る
指
導
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
」（
坂
田
先
生
）

　

教
師
が
日
々
の
取
り
組
み
に
や
り
が
い

を
感
じ
る
た
め
の
工
夫
も
し
て
い
る
。
普

通
科
の
「
探
求
Ⅰ
・
Ⅱ
」
で
は
、
毎
回
、

生
徒
に
活
動
の
振
り
返
り
を
行
わ
せ
て
い

る
。
例
え
ば
、「
探
求
Ⅰ
」
で
の
振
り
返

り
項
目
は
、「
育
て
る
資
質
・
能
力
」（
Ｐ
．

17
図
１
）
に
ひ
も
づ
け
さ
れ
た
「
人
任
せ

に
す
る
こ
と
な
く
、
自
ら
主
体
的
に
コ
ツ

コ
ツ
と
取
り
組
め
ま
し
た
か
【
自
走
力
】」

る
こ
と
を
目
的
の
１
つ
と
し
て
行
っ
て

い
る
の
が
、
生
徒
が
本
格
的
に
探
究
活
動

に
取
り
組
む
２
学
年
の
「
探
求
Ⅱ
」
に
お

け
る
Ｔ
Ｔ
（
チ
ー
ム
・
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
）

だ
。
１
学
年
の
「
探
求
Ⅰ
」
と
３
学
年
の

「
探
求
Ⅲ
」
で
は
、
ク
ラ
ス
担
任
が
自
分

の
ク
ラ
ス
の
指
導
を
受
け
持
つ
。
一
方
、

「
探
求
Ⅱ
」
で
は
、
１
・
３
学
年
団
以
外

の
全
教
師
が
指
導
を
受
け
持
つ
。
各
教
室

に
３
人
の
教
師
が
入
り
、
１
人
あ
た
り
２

グ
ル
ー
プ
を
指
導
す
る
。
教
育
企
画
部
の

福ふ
く
さ
こ迫
徳の

り
ひ
と人
先
生
は
、
そ
う
し
た
体
制
に
し

た
理
由
を
次
の
よ
う
に
語
る
。

　
「
担
当
グ
ル
ー
プ
が
壁
に
ぶ
つ
か
っ
た

時
、
１
人
の
教
師
で
は
助
言
や
判
断
を
す

る
こ
と
が
難
し
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
教

室
内
に
複
数
の
教
師
が
い
れ
ば
、
す
ぐ
に

相
談
し
合
え
ま
す
し
、場
合
に
よ
っ
て
は
、

１
人
の
教
師
が
ほ
か
の
教
室
の
教
師
に
意

見
を
求
め
に
行
く
こ
と
も
可
能
で
す
。
探

究
活
動
の
経
験
の
少
な
い
先
生
に
と
っ
て

は
、
心
強
い
体
制
だ
と
思
い
ま
す
」

　
「
探
究
活
動
が
深
ま
る
か
ど
う
か
は
、

課
題
設
定
で
ほ
ぼ
決
ま
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、
課
題
設
定
の
段
階
の

指
導
に
不
安
を
持
つ
教
師
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
」（
福
迫
先
生
）

　

そ
う
し
た
不
安
を
払
拭
す
る
た
め
に

行
っ
て
い
る
の
が
、「
テ
ー
マ
検
討
会
」だ
。

全
ク
ラ
ス
・
全
グ
ル
ー
プ
の
研
究
テ
ー
マ

が
出
そ
ろ
っ
た
段
階
で
「
探
求
Ⅱ
」
に
か

か
わ
る
す
べ
て
の
教
師
が
人
文
科
学
・
自

然
科
学
・
社
会
科
学
の
３
分
野
に
分
か
れ

て
、
生
徒
た
ち
が
設
定
し
た
テ
ー
マ
は
検

証
可
能
な
内
容
か
、
先
行
研
究
は
な
い

か
、
時
間
内
に
取
り
組
め
る
か
と
い
う
観

点
で
、
テ
ー
マ
の
妥
当
性
を
協
議
す
る
。

　
「
教
師
自
身
の
専
門
性
と
担
当
グ
ル
ー

プ
の
研
究
テ
ー
マ
が
一
致
す
る
と
は
限
り

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
自
分
の
専
門
外
の

分
野
を
専
門
と
し
て
い
る
先
生
が
い
て
、

そ
の
分
野
で
生
徒
が
設
定
し
て
き
た
テ
ー

マ
が
妥
当
か
ど
う
か
を
協
議
し
て
も
ら
え

る
『
テ
ー
マ
検
討
会
』
は
、
大
変
貴
重
な

場
で
す
し
、
そ
の
後
の
生
徒
へ
の
ア
ド
バ

イ
ス
も
、
指
導
経
験
が
少
な
い
教
師
に

と
っ
て
は
、
探
究
活
動
の
手
法
を
身
に
つ

け
る
研
修
の
役
割
も
果
た
し
て
い
る
と
言

え
ま
す
」（
西
村
先
生
）

　

教
師
の
負
担
感
・
不
安
感
の
軽
減
を
目

指
し
て
き
た
同
校
だ
が
、
そ
れ
で
も
探

究
活
動
の
指
導
を
初
め
て
担
当
す
る
教
師

は
、
教
科
の
授
業
と
の
差
異
に
少
な
か
ら

ず
違
和
感
を
覚
え
た
と
い
う
。
進
路
指
導

部
長
の
坂
田
充み

つ
の
り範
先
生
も
、
そ
の
１
人

だ
っ
た
。

　
「
初
年
度
は
、
生
徒
と
の
距
離
感
に
悩

み
ま
し
た
。
特
に
、
話
し
合
い
が
得
意
で

は
な
い
グ
ル
ー
プ
で
は
、議
論
が
進
ま
ず
、

私
自
身
が
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て
し
ま
う
こ

と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
」

　

戸
惑
い
な
が
ら
も
指
導
し
て
き
て
よ

か
っ
た
と
思
え
た
瞬
間
が
、
18
年
12
月
に

行
わ
れ
た
「
探
求
Ⅰ
・Ⅱ
」
の
発
表
会
だ
っ

た
。

　
「
初
め
は
ゴ
ー
ル
が
見
え
ず
、
不
安
が

大
き
か
っ
た
で
す
が
、
生
徒
た
ち
の
発
表

を
見
て
、
ど
う
い
っ
た
意
図
を
持
っ
て
探

究
活
動
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
組
ま
れ
て
い

た
の
か
、
よ
く
理
解
で
き
ま
し
た
。
途
中

の
指
導
が
ど
れ
ほ
ど
大
変
で
も
、
生
徒
た

ち
が
生
き
生
き
と
し
た
表
情
を
見
せ
て
い

た
り
、
学
校
外
の
人
に
褒
め
ら
れ
た
り
し

て
い
る
の
を
見
る
と
、
す
べ
て
の
苦
労
が

報
わ
れ
る
気
が
し
ま
す
。
生
徒
た
ち
の
成

長
が
実
感
で
き
て
か
ら
は
気
持
ち
が
楽
に

な
り
、
そ
れ
か
ら
は
、
前
向
き
に
生
徒
た

ち
に
か
か
わ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
」（
坂
田
先
生
）

生
徒
の
成
長
が
見
え
た
こ
と
で

指
導
も
前
向
き
に

毎
時
間
の
生
徒
の
振
り
返
り
で

指
導
の
成
果
を
可
視
化

教
科
の
知
見
を
総
動
員
し
、

生
徒
の
テ
ー
マ
設
定
を
支
援
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探究活動を実施することに
意義を感じますか

Q.

あてはまる 
65％

どちらかと言うと
あてはまる 30％

どちらかと言うと
あてはまらない 5％

あてはまらない 0％

先生方自身が、授業を担当していて
楽しかったですか

Q.

あてはまる 
40％

どちらかと言うと
あてはまる 30％

どちらかと言うと
あてはまらない 30％

あてはまらない 0％

生徒の「主体性」（人任せにせず
取り組む力）は伸びたと思いますか

Q.

あてはまる 
30％

どちらかと言うと
あてはまる 60％

どちらかと言うと
あてはまらない 10％

あてはまらない 0％

生徒の「発信力」（自分の言葉で
説明する力）は伸びたと思いますか

Q.

あてはまる 
65％

どちらかと言うと
あてはまる 30％

どちらかと言うと
あてはまらない 5％

あてはまらない 0％

「
自
分
の
言
葉
で
、
他
の
人
に
分
か
り
や

す
く
説
明
で
き
ま
し
た
か【
関
与
力
】」「
メ

ン
バ
ー
と
情
報
を
共
有
し
、
協
力
し
て
取

り
組
め
ま
し
た
か【
思
い
や
り
、責
任
感
】」

な
ど
だ
。
生
徒
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等

を
利
用
し
て
回
答
。
活
動
内
容
や
感
想
な

ど
の
文
章
デ
ー
タ
も
含
め
、
授
業
の
あ
っ

た
そ
の
日
中
に
集
計
し
て
、
担
当
教
師
が

閲
覧
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

　
「
教
科
の
授
業
で
あ
れ
ば
、
小
テ
ス
ト

な
ど
で
生
徒
の
理
解
度
を
確
認
し
な
が
ら

授
業
を
進
め
ら
れ
ま
す
。
一
方
、
探
究
活

動
で
は
、
毎
時
間
成
果
物
が
あ
る
わ
け
で

は
な
く
、
そ
れ
も
教
師
が
不
安
を
覚
え
る

要
因
の
１
つ
で
し
た
。
そ
こ
で
、
生
徒

の
振
り
返
り
に
よ
っ
て
、
生
徒
が
そ
の
日

の
授
業
で
活
動
か
ら
何
を
学
び
、
ど
の
よ

う
な
成
長
を
感
じ
て
い
る
の
か
を
即
時
に

可
視
化
す
る
こ
と
で
、
教
師
が
自
身
の
指

導
の
成
果
を
確
認
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し

た
」（
福
迫
先
生
）

　

生
徒
の
振
り
返
り
を
見
る
と
、
２
年
生

で
は
す
べ
て
の
項
目
で
、
回
を
追
う
ご
と

に
肯
定
率
が
高
ま
っ
て
い
た
。
特
に
、
中

間
発
表
会
や
最
終
発
表
会
の
直
後
に
高
く

な
る
傾
向
が
あ
り
、
成
果
発
表
と
い
う
壁

を
乗
り
越
え
る
こ
と
で
自
己
肯
定
感
が
高

ま
る
こ
と
が
う
か
が
え
た
。

　
「
探
求
」
を
担
当
す
る
教
師
の
意
識
調

査
も
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
、
中
間

発
表
会
後
の
18
年
10
月
、
最
終
発
表
会
後

の
19
年
１
月
の
２
度
実
施
し
、
い
ず
れ
も

９
割
以
上
の
教
師
が
「
意
義
を
感
じ
る
」、

７
割
の
教
師
が
「
授
業
が
楽
し
い
」
と
回

答
し
た
（
図
２
）。
一
方
、「
も
っ
と
知
的

＊２　Sustainable Development Goals の略。2015 年に国連が掲げた、持続可能な開発目標のこと。「貧困をなくそう」「飢餓をゼロに」など、17 の目標と 169 のターゲッ
トから成る。

探
究
の
楽
し
み
を
感
じ
ら
れ
る
も
の
に

し
た
い
」「
時
間
割
に
配
慮
し
て
ほ
し
い
」

と
い
っ
た
要
望
も
あ
っ
た
。

　
「
多
く
の
教
師
が
、
指
導
が
大
変
だ
と

思
い
な
が
ら
も
、
探
究
活
動
に
意
義
を
見

い
だ
し
て
い
ま
し
た
。
今
後
は
、『
探
求
』

の
授
業
に
よ
っ
て
生
徒
が
確
実
に
成
長
し

て
い
る
こ
と
が
分
か
る
評
価
指
標
や
手
法

を
開
発
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」（
西

村
先
生
）

　

そ
の
方
策
の
１
つ
と
し
て
、
卒
業
後
の

調
査
を
計
画
し
て
い
る
。
卒
業
生
を
対
象

に
、
探
究
活
動
の
経
験
が
そ
の
後
の
自
身

の
成
長
に
役
立
っ
て
い
る
の
か
を
聞
き
、

指
導
改
善
に
生
か
す
と
と
も
に
、
教
師
の

探
究
活
動
の
指
導
へ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

ア
ッ
プ
を
図
る
。

　
「
大
阪
大
学
に
進
学
し
た
卒
業
生
が
、

『
周
り
の
学
生
が
レ
ポ
ー
ト
作
成
に
手
間

取
っ
て
い
る
中
、
自
分
は
苦
も
な
く
仕
上

げ
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。
高
校
時
代

の
課
題
研
究
の
経
験
が
、
大
き
な
ア
ド
バ

ン
テ
ー
ジ
に
な
っ
て
い
ま
す
』
と
話
し
て

い
ま
し
た
。
私
も
当
初
、
探
究
的
な
学
び

は
大
学
に
入
っ
て
か
ら
で
も
遅
く
は
な
い

と
考
え
て
い
ま
し
た
が
、
高
校
時
代
に
経

験
し
て
お
く
こ
と
の
大
切
さ
を
改
め
て
感

じ
ま
し
た
」（
坂
田
先
生
）

　

19
年
度
か
ら
は
１
学
年
の
「
探
求
Ⅰ
」

の
内
容
を
改
善
し
た
。
探
究
活
動
の
テ
ー

マ
を
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
＊
２
）
を
踏
ま
え
た
内

容
と
し
、
生
徒
の
目
を
社
会
貢
献
に
向
け

さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
「
１
学
年
に
生
徒
の
視
野
を
社
会
に
広

げ
る
こ
と
で
、
２
学
年
の
『
探
求
Ⅱ
』
で

は
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
研
究
に
取
り
組
む
生

徒
が
増
え
、
教
科
学
習
や
進
路
選
択
に
も

よ
い
影
響
が
出
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
」（
坂
田
先
生
）

＊学校資料を基に編集部で作成。

その時、教師は探究学習特集

「探求Ⅱ」担当教師のアンケート結果図２
卒
業
生
に
調
査
を
実
施
し
、

探
究
活
動
の
成
果
を
測
る
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Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
は
、
２
０
３
０
年
に
向
け
た

教
育
の
あ
り
方
を
考
え
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
「T

he Future of Education and 
Skills 2030

」
を
推
進
し
て
い
る
。
よ

り
よ
い
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
求
め

ら
れ
る
学
び
の
枠
組
み
と
し
て
、「T
he 

O
E

C
D

 Learning C
om

pass 2030

（
以
下
、
ラ
ー
ニ
ン
グ
コ
ン
パ
ス
）」（
図

１
）
を
策
定
。“

T
ransform

ative 
Com

petencies”

（
よ
り
よ
い
未
来
の

創
造
に
向
け
た
変
革
を
起
こ
す
力
）
や

“
T

aking responsibility”

（
責
任
あ
る

行
動
を
と
る
力
）
な
ど
を
、
子
ど
も
た
ち

へ
の
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
と
し

て
定
義
し
、
そ
れ
ら
を
育
む
学
習
過
程

と
し
て
、“A

nticipation”
（
見
通
し
）、

“
A

ction”

（
行
動
）、“Reflection”
（
振

り
返
り
）
か
ら
成
る
「
Ａ
Ａ
Ｒ
サ
イ
ク
ル
」

を
示
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
サ
イ
ク
ル
を

回
し
て
い
く
原
動
力
と
し
て
、「
自
ら
考

え
、
主
体
的
に
行
動
す
る
資
質
・
能
力
」

と
い
っ
た
意
味
の
「
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
」

を
位
置
づ
け
た
。

　

そ
の
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
を
生
徒
や
教
師

が
高
め
て
い
く
学
び
の
あ
り
方
と
は
何

か
、「
ラ
ー
ニ
ン
グ
コ
ン
パ
ス
」
を
具
体

的
な
実
践
と
結
び
つ
け
て
理
解
し
よ
う

と
、19
年
８
月
、Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
日
本
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
以
下
、
Ｉ

Ｓ
Ｎ
。
＊
１
）
の
第
４
回
研
究
会
が
開
か

れ
た
（
図
２
）。

　

開
会
式
で
は
、
東
北
ク
ラ
ス
タ
ー
（
＊

２
）
の
福
島
市
チ
ー
ム
を
代
表
し
て
、
福

島
県
立
福
島
東
高
校
３
年
の
本ほ

ん

多た

美
久
さ

ん
と
同
県
立
福
島
南
高
校
３
年
の
山
谷
実

加
さ
ん
が
、
他
者
と
の
協
働
の
大
切
さ
な

ど
、
Ｉ
Ｓ
Ｎ
で
の
活
動
を
通
し
て
得
た
学

び
を
語
っ
た
。
ま
た
、
Ｉ
Ｓ
Ｎ
共
同
代
表

を
務
め
る
福
島
大
学
の
三
浦
浩
喜
副
学
長

が
、
次
の
よ
う
に
期
待
を
述
べ
た
。

　
「
本
研
究
会
に
は
、『
生
徒
た
ち
が
よ
り

よ
い
社
会
を
つ
く
る
た
め
に
必
要
な
力
を

つ
け
る
こ
と
の
で
き
る
教
育
の
実
現
』と

い
う
目
標
を
共
有
す
る
、多
様
な
年
齢
や

職
業
の
人
た
ち
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ

う
し
た
環
境
で
の
議
論
は
、１
つ
の
テ
ー

マ
を
多
く
の
視
点
か
ら
捉
え
、
目
標
達
成

に
向
け
た
ア
イ
デ
ア
を
生
む
源
泉
に
な
る

と
考
え
て
い
ま
す
」

　

エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
に
つ
い
て
の
理
解
を

深
め
る
た
め
の
１
日
目
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

は
、
３
つ
の
柱
か
ら
構
成
さ
れ
た
。

　

１
つ
め
は
、
Ｉ
Ｓ
Ｎ
の
実
践
校
で
あ
る

福
島
県
立
ふ
た
ば
未
来
学
園
中
学
校
・
高

校
（
以
下
、
ふ
た
ば
未
来
学
園
中
学
校
・

高
校
）
の
南
郷
市い

っ

兵ぺ
い

副
校
長
、
同
校
の

卒
業
生
で
あ
る
新
潟
大
学
工
学
部
１
年
の

遠
藤
瞭り

ょ
う

さ
ん
、
高
校
時
代
に
和
歌
山
ク
ラ

ス
タ
ー
の
一
員
と
し
て
地
方
創
生
と
向
き

合
っ
た
東
京
学
芸
大
学
教
育
学
部
１
年
の

山
本
詩
央
理
さ
ん
に
よ
る
、
探
究
学
習
に

つ
い
て
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
だ
。

　

ふ
た
ば
未
来
学
園
中
学
校
・
高
校
は
、

15
年
度
、
東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
福
島

第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
で
甚
大
な
被

害
を
受
け
た
双
葉
郡
に
開
校
し
た
。
困
難

を
乗
り
越
え
て
新
た
な
価
値
を
生
み
出
せ

る
よ
う
、
全
学
年
で
探
究
学
習
に
力
を
入

れ
て
お
り
、
２
・
３
年
次
は
、「
未
来
創
造

探
究
」と
題
し
て
生
徒
が
自
ら
課
題
を
設

定
す
る
Ｐ
Ｂ
Ｌ
（
＊
３
）
を
行
っ
て
い
る
。

　

遠
藤
さ
ん
は
、
そ
の
授
業
で
福
島
第
一

原
子
力
発
電
所
の
廃
炉
を
テ
ー
マ
と
し
て

Ｐ
Ｂ
Ｌ
に
取
り
組
み
、
同
原
子
力
発
電
所

や
青
森
県
上
北
郡
六
ヶ
所
村
の
核
燃
料
再

処
理
施
設
を
視
察
し
た
り
、
福
島
市
の
高

校
生
と
廃
炉
に
つ
い
て
語
り
合
う
座
談
会

を
実
施
し
た
り
し
た
。

　
「
Ｐ
Ｂ
Ｌ
に
取
り
組
む
中
で
見
え
て
き

た
の
は
、
地
域
住
民
が
廃
炉
に
関
し
て
の

１
つ
の
テ
ー
マ
を
多
角
的
に
議
論
し
、

新
た
な
ア
イ
デ
ア
の
創
造
を
図
る

教
師
の
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
を
高
め
る

「
生
徒
が
主
役
」
と
い
う
意
識

リポート

世界的な
潮流

生徒や教師の「エージェンシー」を
育む学びのあり方とは？

「地方創生イノベーションスクール2030第２期（ISN2.0）」
第４回研究会

探究学習を始めとして、これからの生徒の学びにおける教師のあり方が問われている。
それは日本だけではなく、世界的な潮流であり、「The Future of Education and Skills 2030」でも
主要なテーマとして議論されている。2019 年 8 月開催の研究会のリポートから、世界の動向をつかむ。

＊１　国際連携で教育研究を行う産学コンソーシアム。
＊２　ISN における探究学習に取り組む集団。東北・福井・和歌山・広島・高等専門学校などのクラスターがある。
＊３　Problem Based Learning、あるいは Project Based Learning の略。
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率
よ
く
で
き
る
』
と
思
い
込
み
、１
人
で

作
業
を
抱
え
込
ん
で
し
ま
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
れ
が
、
イ
ベ
ン
ト
開
催
が
遅
れ
て

し
ま
っ
た
原
因
で
し
た
。そ
の
経
験
か
ら
、

１
人
で
は
で
き
な
い
と
思
っ
た
ら
、す
ぐ

誰
か
に
相
談
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

　

２
つ
め
の
柱
は
、
19
年
５
月
に
カ
ナ

意
思
決
定
に
か
か
わ
っ
て
い
な
い
と
い
う

課
題
で
す
。
そ
こ
で
、
行
政
に
期
待
す
る

だ
け
で
は
な
く
、自
分
が
積
極
的
に
動
き
、

他
者
と
の
協
働
の
輪
を
広
げ
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
ま
し
た
。そ
れ
を
行
う
た
め
に
、

ま
ず
は
放
射
線
物
理
学
を
専
門
的
に
学
ぼ

う
と
、
新
潟
大
学
工
学
部
に
進
学
し
ま
し

た
」（
遠
藤
さ
ん
）

　

南
郷
副
校
長
は
、「
未
来
創
造
探
究
」

で
は
、
教
師
が
「
指
導
」
す
る
の
で
は
な

く
、
生
徒
自
身
に
「
気
づ
か
せ
る
」
こ
と

を
大
切
に
し
て
い
る
と
強
調
し
た
。

　
「『
未
来
創
造
探
究
』
に
お
け
る
教
師
の

役
割
は
、
生
徒
が
視
野
を
広
げ
ら
れ
る

よ
う
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
た
り
、
参
考
文

献
を
示
し
た
り
す
る
こ
と
で
す
。
学
校
外

の
機
関
と
の
交
渉
も
基
本
的
に
生
徒
が
行

い
、
教
師
は
、
交
渉
先
に
知
人
が
い
れ
ば

生
徒
に
紹
介
す
る
な
ど
の
橋
渡
し
を
し
て

い
ま
す
。『
生
徒
が
主
役
』
と
い
う
意
識

を
持
っ
て
活
動
を
工
夫
す
る
こ
と
で
、
教

師
の
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
も
高
ま
り
ま
す
」

　

山
本
さ
ん
は
、
Ｉ
Ｓ
Ｎ
で
の
活
動
を
振

り
返
り
、
失
敗
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
多
か
っ

た
と
語
っ
た
。
そ
の
１
つ
は
、
自
身
が
中

心
と
な
り
、
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
た
際
に

経
験
し
た
失
敗
だ
。
山
本
さ
ん
は
、
事
前

準
備
で
自
分
に
多
く
の
作
業
を
割
り
あ
て

た
が
、
学
校
の
授
業
や
部
活
動
な
ど
が
忙

し
く
、思
う
よ
う
に
作
業
で
き
な
か
っ
た
。

結
果
的
に
、
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
が
遅
れ
て

し
ま
っ
た
と
い
う
。

　
「
以
前
の
私
は
、『
自
分
で
し
た
方
が
効

開会式
福島県立福島東高校３年　本多美久さん
福島県立福島南高校３年　山谷実加さん
ＩＳＮ共同代表責任者、福島大学理事・副学長　三浦浩喜氏

シンポジウム 　地方創生・社会創生の実践
福島県立ふたば未来学園中学校・高校　副校長　南郷市兵氏
新潟大学工学部１年　遠藤　瞭さん
東京学芸大学教育学部１年　山本詩央理さん

［司会］ＩＳＮ事務局長、東京大学公共政策大学院客員研究員　小村俊平氏

座談会　OECD Education 2030 9th IWG 報告とLearning Compass2030
福井県立若狭高校２年　竹内陽渚さん
筑波大学国際総合学類２年　中畑　希さん
OECD教育スキル局初等中等学校教育課シニア政策アナリスト　田熊美保氏

［司会］福井大学教職開発講座准教授　木村　優氏

チーム学習　「Learning Compass2030」から学ぶ　参加者全員が 12 の
チームに分かれ、「ラーニングコンパス」で重視されている資質・能力や学習
方法について議論

挨拶
ＩＳＮ代表、東京大学公共政策大学院教授　鈴木　寛氏

ワークステーション　参加者全員がＩＳＮの研究プロジェクトチームごとに分
かれ、各チームが設定したテーマについて議論

ラウンドテーブル　研究プロジェクトチーム混合のグループを編成し、ワーク
ステーションでの議論の内容を共有

「生徒国際イノベーションフォーラム２０２０」に向けた目線合わせ　2020 年に
開催予定の同フォーラムの目的などについて、参加者全員で検討

閉会式
ＩＳＮ共同代表責任者、福島大学理事・副学長　三浦浩喜氏

１
日
目

２
日
目

その時、教師は探究学習特集

「地方創生イノベーションスクール2030第２期（ISN2.0）」第４回研究会プログラム図２

「The OECD Learning Compass 2030」（ラーニングコンパス）図 1

教
師
の
よ
り
よ
い
生
き
方
が
、

生
徒
の
学
び
の
充
実
に
つ
な
が
る

＊ OECD のホームページ「The OECD Learning Compass 2030」をそのまま掲載。
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者
が
全
体
に
向
け
て
発
表
し
た
。

　

大
半
の
チ
ー
ム
で
重
要
な
論
点
と
な
っ

た
の
は
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
で
あ
り
、教
師

の
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
に
か
か
わ
る
内
容
が

目
立
っ
た
。
例
え
ば
、
メ
ン
バ
ー
６
人
中

５
人
が
高
校
教
師
だ
っ
た
チ
ー
ム
Ａ
３
で

は
、教
師
の
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
の
本
質
は
、

「
生
徒
が
キ
ラ
キ
ラ
し
て
い
る
こ
と
に
喜

び
を
覚
え
る
意
識
に
あ
る
」と
結
論
づ
け
、

具
体
的
な
行
動
を
起
こ
す
前
に
、自
分
が

そ
う
し
た
意
識
を
強
く
持
て
て
い
る
か
ど

う
か
の
検
討
が
欠
か
せ
な
い
と
し
た
。

　

同
じ
く
、
メ
ン
バ
ー
の
多
く
が
高
校
教

師
だ
っ
た
チ
ー
ム
Ｃ
１
で
は
、「Creating 

ダ
で
開
催
さ
れ
た
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
国
際
会
議

「Inform
al W

orking Group M
eeting

」

（
以
下
、
Ｉ
Ｗ
Ｇ
。
＊
４
）
に
出
席
し
た
、

福
井
県
立
若
狭
高
校
２
年
の
竹
内
陽は

る

渚な

さ

ん
、
筑
波
大
学
国
際
総
合
学
類
２
年
の
中

畑
希の

ぞ
み
さ
ん
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
シ
ニ
ア
政
策
ア

ナ
リ
ス
ト
の
田た

熊ぐ
ま

美
保
氏
の
３
人
に
よ
る

座
談
会
だ
（
写
真
１
）。

　

ま
ず
、
生
徒
の
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
に
つ

い
て
語
り
合
い
、
中
畑
さ
ん
は
「
や
り

た
い
こ
と
に
挑
戦
し
よ
う
と
す
る
意
欲
」、

竹
内
さ
ん
は「
自
分
の
考
え
」を
エ
ー
ジ
ェ

ン
シ
ー
の
中
核
と
し
て
位
置
づ
け
た
。

　
「
Ｉ
Ｗ
Ｇ
に
参
加
し
、
海
外
で
は
、
相

手
の
主
張
に
同
意
す
る
だ
け
で
は
な
く
、

建
設
的
な
修
正
案
な
ど
を
示
す
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
と
感
じ
ま
し
た
。
そ
う
し
た
議

論
を
通
し
て
、
自
分
と
他
者
と
の
共
通
点

や
相
違
点
が
浮
き
彫
り
に
な
り
、
自
分
の

考
え
を
よ
り
明
確
に
で
き
ま
し
た
」（
竹

内
さ
ん
）

　

田
熊
氏
は
、
竹
内
さ
ん
の
よ
う
に
、
自

分
の
変
化
や
成
長
を
客
観
的
に
把
握
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
生
徒
は
メ
タ
認
知
を
深

め
、
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
を
高
め
て
い
く
こ

と
が
で
き
る
と
説
明
し
た
。

　
「
生
徒
が
メ
タ
認
知
を
深
め
る
た
め
に

は
、教
師
の
か
か
わ
り
が
鍵
と
な
り
ま
す
。

例
え
ば
、
生
徒
同
士
や
生
徒
と
教
師
が
遠

慮
な
く
話
し
合
え
る
よ
う
、
学
校
に
否
定

さ
れ
な
い
雰
囲
気
を
つ
く
る
と
い
っ
た
こ

と
で
す
。
そ
の
実
現
の
た
め
に
、
先
生
方

に
は
、
教
師
の
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
を
発
揮

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
先
生

方
が
疲
弊
し
て
い
た
ら
、
生
徒
も
新
し
い

工
夫
を
し
よ
う
と
い
う
前
向
き
な
気
持
ち

に
な
り
に
く
い
で
し
ょ
う
。
生
徒
の
学
び

を
充
実
さ
せ
る
た
め
に
は
、
教
師
自
身
が

よ
り
よ
い
生
き
方
を
考
え
る
こ
と
が
欠
か

せ
ま
せ
ん
」

　

柱
の
３
つ
め
は
、
参
加
者
全
員
に
よ
る

チ
ー
ム
学
習
だ
。
ラ
ー
ニ
ン
グ
コ
ン
パ
ス

で
重
視
さ
れ
て
い
る
資
質
・
能
力
や「
エ
ー

ジ
ェ
ン
シ
ー
」、
学
習
方
法
で
あ
る
「
Ａ

Ａ
Ｒ
サ
イ
ク
ル
」、「Transform

ative 
C

om
petencies

」「Com
petencies &

 
W

ell-being 2030

」
を
大
テ
ー
マ
と
し
、

そ
れ
ぞ
れ
に
３
つ
の
小
テ
ー
マ
を
設
け

て
、
６
人
１
組
の
チ
ー
ム
に
１
つ
ず
つ
振

り
分
け
た
（
図
３
）。
各
チ
ー
ム
で
議
論

を
し
た
後
、
そ
の
内
容
を
チ
ー
ム
の
代
表

写真１　座談会で
は、福井大学の木
村優

ゆう

准教授の司会
により、生徒のエー
ジェンシーや、他国
の学生・生徒との
交流の中で感じた
日本の学校の課題
などが議論された。
左から木村准教授、
田熊氏、竹内さん、
中畑さん。

教
師
の
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
の

本
質
と
は
何
か

チーム学習での各チームのテーマ図３

◎「エージェンシー」にかかわるテーマ
チームＡ１：生徒のエージェンシー
チームＡ２：共同エージェンシー
チームＡ３：教師のエージェンシー

◎「ＡＡＲサイクル」にかかわるテーマ
チームＢ１：Anticipation（見通し）
チームＢ２：Action（行動）
チームＢ３：Reflection（振り返り）

◎「Transformative Competencies※１」
　にかかわるテーマ

チームＣ１：Creating new value ※２

チームＣ２：Taking responsibility※３

チームＣ３：Reconciling tensions and dilemmas ※４

◎「Competencies & Well-being 2030」
　にかかわるテーマ

チームＤ１：Constructs of compound 
competencies

チームＤ２：Core foundations
チームＤ３：Well-being 2030

※１　よりよい未来の創造に向けた変革を起こす力。　
※２　新たな価値を創造する力。　※３　責任ある行動をとる力。
※４　対立やジレンマに対処する力。
＊研究会資料を基に編集部で作成。

＊４　ＯＥＣＤ加盟各国の政府関係者や高校生、大学生、教師らが集まり、近未来の社会で求められる資質・能力やその育成方法について議論をする国際会議。
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new
 value

」（
新
た
な
価
値
を
創
造
す

る
力
）
を
生
徒
に
育
成
す
る
方
法
に
つ
い

て
検
討
。
メ
ン
バ
ー
全
員
の
考
え
が
一
致

し
た
の
は
、
教
師
が
新
た
な
価
値
の
創
造

を
自
分
事
と
し
て
捉
え
る
必
要
が
あ
り
、

そ
れ
が
教
師
の
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
と
密
接

に
か
か
わ
る
と
い
う
点
だ
。
ま
た
、
自
分

事
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
た
め

に
、「
日
々
の
生
活
や
業
務
な
ど
、
自
分

の
身
の
回
り
の
環
境
を
少
し
変
え
、
変
化

に
よ
っ
て
生
じ
た
違
い
を
記
録
す
る
」
と

い
っ
た
ア
イ
デ
ア
も
出
さ
れ
た
。

　

２
日
目
の
午
前
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、

「
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
と
「
ラ
ウ
ン

ド
テ
ー
ブ
ル
」
が
行
わ
れ
た
。

　

第
２
期
の
Ｉ
Ｓ
Ｎ
の
実
践
校
や
研
究
校

で
は
、
ラ
ー
ニ
ン
グ
コ
ン
パ
ス
に
示
さ

れ
た
資
質
・
能
力
と
密
接
に
関
連
す
る
①

Learning &
 T

eaching for Student 
A

gency　

②Future W
e W

ant　

③

T
ransform

ative Com
petencies &

 
Curriculum

　

④Innovative Curric-
ulum

 D
evelopm

ent

の
４
分
野
に
つ
い

て
、
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
推
進
さ
れ
て

い
る
。
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
参

加
者
全
員
が
い
ず
れ
か
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
に
加
わ
り
、
チ
ー
ム
の
研
究

テ
ー
マ
に
つ
い
て
議
論
し
た
（
写
真
２
）。

そ
の
後
の
ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
で
は
、
各

研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
混
合
の
十
数

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
ワ
ー
ク
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
で
語
り
合
っ
た
内
容
を
共
有
し

た
。

　

全
グ
ル
ー
プ
の
議
論
に
共
通
し
て
い
た

の
は
、
探
究
学
習
は
、
生
徒
の
エ
ー
ジ
ェ

ン
シ
ー
を
高
め
る
原
動
力
と
な
る
と
い
っ

た
認
識
だ
。
実
際
、「
Ｉ
Ｓ
Ｎ
や
学
校
で

の
探
究
学
習
を
通
し
て
、
自
分
の
考
え
を

論
理
的
に
説
明
し
た
り
、
自
分
で
設
定
し

た
目
標
の
達
成
に
向
け
て
粘
り
強
く
取

り
組
ん
だ
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
」
と
語
る
高
校
生
や
大
学
生
が
目

立
っ
た
。

　

た
だ
し
、
探
究
学
習
を
充
実
さ
せ
て
い

く
た
め
に
は
課
題
も
あ
る
と
言
う
。
例
え

ば
、
探
究
学
習
は
、「
そ
れ
に
関
心
の
あ

る
生
徒
だ
け
が
取
り
組
む『
特
別
な
学
習
』

だ
と
い
う
意
識
を
、
多
く
の
教
師
が
持
っ

て
い
る
」
と
話
す
高
校
の
教
師
も
少
な
く

な
か
っ
た
。
そ
う
し
た
中
、
教
師
間
の
意

識
の
差
を
解
消
す
る
方
法
を
検
討
す
る
こ

と
も
、
教
師
の
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
と
し
て

重
要
に
な
る
と
さ
れ
た
。

　

Ｉ
Ｓ
Ｎ
で
は
、
第
２
期
に
お
け
る
探
究

学
習
や
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
の
成
果

を
世
界
へ
発
信
す
る
た
め
、
海
外
の
パ
ー

ト
ナ
ー
校
の
生
徒
や
教
師
ら
を
招
く
「
生

徒
国
際
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム

２
０
２
０
」
を
、
20
年
８
月
に
実
施
し
よ

う
と
計
画
し
て
い
る
。
今
後
、
Ｉ
Ｓ
Ｎ
に

か
か
わ
る
全
国
の
高
校
生
や
大
学
生
、
高

校
の
教
師
、
大
学
教
員
か
ら
成
る
実
行
委

員
会
を
設
置
し
、
企
画
を
練
り
上
げ
て
い

く
予
定
だ
。

　

そ
こ
で
、
２
日
目
の
午
後
に
は
、
同

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
向
け
た
目
線
合
わ
せ
と
し

て
、
参
加
者
全
員
が
数
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
、
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
大
切
に
し
た
い
こ

と
を
検
討
し
た
。「
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
目
的

が
、
単
な
る
情
報
発
信
で
あ
れ
ば
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
も
で
き
る
。
海
外
の
生

徒
ら
と
直
接
交
流
す
る
機
会
を
設
け
る
意

義
は
何
な
の
か
」
と
い
っ
た
問
い
を
立
て

て
話
し
合
い
、
ま
と
め
と
し
て
、
グ
ル
ー

プ
の
代
表
者
に
よ
る
意
見
交
換
が
行
わ
れ

た
。
そ
し
て
、「
海
外
か
ら
の
参
加
者
と

の
つ
な
が
り
を
深
め
、
新
た
な
価
値
を
創

造
で
き
る
よ
う
活
動
を
工
夫
す
る
」
と
い

う
方
向
性
が
打
ち
出
さ
れ
た
。

　

閉
会
式
で
は
、
三
浦
副
学
長
が
Ｉ
Ｓ
Ｎ

の
今
後
の
展
望
を
次
の
よ
う
に
語
っ
た
。

　
「
よ
り
よ
い
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に

は
、
一
人
ひ
と
り
が
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
を

高
め
る
と
と
も
に
、
互
い
の
気
づ
き
や
学

び
を
共
有
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
う

し
た
実
り
が
あ
る
活
動
を
充
実
さ
せ
ら
れ

る
よ
う
、
今
後
は
海
外
と
の
交
流
を
さ
ら

に
活
性
化
し
、
よ
り
よ
い
社
会
の
実
現
を

目
指
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

写真２　②「Future 
We Want」 を テ ー
マとしたチームで
は、高校生と大学
生、社会人混合の小
グループをつくり、
探究学習に取り組
む中で感じた課題
やその対応策など
を出し合った。

その時、教師は探究学習特集

海
外
と
の
交
流
を
強
化
し
、

よ
り
多
様
な
学
び
を
実
現

探
究
学
習
を
通
し
て
、

成
長
を
実
感
す
る
生
徒
た
ち
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探究学習お役立ち　文献＆ウェブサイト

課題設定

情報収集

整理・分析

SDGs について楽しく学べるビジュ
アルブック。インフォグラフィック
や写真、マンガなど様々な表現方法
で SDGs の情報やメッセージを伝
えている。世界や国内の事例も豊富
で、アイデアにこだわった紹介がさ
れている。

ほしい情報をいかに効率的・効果的
に見つけ出すか。リサーチのプロが
誰にでもできる実践手法を紹介した
一冊。

事例を通して、
統計データの作
成方法や分析の
手法を学ぶこと
ができるウェブ
サイト。主要な
統計データも検
索できる。総務
省 統 計 局 が 運
営。

全国7,000以上の
図書館からリア
ル タ イ ム で 蔵
書を検索できる
ウ ェ ブ サ イ ト。
株式会社カーリ
ルが運営。

ベネッセの「探究ナ
ビ」では、期間限定
教材として、探究サ
イクルを続けながら
社会課題の解決に取
り 組 む TABLE FOR 
TWO のメンバー２
人へのインタビュー
記事を掲載した課題
設定ワークを作成。

『未来を変える目標 SDGsアイデアブック』
Think the Earth 編著、蟹江憲史監修、紀伊國屋書店（2018）

『調べるチカラ　「情報洪水」を泳ぎ切る技術』
野崎篤志著、日本経済新聞出版社（2018）

高校生向けの統計サイト　
なるほど統計学園高等部

https://www.stat.go.jp/koukou/

日本最大の図書館検索蔵書サイト　カーリル
https://calil.jp

探究ナビ期間限定教材
Social issue資料集　SDGs「子どもの貧困」

https://www.benesse.co.jp/onigiri-action

探究学習の各プロセスで
役立つ書籍やウェブサイトをまとめました。

ぜひご活用ください！

◎ 2019 年度、ベネッセコーポレーションは、世界の食料問題解決に取り組
む特定非営利活動法人 TABLE FOR TWO International が実施する「おにぎり
アクション 2019」の活動に協賛いたします。「おにぎりアクション 2019」
とは、おにぎりの写真を１枚投稿すると、協賛企業から給食５食分に相当す
る 100 円がアフリカ・アジアに寄付される活動のこと。おにぎりアクション
アンバサダー校は、北海道・私立海星学院高校、京都府・私立京都学園中学校・
高校、兵庫県・私立神戸山手女子中学校・高校。
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『VIEW21』高校版バックナンバー

2016年10月号　特集P.4〜 9　
問題解決的な「探究学習」が
これからの時代を生きる力を育む
関西大学総合情報学部教授　黒上晴夫

2018年８月号　特集P.8〜13
探究学習における課題設定力を育むために
─日々の授業で私たちができること─
大阪大学　全学教育推進機構　准教授　佐藤浩章
宮城県仙台第三高校　滝井隆太
長崎県・私立純心中学校・純心女子高校　槌本六秀

2019年６月号　改良！指導ツール　ビフォーアフターP.42〜45
探究学習指導・共有シート
＊　プロフィールは取材時のものです。

3 2 1

その時、教師は探究学習特集

探究学習お役立ち　文献＆ウェブサイト付 録

探究学習全般

まとめ・表現

発表の構成や組み
立て方、見やす
い発表資料にする
ためのデザインな
ど、高校生が研究
発表の準備をする
ためのノウハウを
紹介するウェブサ
イト。「オフィス
伝わる」が運営。

探究学習・マイプロジェクトに取
り組んだ全国の高校生を対象に行
われる学びの祭典。地域や学校、
子どもや大人といった枠を超えて
参加者が学び合う。全国大会最終
日には文部科学大臣賞を授与。

WWL（ワールド・ワイ
ド・ラーニング）コン
ソーシアム構築支援事業
とSGH（スーパーグロー
バルハイスクール）事業
などの指定校が、探究学
習の成果を発表するイベ
ント。見学自由。

伝わるデザイン
高校生のための研究発表の手引き
https://student.tsutawarudesign.com

全国高校生マイプロジェクトアワード
開催日：2020年１〜３月　場所：全国各地

https://myprojects.jp/

WWL・SGH×探究甲子園
開催日：2020年３月21日　場所：関西学院大学

http://tankyu-koshien.jp

■1	『探究ナビ』
ベネッセの教材の1つで、探究を進めていく上で必要な考え方や学び
方のワザとコツが分かる教材。

■2	『「探究」を探究する　本気で取り組む高校の探究活動』
（田村学・廣瀬志保編著、学事出版、2017）
高校が取り組む探究学習の基本的な考え方と、全国17の高校の実践
例を紹介。

■3	『学びの技　14歳からの探究・論文・プレゼンテーション』
（後藤芳文・伊藤史織・登本洋子著、玉川大学出版部、2014）
研究テーマの決め方から情報収集の方法、マインドマップや探究マッ
プなどのツールを活用した論文の書き方、プレゼンテーションの工夫
までを紹介。
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く
環
境
が
変
化
す
る
中
で
、
本
校
の
指
導

が
従
来
の
ま
ま
で
よ
い
の
か
、
先
生
方
も

い
ろ
い
ろ
考
え
る
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
そ
こ
で
、私
が
赴
任
し
た
17
年
度
に
、

率
直
に
自
分
の
考
え
や
思
い
を
言
い
合
え

る
場
を
設
け
よ
う
と
始
め
た
の
が
、
本
委

員
会
で
し
た
」

　

同
委
員
会
は
、
教
務
部
が
運
営
を
担
っ

た
。
委
員
は
固
定
と
せ
ず
、
毎
回
、
希
望

者
が
入
れ
替
わ
り
立
ち
替
わ
り
自
由
に
参

加
で
き
る
こ
と
に
し
た
。

　

17
年
度
末
に
初
め
て
開
か
れ
た
同
委
員

会
に
は
、
同
校
の
教
師
46
人
の
う
ち
約
半

数
が
参
加
。
４
人
ず
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
話
し
合
っ
た
と
こ
ろ
、
話
題
は
授

業
改
善
や
行
事
の
見
直
し
、
教
職
員
間
の

情
報
交
換
の
あ
り
方
な
ど
、
多
岐
に
わ
た

り
、
活
発
に
意
見
が
飛
び
交
っ
た
。
そ
こ

で
、
18
年
度
以
降
も
同
委
員
会
が
開
催
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

18
年
度
、
新
た
に
設
置
さ
れ
、
同
委
員

会
の
運
営
担
当
部
署
と
な
っ
た
企
画
研
修

部
の
部
長
の
中
町
保
先
生
は
、
そ
の
後
の

経
緯
を
次
の
よ
う
に
語
る
。

　
「
17
年
度
末
の
本
委
員
会
で
の
話
し
合

　

創
立
１
１
０
年
を
迎
え
た
富
山
県
立
砺

波
高
校
は
、
国
公
立
大
学
の
現
役
合
格
者

数
が
例
年
１
３
０
人
前
後
に
上
る
地
域
の

進
学
校
で
あ
り
、
地
域
に
根
差
し
た
教
育

活
動
を
展
開
し
て
き
た
。

　

同
校
で
は
、
２
０
１
９
年
度
の
１
学

期
末
に
、「
育
て
た
い
生
徒
（
人
物
）
像
」

を
設
定
し
、
そ
う
し
た
生
徒
が
備
え
る
べ

き
資
質
・
能
力
を
「
８
つ
の
力
」
に
整
理

し
、「
Ｔ
Ｇ
Ｐ
（T

onam
i Graduation 

Policy

）」
と
名
づ
け
た
（
図
１
）。
そ
し

て
、
生
徒
が
Ｔ
Ｇ
Ｐ
の
到
達
度
を
自
己
評

価
す
る
た
め
の
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
も
作
成
し

た
（
図
２
）。

　

Ｔ
Ｇ
Ｐ
や
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
は
、
同
校
が

17
年
度
末
に
設
置
し
た
「
学
校
活
性
化
委

員
会
」
に
お
い
て
議
論
を
重
ね
、
形
に
し

て
い
っ
た
。
た
だ
、
同
委
員
会
は
、
当
初

か
ら
Ｔ
Ｇ
Ｐ
等
の
設
定
を
目
的
に
設
置
さ

れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
と
、
林
誠
一
校

長
は
説
明
す
る
。

　
「
本
校
は
、
県
内
で
も
少
子
化
が
顕
著

な
地
域
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
影
響
で
定
員

割
れ
が
起
こ
る
年
も
あ
り
、
生
徒
の
多
様

化
も
進
ん
で
い
ま
す
。
一
方
で
、
高
大
接

続
改
革
が
進
行
中
で
す
。
学
校
を
取
り
巻

改 革 事 例

誰でも参加できる委員会を活用し、
ボトムアップで資質・能力の育成を目指す

富山県立砺
と

波
な み

高校

改革事例から導く！

学校教育デザインを描く道標
しるべ

＊「学校教育デザイン」とは、本誌が 2017 年度６〜 12 月号の特集で提唱した、「学校教育目標からカリキュラム・指導計画の策定、授業・指導実践、その評価・検証、授業・
指導改善までの一連のサイクルが、 カリキュラム・マネジメントを通じて実現される学校改革の営み」のこと。

◎校訓は、「道義為之根」「質実剛健」「自彊不息」
「進取而敢為」。地域から信頼・期待され、地域
の伝統・文化を理解して継承できる人材の育成
を図る。公開授業や互見授業を積極的に実施し、
指導力の向上にも取り組む。
◎設立　1909（明治 42）年
◎形態　全日制／普通科／共学
◎生徒数　１学年約 160 人、2・3 学年約 200 人
◎ 2019 年度入試合格実績（現浪計）　国公立大は、北海道大、東北大、筑波大、
東京大、富山大、金沢大、名古屋大などに 136 人が合格。私立大は、慶應義塾大、
早稲田大、金沢工業大、同志社大、立命館大などに延べ 319 人が合格。
◎ URL　http://www.tonami-h.tym.ed.jp/

カリキュラム・マネジメント
を通じて実現

授業・
指導改善

カリキュラム
・指導計画

評価・検証

自
校
の
強
み
・
弱
み
を
整
理
し
、

育
成
を
目
指
す
生
徒
像
を
議
論

学
校
や
教
育
に
対
す
る
思
い
を

自
由
に
話
し
合
え
る
場
を
設
定

学校教育
目標

授業・
指導実践

今回
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い
を
通
じ
て
出
さ
れ
た
様
々
な
意
見
を
整

理
す
る
意
味
で
、
ま
ず
は
自
校
の
現
状
を

把
握
す
る
Ｓ
Ｗ
Ｏ
Ｔ
分
析
（
＊
１
）
を
、

18
年
度
の
本
委
員
会
の
初
回
（
７
月
）
で

行
う
こ
と
と
な
り
、
地
域
や
生
徒
、
教
師

な
ど
の
強
み
と
弱
み
を
出
し
合
い
ま
し

た
。
生
徒
の
強
み
は
、
真
面
目
で
何
事
に

も
一
生
懸
命
取
り
組
む
こ
と
、
弱
み
は
言

わ
れ
た
事
柄
以
外
は
積
極
的
に
や
ろ
う
と

し
な
い
こ
と
と
い
っ
た
声
が
上
が
り
ま
し

た
。
第
２
回
以
降
の
本
委
員
会
で
は
、
そ

う
し
た
声
を
踏
ま
え
て
、
本
校
と
し
て
ど

の
よ
う
な
生
徒
を
育
て
た
い
の
か
、
そ
の

た
め
に
は
ど
の
よ
う
な
資
質
・
能
力
を
身

に
つ
け
さ
せ
れ
ば
よ
い
の
か
を
話
し
合
い

ま
し
た
」

　

そ
う
し
た
中
で
出
て
き
た
の
が
、
育

成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
を
、「
○
○
力
」

な
ど
の
短
い
言
葉
に
整
理
し
た
方
が
よ
い

と
い
っ
た
意
見
だ
っ
た
。
そ
れ
は
、
素
直

で
真
面
目
な
生
徒
だ
か
ら
こ
そ
、
授
業
や

行
事
、
部
活
動
を
通
じ
て
身
に
つ
け
て
ほ

し
い
資
質
・
能
力
を
分
か
り
や
す
い
言
葉

で
示
せ
ば
、
生
徒
は
教
師
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
そ
れ
ら
の

資
質
・
能
力
を
身
に
つ
け
よ
う
と
自
ら
動

く
の
で
は
な
い
か
と
い
う
考
え
に
基
づ
い

た
も
の
だ
っ
た
。

　

そ
し
て
、
そ
の
整
理
の
土
台
と
し
た
の

が
、
進
路
指
導
部
が
18
年
度
の
初
め
に
、

進
路
指
導
の
面
か
ら
生
徒
に
育
成
を
目
指

す
資
質
・
能
力
と
し
て
試
作
的
に
設
定
し
、

職
員
会
議
で
提
案
し
て
い
た
「
自
己
力
」

や
「
継
続
力
」
な
ど
の
６
つ
の
資
質
・
能

力
だ
っ
た
。
進
路
指
導
主
事
の
山
田
聡さ

と
し

先

生
は
、
そ
の
経
緯
を
次
の
よ
う
に
語
る
。

図１　育てたい生徒（人物）像とTGP（８つの力）図２　「TGP自己評価」シート

＊学校資料をそのまま掲載。

保
健
体
育
科
主
任

大
谷
　

学

お
お
た
に
・
ま
な
ぶ

教
職
歴
13
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

７
年
目
。
２
学
年
担
任
。

地
理
歴
史
・
公
民
科
主
任

浅
井
正
浩

あ
さ
い
・
ま
さ
ひ
ろ

教
職
歴
８
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

３
年
目
。
２
学
年
担
任
。

進
路
指
導
主
事

山
田
　

聡

や
ま
だ
・
さ
と
し

教
職
歴
35
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

７
年
目
。

企
画
研
修
部
部
長

中
町
　

保
　

な
か
ま
ち
・
た
も
つ

教
職
歴
33
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

７
年
目
。

教
頭清水

　

卓

し
み
ず
・
た
か
し

教
職
歴
34
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

２
年
目
。

校
長林　

誠
一

は
や
し
・
せ
い
い
ち

教
職
歴
37
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

３
年
目
。

＊１　内部環境を強み （Strengths）、弱み （Weaknesses）、外部環境を機会 （Opportunities）、脅威 （Threats） のカテゴリーに分類し、経営方法に生かす分析方法の１つ。

育てたい生徒（人物）像
•地域を担うことのできる生徒（人）
•時代のニーズに応えることができる生徒（人）
•自ら目標を定め、それに向かって地道に、かつ、しなやかに生きる

自立した生徒（人）

ＴＧＰ（８つの力）
TGP 概要 キーワード

1 自律・規律 社会規範を正しく理解し、自ら守
ることができる。

公平・公正・
規範意識

2 協働力
自分や他者を理解し、多様性を
認め、他者と協力し、取り組むこ
とができる。

協調・協働・
思いやり・謙虚・
多様性の尊重

3 自己力 達成感の積み重ねから自信を持
ち、自己評価・分析ができる。

自己肯定感・
メタ認知

4 行動力 指示待ちでなく、自分の考えで行
動することができる。

行動力・
積極性

5 継続力 困難にも粘り強く柔軟に対処し、
積極的行動を継続できる。

粘り強さ・
柔軟性・計画性

6 思考力 なぜなのか、本当にそうなのかを
考え、事実を客観的に分析できる。

課題発見力・
論理的思考力

7 発信力 自分の考えを言語化し、分かりや
すく他者に伝えることができる。

発信力・
表現力

8 創造力 課題解決に向けての創造ができ
る。新たな価値を生み出す。

創造性・
課題解決力

＊学校資料を基に編集部で作成。
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「
６
つ
の
資
質
・
能
力
は
、
教
師
か
ら

の
疑
問
に
答
え
る
形
で
行
事
の
目
的
を
整

理
し
つ
つ
、
他
校
の
取
り
組
み
や
、
本
校

の
１
０
０
周
年
記
念
冊
子
に
記
さ
れ
て
い

た
『
砺
波
高
校
で
育
て
た
い
力
』
を
参
考

に
し
な
が
ら
、
進
路
指
導
部
と
し
て
設
定

し
た
も
の
で
し
た
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
時
に

企
画
研
修
部
が
立
ち
上
が
り
、
学
校
全
体

で
育
成
を
図
る
生
徒
の
資
質
・
能
力
を
設

定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

進
路
指
導
部
の
案
を
引
き
継
ぎ
、
企
画
研

修
部
に
検
討
を
お
任
せ
し
ま
し
た
」

　

同
校
で
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
は
、

学
校
活
性
化
委
員
会
で
教
師
が
学
校
の
現

状
や
目
指
す
姿
に
つ
い
て
率
直
に
話
し
合

い
、
現
場
の
声
を
汲
み
上
げ
な
が
ら
、
言

わ
ば
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
で
つ
く
り
上
げ
ら
れ

た
も
の
だ
。
そ
う
し
た
こ
と
が
で
き
た
の

は
、
教
師
同
士
が
何
で
も
話
し
合
え
る
学

校
文
化
が
同
校
に
あ
っ
た
か
ら
だ
。
18
年

度
に
同
校
に
赴
任
し
た
清
水
卓た

か
し

教
頭
は
、

次
の
よ
う
に
振
り
返
る
。

　
「
初
め
て
本
委
員
会
に
出
席
し
た
時
、

教
師
た
ち
が
率
直
に
意
見
を
述
べ
、
ま
た

そ
れ
を
し
っ
か
り
受
け
止
め
て
、
教
育
の

あ
り
方
に
つ
い
て
熱
く
議
論
を
交
わ
し
て

い
る
様
子
に
大
変
驚
き
ま
し
た
」

　

学
校
活
性
化
委
員
会
は
、
現
場
の
教
師

に
と
っ
て
も
大
切
な
場
に
な
っ
て
い
る

と
、
２
学
年
担
任
で
保
健
体
育
科
主
任
の

大
谷
学
先
生
は
語
る
。

　
「
本
校
は
、
こ
れ
ま
で
学
年
や
分
掌
の

独
立
性
が
強
く
、
教
育
活
動
の
設
計
や

計
画
は
学
年
や
分
掌
に
任
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
個
々
の
教
育
活
動
を
通
じ

て
、
生
徒
に
ど
の
よ
う
な
資
質
・
能
力
を

育
み
た
い
の
か
、
そ
の
た
め
に
何
を
す
べ

き
な
の
か
と
い
っ
た
本
校
の
根
幹
に
か
か

わ
る
部
分
は
、
学
年
や
分
掌
を
超
え
て
学

校
全
体
と
し
て
考
え
る
べ
き
で
す
。
そ
う

い
っ
た
意
味
で
、
本
委
員
会
は
、
誰
で
も

参
加
で
き
、
み
ん
な
で
学
校
の
あ
り
方
に

つ
い
て
議
論
で
き
る
大
切
な
場
に
な
っ
て

い
ま
す
」

　

同
委
員
会
が
効
果
的
に
機
能
し
て
い
る

要
因
に
は
、
17
年
度
か
ら
行
わ
れ
て
い
る

校
内
研
修
の
存
在
も
大
き
い
。
そ
れ
は
、

大
学
教
員
等
を
招
き
、
高
大
接
続
改
革
や

学
習
指
導
要
領
の
改
訂
、
主
体
的
・
対
話

的
で
深
い
学
び
な
ど
、
教
育
改
革
の
方
向

性
を
学
ぶ
研
修
会
だ
。
年
５
回
が
年
間
行

事
に
組
み
込
ん
で
あ
り
、
原
則
全
員
参
加

と
し
て
い
る
。

　
「
校
内
研
修
を
通
じ
て
、
教
師
間
で
日

＊学校資料を基に編集部で作成。

図３　砺波高校の「育てたい力」を検討した推移

あたり前のことを
きちんとできる 自律力 自律・

規律
道
義
為
之
根

質
実
剛
健

自
彊
不
息

進
取
而
敢
為

協働性・
○○ 適応力

適応力 自己力

自己肯定・
自己認知 行動力

行動力 継続力

継続力 思考力

思考力 想像力

想像力・
創造性 創造力

人間力

適応力

自己力

行動力

継続力

思考力

創造力

規律力 社会規範を正しく理解し、自ら守ること
ができる

自律・
規律

公平・公正、
ルール・マナー遵守

自己力 自己肯定、
メタ認知

継続力 粘り強さ・計画性・
柔軟さ

発信力 分かりやすく他者に
伝える

協働力 協調・協働・思いやり・
謙虚さ・他者理解

行動力 自分の考えに
基づき行動

思考力 課題発見力・
論理的思考力

創造力 創造力・課題解決力

他者を尊重し、協働し、リーダーシップ
やチームワークを発揮することができる

他人の意見を謙虚に聴き、周囲の状況
に対処できる

達成感の積み重ねから自信を持ち、自
己評価・分析・修正ができる

自分の考えに基づき行動し、豊かな表
現力を用いて発信できる

困難にも粘り強く柔軟に対処し、積極
的行動を継続できる

なぜなのか、本当にそうなのかを考え、
事実を客観的に分析できる

自己や社会の未来を想像し、課題解決
に向けての創造ができる

リーダー性

気配り（人間性）

自己理解　
明るさ（自己肯定）

自主性・主体性
（指示待ち払拭）

たくましさ

考える力

創造性

（長期的視野、目
標設定）卒業後も
伸びる生徒

上記の力がつけば、「受験に対応する力」が身につ
き、「卒業後も伸びる生徒」にもなると考えた

「進路指導部方針」に以前から書かれていた「生徒
につけさせたい力（太枠の下から 6つ）」をベース
に、今回の 10項目を引きあててみる。新規に「規
律力」「人間力」を設定

•「自律」を「自律・
規律」とする

•「協働性・○○」
と「適応力」の
内容が似る

•「想像力」と「創
造力」を分離

本校の 4つの校訓との関連を探る取り組み

•適応力→協働力

•想像力×（元々当初の話し合い
では、挙がらなかった力）

•行動力→行動力・発信力（発信
力を行動力に含めていたが、分か
りにくい。かつ本校生徒には発信
力が必要との観点から独立させる

育てたい生徒像か
らゼロベースで導
き出した身につけ
させたい力

2018 年 9月 2019 年1月
（中間報告）

2019 年２月時点
（暫定）

2019 年６月
中旬

2019 年６月末
時点

•「規律」→「自律」
の意味合いが必要

•「人間力」は大きす
ぎる。「協働性」は
小さすぎる

•「創造力」に「想像」
と「創造」の２つの意
味が入っていて分か
りにくい

教
育
活
動
の
土
台
と
な
る
学
校

教
育
目
標
は
、学
校
全
体
で
議
論
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導
か
れ
た
道
標

本
の
学
校
教
育
が
ど
こ
に
進
も
う
と
し
て

い
る
の
か
に
つ
い
て
の
理
解
が
深
ま
り
、

教
師
そ
れ
ぞ
れ
が
、
自
校
の
教
育
に
つ
い

て
よ
り
深
く
考
え
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た

と
思
い
ま
す
。
そ
う
し
た
土
台
が
あ
っ
た

た
め
、
本
委
員
会
で
本
校
の
今
後
の
あ
り

方
を
議
論
し
た
際
に
、
各
自
が
教
育
動
向

を
踏
ま
え
た
上
で
の
大
局
的
な
観
点
か
ら

自
分
の
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
、
非

常
に
建
設
的
な
議
論
と
な
り
ま
し
た
」（
清

水
教
頭
）

　

Ｔ
Ｇ
Ｐ
の
「
８
つ
の
力
」
の
検
討
や

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
の
作
成
は
、
企
画
研
修
部

が
案
を
作
成
し
、
そ
れ
を
同
委
員
会
で
吟

味
し
、
練
り
上
げ
て
い
く
方
法
で
進
め
ら

れ
た
（
図
３
）。

　
「
委
員
会
で
は
、『
人
間
力
と
い
う
言
葉

は
概
念
が
大
き
す
ぎ
る
。
本
校
に
合
っ
た

言
葉
に
し
た
方
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
』

『
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
の
文
言
は
、
生
徒
が
読

ん
で
も
理
解
で
き
る
分
か
り
や
す
い
言
葉

に
し
よ
う
』
な
ど
、
活
発
に
意
見
が
飛
び

交
い
ま
し
た
。
企
画
研
修
部
が
提
出
し
た

案
に
は
、
何
度
も
修
正
が
加
え
ら
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
」（
中
町
先
生
）

　

そ
う
し
て
完
成
し
た
Ｔ
Ｇ
Ｐ
と
ル
ー
ブ

リ
ッ
ク
は
、
19
年
度
の
１
学
期
末
の
終

業
式
で
初
め
て
生
徒
に
示
さ
れ
た
。
生
徒

は
、
そ
の
直
後
に
行
わ
れ
た
ホ
ー
ム
ル
ー

ム
で
、
早
速
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
基
に
、
現

在
の
自
分
の
達
成
度
を
ス
ム
ー
ズ
に
自
己

評
価
し
た
と
い
う
。

　

次
い
で
、
同
校
が
着
手
し
よ
う
と
し
て

い
る
の
が
、
行
事
ご
と
に
、
Ｔ
Ｇ
Ｐ
の
中

で
も
特
に
ど
の
資
質
・
能
力
を
育
む
こ
と

を
目
指
し
て
い
る
の
か
を
示
し
た
一
覧
表

を
作
成
す
る
こ
と
だ
。
そ
れ
に
よ
り
、
生

徒
は
、
例
え
ば
「
体
育
大
会
で
は
、
協
働

力
と
行
動
力
を
高
め
る
こ
と
を
目
指
し

て
頑
張
れ
ば
い
い
ん
だ
な
」
な
ど
、
目
標

を
持
っ
て
活
動
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
る
。
な
お
、
あ
ま
り
多
く
の

資
質
・
能
力
を
１
つ
の
行
事
の
中
で
育
成

す
る
形
に
な
ら
な
い
よ
う
、
行
事
ご
と
に

重
点
を
置
く
Ｔ
Ｇ
Ｐ
を
決
め
て
い
く
と
い

う
。
さ
ら
に
は
、
各
教
科
・
科
目
の
単
元

ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
身
に
つ
け
さ
せ
た
い

資
質
・
能
力
を
明
示
し
た
教
育
課
程
表
を

作
成
す
る
こ
と
も
検
討
し
て
い
る
。

　

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
に
よ
る
生
徒
の
自
己
評

価
は
、学
期
末
や
主
要
な
行
事
の
際
に
行

う
予
定
だ
。２
学
年
担
任
で
地
理
歴
史
・

公
民
科
主
任
の
浅
井
正
浩
先
生
は
、そ
の

構
想
を
次
の
よ
う
に
語
る
。

　
「
４
段
階
で
の
自
己
評
価
を
書
き
込
む

だ
け
で
は
な
く
、
前
回
と
比
較
し
て
具
体

的
に
ど
ん
な
部
分
が
伸
び
て
、
現
時
点
で

の
課
題
は
何
か
も
書
き
込
め
る
欄
を
設
け

よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
ポ
ー
ト

フ
ォ
リ
オ
と
し
て
蓄
積
し
て
い
け
ば
、
生

徒
は
そ
れ
ま
で
の
自
分
の
歩
み
を
振
り
返

る
こ
と
で
、
現
在
の
自
分
の
到
達
点
が
確

認
で
き
、
新
た
な
目
標
を
設
定
し
て
踏
み

出
す
こ
と
が
容
易
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

教
師
も
面
談
な
ど
の
場
面
で
、
ポ
ー
ト

フ
ォ
リ
オ
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
生
徒
に

対
し
て
効
果
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
い

く
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
」

　

同
校
で
は
、
そ
う
し
た
学
校
の
方
向
性

に
か
か
わ
る
重
要
事
項
を
、
希
望
す
れ
ば

誰
で
も
参
加
で
き
る
学
校
活
性
化
委
員
会

で
議
論
し
、
形
と
し
て
き
た
。
よ
り
多
く

の
教
師
が
意
見
を
出
し
合
っ
て
決
め
た
こ

と
は
、
学
校
全
体
で
の
共
有
も
し
や
す
く

な
る
。
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
の
意
思
決
定
方
法

が
効
果
的
に
機
能
し
て
い
る
こ
と
が
、
同

校
の
最
大
の
強
み
だ
ろ
う
。

　
「
学
校
活
性
化
委
員
会
の
取
り
組
み
は
、

今
は
道
半
ば
で
す
が
、
新
し
い
時
代
に
向

け
た
授
業
改
善
に
つ
な
が
る
こ
と
を
目
標

と
し
て
、
教
師
一
丸
と
な
っ
て
推
進
し
て

い
き
ま
す
」（
林
校
長
）

　本校が設定したＴＧＰは、生徒だけでな
く、教師も身につける必要がある資質・能
力だと思います。特に、「発信力」と「協働力」
が重要だと考えています。
　私は以前から、社会の変化に応じて学校
も変わっていく必要があるという思いを抱
いていました。けれども、ただ心の中でそ
う思っているだけでは駄目で、周りに発信
していくことが重要です。さらには、周り
の人と協働できる力もないと、現状を変え
ることはできません。
　今回、学校活性化委員会を通じて、学校
をどのように変えていくのかをみんなで議
論し、実際に変えるための第一歩を踏み出
すことができたのは、多くの先生方が「発
信力」と「協働力」を発揮した結果だと思
います。私も生徒とともに、８つの力を高
めていきたいと思います。

私自身も
発信力や協働力を
高めていきたい
大谷　学先生

自
分
の
考
え
や
思
い
を
自
由
に
言
い
合
え
る
場
が
あ
る
こ
と
で
、

皆
が
当
事
者
意
識
を
持
て
る
教
育
目
標
を
創
り
出
す

私の教育デ
ザイン

生
徒
が
意
識
し
や
す
い
よ
う

行
事
や
単
元
ご
と
に
力
を
明
示
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Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
が
進
化
し
、
社
会
が
変
革
期
に

あ
る
中
、
次
期
学
習
指
導
要
領
で
は
「
情
報
活
用
能
力
」

の
育
成
が
重
視
さ
れ
、「
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
」
で
は

教
科
「
情
報
」
の
導
入
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
北
海
道・

私
立
札
幌
龍
谷
学
園
高
校
で
は
、
未
来
を
生
き
る
生
徒

た
ち
に
「
情
報
」
の
学
習
が
さ
ら
に
必
要
と
考
え
、
３

北海道・私立札幌龍谷学園高校
◎札幌龍谷学園札幌女子高校として開校し、
1995年に現校名に改称。「生かされて生きる」
を教育理念、「和顔愛語」を校訓とし、心を育
てる教育を重視する。習熟度に応じて「特進」
「プログレス進学」「未来創造」など、５コース
を設置。オーストラリア研修や留学生の受け
入れなど、国際教育も積極的に推進している。
◎設立　1963（昭和38）年
◎形態　全日制／普通科／共学
◎生徒数　１学年約 220人
◎２０１９年度入試合格実績（現浪計）
国公立大は、小樽商科大、北海道教育大、札
幌医科大などに 23人が合格。私立大は、北
海学園大、北星学園大、中央大、龍谷大など
に延べ 88人が合格。
◎URL

北海道・私立札幌龍谷学園高校
相蘇孝哉　あいそ・たかや　

教職歴９年。同校に赴任して２年目。
情報教育部。
ＩＣＴ環境を生かし、アクティブ・ラーニングの視点を
取り入れた授業を推進している。https://sapporo-ryukoku.ac.jp/

8:55 前回の復習と本時の解説 授業
ハイライト

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
と
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
、

他
教
科
と
の
融
合
で
、

情
報
化
社
会
を
生
き
抜
く
力
を
育
む

前時の復習として、相蘇先生が、画像のデジタル表現（画素・
解像度など）を解説した。画像を画素によって区画化する
標本化、画素を色の組み合わせで示す量子化、その情報を
２進法で表現する符号化という、画像のデジタル化のプロ
セスを振り返った。それを踏まえ、本時の導入として光の
三原色について解説した。

●
１
年
生
の「
情
報
」で
、単
元「
情
報
の
デ
ィ
ジ
タ
ル
表
現
」

の
全
７
時
間
の
う
ち
の
５
時
間
目
。
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
の
す
べ

て
の
色
は
赤
・
緑
・
青
の
３
色
で
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

理
解
す
る
た
め
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
カ
メ
ラ
機
能
を
用
い

た
実
験
を
行
っ
た
。（
Ｐ
．33
に
単
元
の
指
導
計
画
を
掲
載
）

情報

実践

次
期
学
習
指
導
要
領
を
見
据
え
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
を
推
進

相
蘇
先
生
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ

主体的・対話的で
深い学びへ
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年
ほ
ど
前
か
ら
、校
内
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備
、タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
を
活
用
し
た
教
科
学
習
の
推
進
、
情
報
専
門
学

校
と
の
連
携
授
業
な
ど
を
実
施
。「
情
報
」
の
担
当
教

師
を
４
人
に
増
や
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
を
拡
充
し
て
い
る
。

　

そ
う
し
た
改
革
を
進
め
て
い
た
同
校
に
２
０
１
８
年

度
に
赴
任
し
た
相あ

い

蘇そ

孝
哉
先
生
は
、
そ
の
環
境
を
生
か

し
て
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
（
以
下
、
Ａ
Ｌ
）

の
視
点
を
取
り
入
れ
た
授
業
を
始
め
た
。

　
「
前
任
校
の
時
か
ら
、
Ａ
Ｌ
に
関
す
る
知
識
や
手
法

に
つ
い
て
学
校
を
超
え
た
勉
強
会
に
参
加
し
て
学
び
、

指
導
案
を
作
成
し
て
い
ま
し
た
。
本
校
で
は
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
環
境
が
整
い
、
生
徒
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
１

台
ず
つ
持
っ
て
い
ま
す
。そ
の
環
境
を
生
か
し
て
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
や
実
験
な
ど
を
取
り
入
れ
、
講
義
型
の
授
業

ス
タ
イ
ル
か
ら
の
脱
却
を
図
っ
て
い
ま
す
」

　

相
蘇
先
生
の
授
業
の
特
徴
は
、
他
教
科
・
科
目
の
指

導
ノ
ウ
ハ
ウ
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
い
る
こ
と
だ
。

　

今
回
の
「
画
像
の
デ
ィ
ジ
タ
ル
表
現
」
で
は
、
教
科

書
に
沿
っ
た
原
理
の
説
明
に
と
ど
ま
ら
ず
、
理
科
の
実

験
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
、
生
徒
自
身
が
道
具
を
使
い
、
生

徒
同
士
で
協
働
し
て
「
光
の
三
原
色
」
に
よ
る
発
色
の

仕
組
み
を
確
認
し
た
。

　
「
教
科
書
を
読
む
だ
け
で
は
、
学
習
内
容
は
単
な
る

知
識
に
と
ど
ま
り
が
ち
で
す
が
、『
実
験
』
で
実
際
に

自
分
の
手
を
動
か
し
、
自
分
の
目
で
確
認
す
る
こ
と
で
、

理
解
が
深
ま
り
、定
着
度
も
高
ま
る
で
し
ょ
う
。今
日
の

授
業
で
も
、実
験
中
に
生
徒
が
う
な
ず
い
た
り
、リ
フ
レ

ク
シ
ョ
ン
に
集
中
し
て
取
り
組
ん
で
い
た
り
と
、意
欲

的
に
授
業
に
参
加
し
て
い
る
様
子
が
見
ら
れ
ま
し
た
」

　

グ
ル
ー
プ
で
の
話
し
合
い
や
発
表
の
方
法
は
、
国
語

の
授
業
を
参
考
に
し
た
。
話
し
合
い
で
は
、
生
徒
が
自

分
の
考
え
を
述
べ
合
う
だ
け
で
は
な
く
、
メ
ン
バ
ー
の

考
え
を
し
っ
か
り
聞
き
取
る
こ
と
に
意
識
を
向
け
さ
せ

る
。
そ
し
て
、発
表
の
際
は
、自
分
の
考
え
だ
け
で
な
く
、

グ
ル
ー
プ
で
ど
の
よ
う
な
考
え
が
出
た
の
か
も
要
点
を

ま
と
め
て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
さ
せ
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
力
や
傾
聴
力
、
表
現
力
を
高
め
て
い
る
。

　

ま
た
、
地
理
歴
史
・
公
民
科
の
教
師
か
ら
は
、
知
的

財
産
権
の
成
り
立
ち
や
意
義
を
聞
き
、
生
徒
に
説
明
し

た
。「
情
報
」
の
教
科
書
に
書
か
れ
て
い
る
法
律
の
意
義

な
ど
に
加
え
て
、
知
的
財
産
権
保
護
は
制
作
者
の
権
利

を
守
る
だ
け
で
は
な
く
、
文
化
の
発
展
が
根
底
に
あ
る

こ
と
を
踏
ま
え
さ
せ
、「
な
ぜ
著
作
権
が
必
要
な
の
か
」

と
い
っ
た
問
い
か
け
に
深
み
を
持
た
せ
よ
う
と
努
め
た
。

　
「
他
教
科
と
の
つ
な
が
り
が
多
い
『
情
報
』
の
教
科
特

性
を
生
か
し
て
、
教
科
書
の
枠
を
超
え
た
活
動
や
思
考

を
深
め
る
問
い
に
な
る
よ
う
工
夫
し
て
い
ま
す
」

　

相
蘇
先
生
が
Ａ
Ｌ
を
授
業
に
取
り
入
れ
た
当
初
は
、

9:18 9:08タブレット端末を使った実験 個人で考え、グループで共有

2人 1組で、ディスプレーがどのように色を表現しているの
かを確認する実験を行った。白一色にしたタブレット端末の
画面を、レンズに水滴をつけたもう一方のタブレット端末で
撮影。水滴によって端末が顕微鏡の役目を果たすようになっ
た。拡大して撮影した白一色の画面を、画像データとして保
存した。

「ディスプレーはどのように色を表現しているか」を生徒個々
に約３分間考えさせ、考察結果をタブレット端末に入力し、先
生のタブレット端末に送信。次に、４人グループになり、メン
バーに自分の考えを説明した後、「赤を１とすると……」「色に
光をあてるのでは？」などと、約５分間話し合った。先生に指
名された2人が、自身の考えとグループで出た意見を発表した。

他
教
科
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
取
り
入
れ
て

問
い
や
活
動
内
容
の
質
を
高
め
る

思
考
の
活
性
化
・
深
化
へ
の
配
慮

個
人
の
考
え
を
持
た
せ
る
こ
と
で
、

話
し
合
い
を
活
性
化
さ
せ
る

場
づ
く
り
へ
の
配
慮
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グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
が
う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
も
あ
っ
た
。

情
報
量
が
豊
富
な
生
徒
や
、
話
し
上
手
な
生
徒
が
話
し

合
い
を
リ
ー
ド
す
る
こ
と
が
多
く
、
声
の
小
さ
い
生
徒

が
傍
観
す
る
場
面
も
見
ら
れ
た
。

　
「
そ
の
原
因
を
考
え
る
う
ち
に
、
議
論
に
必
要
な
知

識
や
自
身
の
意
見
を
整
理
さ
せ
ず
、
い
き
な
り
話
し
合

い
を
さ
せ
て
い
た
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。
課
題
を
与

え
た
ら
す
ぐ
に
話
し
合
わ
せ
る
の
で
は
な
く
、
ま
ず
１

人
で
考
え
る
時
間
を
取
り
、
自
分
の
考
え
を
ま
と
め
さ

せ
た
上
で
、
話
し
合
い
を
さ
せ
る
方
法
に
改
め
ま
し
た
」

　

今
回
の
授
業
で
も
、
相
蘇
先
生
は
、
解
像
度
や
光
の

三
原
色
（
加
法
混
色
）
な
ど
の
説
明
を
し
て
か
ら
、デ
ィ

ス
プ
レ
ー
の
発
色
方
法
に
つ
い
て
生
徒
個
々
に
考
え
さ

せ
、
そ
れ
か
ら
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
わ
せ
た
。

　

今
後
は
、
グ
ル
ー
プ
内
で
各
自
の
意
見
を
共
有
す
る

だ
け
で
は
な
く
、
答
え
が
１
つ
で
は
な
い
問
い
に
つ
い

て
も
話
し
合
わ
せ
た
い
と
考
え
て
い
る
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の

マ
ナ
ー
や
フ
ェ
イ
ク
情
報
へ
の
対
処
の
仕
方
、
情
報
を

発
信
す
る
側
と
受
け
取
る
側
の
意
識
や
気
持
ち
の
違
い

な
ど
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
る
つ
も
り
だ
。

　
「
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
を
身
に
つ
け
さ
せ
な
が
ら
、
思
考

力
や
表
現
力
を
高
め
、
情
報
化
社
会
・
Ａ
Ｉ
社
会
を
生

き
抜
く
力
を
育
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

Ａ
Ｌ
導
入
の
最
大
の
成
果
は
、
生
徒
の
表
現
力
の
向

上
で
あ
る
。
毎
時
間
、
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
カ
ー
ド
を
書

か
せ
て
提
出
さ
せ
た
と
こ
ろ
、
年
度
当
初
は
数
行
し
か

書
け
な
か
っ
た
生
徒
が
、
１
年
後
に
は
自
分
の
意
見
や

振
り
返
り
を
ぎ
っ
し
り
と
記
入
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

学
習
内
容
の
理
解
を
深
め
、
思
考
力
と
表
現
す
る
力
が

高
ま
っ
て
い
る
と
言
え
る
。
年
度
末
に
は
、
年
度
当
初

か
ら
書
い
て
き
た
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
内
容
を
読
み
比

べ
さ
せ
て
い
る
。
そ
の
機
会
に
よ
っ
て
自
身
の
成
長
に

気
づ
き
、
自
信
を
深
め
る
生
徒
も
多
い
。

　

そ
う
し
た
生
徒
の
成
長
を
見
て
、
相
蘇
先
生
自
身
、

授
業
づ
く
り
に
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
る
。

　
「
か
つ
て
の
自
分
の
授
業
ス
タ
イ
ル
は
、
一
方
的
に
知

識
を
与
え
、
そ
れ
を
定
期
考
査
で
確
認
す
る
こ
と
の
繰

り
返
し
で
、
生
徒
が
成
長
し
て
い
る
の
か
、
実
感
が
持

て
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
は
、
生
徒
の
表
情
や
課
題

に
取
り
組
む
姿
勢
、
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
カ
ー
ド
の
記
述

内
容
な
ど
を
通
し
て
、
生
徒
の
理
解
度
や
意
欲
・
関
心

が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
把
握
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

次
は
ど
ん
な
こ
と
を
し
よ
う
、
生
徒
を
ど
う
動
か
そ
う

な
ど
と
考
え
る
こ
と
が
楽
し
く
な
り
ま
し
た
」

　

今
後
は
、
生
徒
が
よ
り
主
体
性
を
発
揮
し
、
生
徒
主

導
で
授
業
を
進
め
て
い
け
る
環
境
づ
く
り
を
し
て
い
き

た
い
と
語
る
。

　
「
生
徒
自
身
が
自
ら
課
題
を
設
定
し
、
調
べ
た
り
考

え
た
り
す
る
、
探
究
的
な
要
素
を
授
業
に
取
り
入
れ
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
教
師
は
、
そ
れ
を
見
守
り
、
必

要
な
時
だ
け
助
言
す
る
。
生
徒
自
身
が
授
業
を
つ
く
る

こ
と
で
、
考
え
る
こ
と
の
楽
し
さ
や
学
ぶ
喜
び
を
感
じ

ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
目
標
で
す
」

9:34

生徒は個々に実験の振り返りを行った。タブレット端末に実
験結果と授業で学んだことを入力し、相蘇先生のタブレット
端末に送信した。相蘇先生は教室内を歩いて、「もっと具体的
に書こう」「色の組み合わせはどうなっていた？」などと声を
かけた。最後に、改めて本時の学習内容を解説し、次回は符
号化について学ぶことを伝えた。

9:29

白一色の画面を撮影した画像を確認すると、赤・緑・青の３色
の画素が規則正しく並んでいるのが分かり、生徒は「すごい」
「うまく撮れた」と驚きの声を上げた。続いて、黄で同じ実験を
行った。相蘇先生は、生徒が転送した画像を黒板に映して、白
では赤・緑・青、黄では赤・緑の繰り返しであることを説明し、赤・
緑・青の3色ですべての色を表現していることを確認させた。

個人の振り返りと解説 実験結果の共有、追加実験

毎
時
間
の
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
よ
り
、

思
考
力
や
表
現
力
が
向
上

成
果
と
課
題
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蛯え
び

名な

芽め

生い

さ
ん
　
相
蘇
先
生
の
授
業
は
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
使
い
、
実
際
に
作

業
を
し
な
が
ら
学
べ
る
の
で
、
知
識
が

身
に
つ
き
や
す
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
グ
ル
ー
プ
で
の
話
し
合
い
は
、
自
分
と
異
な
る
意
見

に
触
れ
る
よ
い
機
会
で
す
。
メ
ン
バ
ー
間
で
意
見
が
異

な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
う
い
っ
た
時
は
、
な
ぜ

そ
の
結
論
に
な
る
の
か
、
話
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
理
由
を

探
り
、
間
違
い
が
あ
れ
ば
指
摘
し
て
、
よ
り
よ
い
答
え

に
近
づ
け
る
よ
う
、
み
ん
な
で
努
力
し
て
い
ま
す
。
話

し
合
い
を
通
し
て
、
み
ん
な
が
そ
ろ
っ
て
成
長
で
き
て

い
る
実
感
が
持
て
る
の
も
、
相
蘇
先
生
の
授
業
の
魅
力

だ
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
活
動
の
時
間
を
大
切
に
し
て
、
思
考
力

や
表
現
力
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
高
め
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

熊く
ま

谷が
い

一か
ず

希き

さ
ん
　
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を

使
っ
た
実
験
や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
な
ど
、

中
学
校
時
代
に
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
授

業
に
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

を
使
う
と
、
メ
ン
バ
ー
や
先
生
と
情
報
の
や
り
取
り
が

す
ぐ
に
で
き
る
の
で
、
自
分
の
意
見
と
友
人
の
意
見
を

比
べ
た
り
、
別
の
考
え
を
持
て
た
り
し
て
、
学
び
が
深

ま
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　
相
蘇
先
生
の
授
業
は
、
話
を
聞
く
だ
け
の
授
業
と
違
っ

て
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
や
実
験
が
多
い
の
で
、
授
業
で

学
ん
だ
こ
と
が
印
象
に
残
り
や
す
い
と
思
い
ま
す
。
テ

ス
ト
勉
強
を
し
て
い
る
時
に
も
、「
あ
ん
な
こ
と
を
や
っ

た
な
」
と
思
い
出
し
な
が
ら
復
習
で
き
る
の
で
、
知
識

が
定
着
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
情
報
の
授
業
で
学
ぶ
こ
と
は
、
社
会
に
出
て
か
ら
も

役
立
つ
と
思
う
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
楽
し
み
な
が
ら
、

し
っ
か
り
学
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【教科・科目】情報・社会と情報　【分野・単元】情報のディジタル表現　【テーマ・作品】画像のディジタル表現　【設定時数】全７時間の中の
５時間目　【単元目標】 ディジタル表現の種類とその利点・問題点について理解させる。ディジタル化の手法を理解させる。

時
数 学習内容 身につけさせたい資質・能力 授業の流れ 教師の配慮 評価方法

１
10 進法、２進法、
16 進法について
学ぶ

• 正しい知識を身につけ
て、理解できる。

【知識】

①コンピューターは２進法の
世界であることを学ぶ。
②５人 1 組となり、１人が２
進数の１桁を担当し、与えら
れた10 進数がどのように表
現されるか、体で表現させる。

【対話的な学び】グループで協力して
行う活動を取り入れる。

課題写真

2
２進法から10 進
法、10 進法から
２進法への変換

• 既習事項を用いて意欲的
に取り組む。

【思考力、表現力、主体性】

それぞれの基数変換の方法
を具体的に解説。解き方に
ついて確かめ、問題を解か
せる。

【主体的な学び】簡単な基数変換の
問題を質問し、答えさせる。

3
情報 量の単位と
文字のディジタル
表現

• 正しい知識を身につけ
て、理解できる。

• グループ内で積極的に発
言できる。

【知識、表現力、主体性】

①２人１組になり、文字コー
ドを使って、相手に文字デー
タを送る。
②問 題 点などを考えさせ、
発表させる。

【対話的な学び】ペアで協力して行う
活動を取り入れる。　

4
A/D 変換、
画像のディジタル
表現

• 正しい知識を身につけ
て、理解できる。

【知識】

画像のディジタル化を紙上で
段階を追いながら行う。

【深い学び】アナログｰディジタル変換
回路の問題点について、広い視野を
持って考えさせる。

ワークシート

5 画像のディジタル
表現

• 正しい知識を身につけ
て、理解できる。

• グループ内で積極的に発
言できる。

【知識、思考力、表現力、
主体性、協働性】

2 人 1 組で、タブレット端末
の画面を利用し、光の三原
色ですべての色を表現してい
ることを確認する実験を行
う。

【主体的な学び】実験を通じて、三原
色の理解を深めさせる。	

【対話的な学び】グループで協力して
行う活動を取り入れる。

結果、
感想カード

6
動画のディジタル
表現、音のディジ
タル表現

• 正しい知識を身につけ
て、理解できる。

【知識】

教科書のパラパラ漫画を使
用し、静止画の集まりが動
画になることを学ぶ。

【主体的な学び】前時までの多くの要
素が関連するため、生徒に質問しな
がら既習事項を確認させる。

7
単 元 のリフレク
ション

• 既習事項を用いて意欲的
に取り組む。

【思考力、表現力、主体性】

①単元で学んだことを振り返
り、学習内容をまとめさせる。
②アプリケーションを利用し
て、学習内容のクイズを作り、
生徒同士で問題を出し合わ
せる。

【主体的な学び】単元で学んだこと、
考えが変わったことなどを記入させ
る。

【深い学び】単元の学習内容が、今後
の生活でどのように生かせるかを具体
的に考えさせる。

リフレクショ
ンカード

＊相蘇先生作成の単元の指導計画を基に編集部で作成。

単元の指導計画

生
徒
の
声
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加
藤
克
巳
先
生
が
、
生
徒
同
士
の
学
び
合
い
を
重
視

す
る
授
業
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
２
０
０
６
年

度
に
始
ま
っ
た
学
校
改
革
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
。
学
校

の
教
育
理
念「
心
豊
か
な
、創
造
型・発
信
型
の
リ
ー
ダ
ー

を
育
成
す
る
」
の
達
成
に
向
け
て
、
担
当
教
科
の
国
語

科
で
は
、
指
導
指
針
と
し
て
「
ゆ
る
ぎ
な
い
思
考
力
の

埼玉県・私立開智高校
（開智学園 高等部）
◎埼玉第一高校として開校。新しい文化と文
明の創造に貢献できる各分野のリーダーを育
てるため、「学び合う」授業の実践を通して論
理的思考力を、探究学習を通して創造力を育
む教育活動を行う。
◎設立　1983（昭和58）年
◎形態　全日制／普通科／共学
◎生徒数　１学年約260人
◎２０１9年度入試合格実績（現役のみ）
国公立大は、北海道大、東北大、千葉大、東京
外国語大、東京大、一橋大などに 49 人が合格。
私立大は、慶應義塾大、中央大、東京理科大、
明治大、早稲田大などに延べ 541 人が合格。
◎URL

埼玉県・私立開智高校（開智学園 高等部）
加藤克巳　かとう・かつみ　

教職歴３０年。同校に赴任して３１年目。
教頭。国語（現代文）担当。
論理的思考力を育む教材を用いた独自メソッドを開発し、
同校の教育改革を担う。教頭として学校経営にかかわる傍ら、
現場での指導も続けている。

ht tp: //w w w.kaichigakuen.ed. jp/
koutoubu/

10:43「マイコン」がスタート 授業
ハイライト

説
明
的
文
章
の
論
理
展
開
図
の

作
成
を
通
じ
た
生
徒
同
士
の
学
び
合
い
で

論
理
的
思
考
力
を
育
む

「マイコン」は、「My concerns 〜私の関心事〜」の略で、
現代文の授業冒頭に、毎時間行われる生徒によるミニス
ピーチだ。くじ引きで選ばれた発表者が、自分の関心事に
ついて約３分間のスピーチを行う。発表者と同じグループ
の生徒３人はコメンテーターとして教壇の横に座り、発表
者の話に対して、自分がまとめた考えを発表した。

●
１
年
生
「
国
語
総
合
」
現
代
文
の
１
学
期
全
18
時
間
の
う

ち
の
17
・
18
時
間
目
。
加
藤
先
生
が
、『
客
観
的
と
抽
象
的
』(

森

博ひ
ろ

嗣し

著)

を
音
読
。
生
徒
は
そ
れ
を
聴
き
、
メ
モ
を
取
っ
た
上

で
、
筆
者
の
主
張
を
「
論
理
マ
ッ
プ
」
に
ま
と
め
る
取
り
組
み

を
グ
ル
ー
プ
で
行
っ
た
。（
Ｐ
．37
に
単
元
の
指
導
計
画
を
掲
載
）

現代文

実践

学
び
合
い
を
基
に

論
理
的
思
考
力
を
育
成
す
る
授
業
を
展
開

加
藤
先
生
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ

主体的・対話的で
深い学びへ
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育
成
」
を
掲
げ
、
授
業
改
革
を
行
っ
た
。

　
「『
ゆ
る
ぎ
な
い
思
考
力
』
と
は
、『
聴
く
力
』『
考
え

る
力
』『
表
現
す
る
力
』『
創
造
す
る
力
』
の
４
つ
か
ら

成
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
を
鍛
え
る
た
め
に
、

授
業
の
中
心
に
生
徒
そ
れ
ぞ
れ
が
考
え
を
持
ち
よ
っ
て

グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
う
学
び
合
い
を
据
え
、
２
時
間
連

続
で
授
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
学
び
合
い
で
は
、
ど
の

生
徒
に
も
、
自
分
の
頭
で
考
え
、
自
分
の
意
見
を
発
表

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
た
め
、『
ゆ
る
ぎ
な
い
思
考
力
』

を
構
成
す
る
４
つ
の
力
が
鍛
え
ら
れ
、
論
理
的
思
考
力

が
深
ま
っ
て
い
き
ま
す
」

　

１
年
次
は
、
論
理
的
思
考
力
の
土
台
と
な
る
日
本
語

運
用
能
力
の
育
成
を
中
心
と
し
た
授
業
を
行
う
。

　
「
現
在
の
入
試
で
も
、
批
判
的
な
視
点
か
ら
自
分
の

考
え
を
論
理
的
に
表
現
す
る
力
が
重
要
で
す
。
そ
の
視

点
を
育
成
す
る
た
め
に
、
１
学
期
は
、『
聴
く
力
』『
考

え
る
力
』
を
磨
き
な
が
ら
、
文
章
の
論
理
構
造
を
捉
え

る
力
を
つ
け
ま
す
。
２
学
期
は
、生
徒
同
士
で
デ
ィ
ベ
ー

ト
を
行
い
、『
表
現
す
る
力
』『
創
造
す
る
力
』
を
高
め
、

批
判
的
思
考
力
を
鍛
え
ま
す
。
そ
し
て
３
学
期
に
は
、

よ
り
深
い
読
解
が
で
き
る
力
を
育
成
し
ま
す
」

　　

加
藤
先
生
の
授
業
は
、
毎
授
業
の
冒
頭
に
行
う
「
マ

イ
コ
ン
」
と
、
本
時
の
課
題
に
分
か
れ
て
い
る
。「
マ
イ

コ
ン
」
は
、
生
徒
１
人
が
自
分
の
関
心
事
に
つ
い
て
ス

ピ
ー
チ
を
行
い
、
発
表
者
と
同
じ
グ
ル
ー
プ
の
３
人
の

生
徒
が
、
そ
れ
を
聴
い
て
自
分
の
考
え
を
述
べ
る
時
間

だ
。
聴
く
、
メ
モ
を
取
る
、
考
え
る
、
話
す
と
い
う
活

動
を
通
し
て
、
日
本
語
運
用
能
力
を
鍛
え
て
い
く
。
加

藤
先
生
は
、
考
え
を
論
理
的
に
ま
と
め
る
手
法
と
し
て

「
Ｐ
Ｒ
Ｅ
Ｐ
法
」（
＊
）
を
取
り
入
れ
て
い
る
。
聴
き
手

の
生
徒
は
、
初
め
は
語
り
手
の
要
旨
を
つ
か
ん
だ
り
、

考
え
を
す
ぐ
に
ま
と
め
た
り
す
る
こ
と
が
な
か
な
か
で

き
な
か
っ
た
が
、
Ｐ
Ｒ
Ｅ
Ｐ
法
の
活
用
に
よ
り
、
次
第

に
ス
ム
ー
ズ
に
話
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
と
い
う
。

　

そ
の
後
、本
時
の
課
題
で
あ
る「
聴
解
」に
取
り
組
む
。

「
聴
解
」
と
は
、
文
章
の
音
読
を
聴
き
、
そ
の
内
容
を

理
解
す
る
こ
と
だ
。
加
藤
先
生
は
、「
聴
く
力
」
を
重

視
し
た
授
業
を
行
う
ね
ら
い
を
次
の
よ
う
に
話
す
。

　
「
文
章
を
読
む
時
も
、
人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

と
る
時
も
、
相
手
の
主
張
を
つ
か
む
こ
と
が
大
切
で
す
。

そ
の
主
張
が
把
握
で
き
な
い
と
、
そ
れ
へ
の
賛
否
や
、

自
分
の
考
え
を
表
現
す
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。
聴
解

で
は
、
重
要
な
と
こ
ろ
は
メ
モ
を
取
り
、
語
り
手
の
話

を
集
中
し
て
聴
く
こ
と
に
よ
り
、
筆
者
の
主
張
を
理
解

し
、
脳
の
瞬
発
力
を
鍛
え
て
い
き
ま
す
」

　

今
回
取
材
し
た
の
は
、
１
学
期
最
後
の
授
業
で
、「
聴

解
」
の
２
回
目
だ
っ
た
。
生
徒
は
、
先
生
の
音
読
を
聴

き
な
が
ら
メ
モ
を
取
り
続
け
、
各
自
で
要
旨
を
ま
と
め

る
。
そ
の
メ
モ
を
基
に
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
い
、
文
章

の
テ
ー
マ
、
文
章
の
論
理
展
開
、
筆
者
の
主
張
を
図
解

し
た
「
論
理
マ
ッ
プ
」
を
作
成
す
る
。
そ
の
「
型
」
に

つ
い
て
は
既
に
指
導
し
て
い
る
た
め
、
加
藤
先
生
は
こ

こ
で
の
指
導
は
行
わ
ず
、
生
徒
に
委
ね
て
い
る
。

1 1 :30 1 1: 03意見交換、内容整理 音読を聴きながら、メモを取る

個人で作成したワークシートを基に、４人グループで意見交
換を行った。進行役は加藤先生が指名。話し合い中、加藤先
生は各グループを見て回った。そして意見交換が終わった頃
を見計らい、「話が深まってくると枝葉の部分に話が集中しが
ちです。文章のテーマと筆者の主張について、グループ内で
コンセンサスが取れているか確認しましょう」と伝えた。

加藤先生が「森さんという方の書いた文章を読みます」とだ
け伝え、ゆったりとしたスピードで文章を音読（約10分間）。
生徒は事前に配られたＡ３判の用紙に、重要だと思う言葉を
メモしていった。その後、ワークシートが配られ、自分のメ
モを基に今回の文章のテーマ、筆者の思考過程、筆者の主張
を約７分間で記入した。

生
徒
同
士
に
よ
る
対
話
を
通
じ
て
、

文
章
の
論
理
展
開
を
整
理
す
る

思
考
の
活
性
化
・
深
化
へ
の
配
慮

＊　ビジネスのプレゼンテーションなどで取り入れられている手法で、Point（結論）、Reason（理由）、Example（具体例）、Point（結論）の順で文章を構成する。
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「
今
回
の
文
章
に
は
、
対
比
さ
れ
る
言
葉
が
数
多
く

出
て
き
ま
す
が
、
ポ
イ
ン
ト
の
１
つ
が
、『
理
性
的
』
と

い
う
言
葉
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
か

ど
う
か
で
す
。『
感
情
的
』
と
い
う
言
葉
の
対
比
と
な

る
『
理
性
的
』
と
い
う
言
葉
は
、
読
み
上
げ
た
文
章
中

に
は
１
度
し
か
出
て
き
ま
せ
ん
。
重
要
な
言
葉
を
聴
き

逃
さ
ず
に
『
論
理
マ
ッ
プ
』
上
に
盛
り
込
め
た
か
ど
う

か
が
、
評
価
ポ
イ
ン
ト
の
１
つ
に
な
り
ま
す
」

　

た
だ
、
加
藤
先
生
は
「
論
理
マ
ッ
プ
」
の
講
評
は
し

な
い
。
生
徒
に
相
互
評
価
を
さ
せ
る
だ
け
だ
。
そ
の
ね

ら
い
を
加
藤
先
生
は
次
の
よ
う
に
話
す
。

　
「
教
師
か
ら
指
導
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
生
徒
自
身

が
学
び
合
い
や
他
グ
ル
ー
プ
の
発
表
か
ら
、
よ
い
『
論

理
マ
ッ
プ
』
を
作
る
に
は
ど
う
す
べ
き
か
の
気
づ
き
を

獲
得
す
る
こ
と
が
大
切
な
の
で
す
」

　

実
際
、
前
回
の
聴
解
で
は
、「
論
理
マ
ッ
プ
」
を
ま
と

め
る
の
に
１
時
間
か
か
っ
た
が
、
今
回
は
そ
の
半
分
の

時
間
で
終
わ
っ
た
。

　
「
前
回
も
同
じ
二
項
対
立
の
構
成
の
文
章
で
し
た
。
前

回
の
反
省
を
踏
ま
え
て
、生
徒
に
は『
こ
う
聴
こ
う
』『
こ

う
ま
と
め
よ
う
』
と
い
っ
た
意
識
が
あ
っ
た
た
め
、
短

時
間
で
深
い
ま
と
め
が
で
き
た
の
だ
と
思
い
ま
す
」

　

グ
ル
ー
プ
は
１
学
期
中
は
固
定
し
、
同
じ
メ
ン
バ
ー

で
学
び
合
い
を
さ
せ
た
。
話
し
合
い
の
進
行
役
で
あ
る

モ
デ
レ
ー
タ
ー
は
着
席
順
で
指
定
さ
れ
、
す
ぐ
に
話
し

合
い
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。
意
見
交
換
が
う
ま
く
進
ま
な

い
グ
ル
ー
プ
に
は
、
加
藤
先
生
も
参
加
し
て
、
生
徒
の

意
見
を
引
き
出
す
こ
と
が
あ
る
と
い
う
。

　
「
１
つ
の
正
解
に
到
達
す
る
た
め
の
授
業
で
は
な
く
、

仲
間
と
答
え
を
創
造
し
て
い
く
授
業
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、『
〜
し
な
さ
い
』
と
い
う
発
言
は
控
え
、

生
徒
の
声
を
引
き
出
す
こ
と
に
徹
し
て
い
ま
す
」

　

授
業
改
革
の
成
果
は
、
行
事
な
ど
に
積
極
的
に
取
り

組
む
生
徒
が
増
え
る
な
ど
、
主
体
性
の
伸
び
に
表
れ
て

き
た
。
ま
た
、
改
革
初
年
次
か
ら
進
学
実
績
の
伸
長
に

も
つ
な
が
っ
た
と
い
う
。

　
「
文
化
祭
な
ど
で
は
、
自
分
た
ち
が
考
え
た
企
画
書

を
教
師
に
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
し
、
主
体
的
に
運
営
・

実
施
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
本
校
の
教
育
理
念

に
近
い
生
徒
を
育
成
で
き
て
い
る
と
感
じ
ま
す
」

　

今
後
の
課
題
は
、
生
徒
に
身
に
つ
け
さ
せ
る
力
を
保

証
す
る
た
め
、
単
元
ご
と
に
指
導
内
容
・
方
法
を
明
確

に
し
た
授
業
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
を
設
定
す
る
こ
と
だ
。

　
「
生
徒
主
体
の
授
業
を
し
た
い
と
考
え
、
生
徒
の
反

応
を
踏
ま
え
て
指
導
内
容
や
方
法
を
毎
年
度
変
え
て
き

ま
し
た
。
今
後
は
、
そ
の
中
で
も
核
と
な
る
部
分
は
不

変
と
し
、
よ
り
細
か
い
年
間
指
導
計
画
を
立
て
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

12:00

完成した「論理マップ」を黒板に貼り、グループごとに内容
を発表。加藤先生は、「発表はPREP法 (P.35＊) で行ってく
ださい」と指示し、発表順も加藤先生が決めた。各グループ
代表者１人が約１分間で発表。生徒には２枚目のワークシー
トが配られ、各グループの発表を聴きながら自分の考えを記
入した。最後に「論理マップ」とワークシートを提出した。

1 1 :40

グループごとに、今回の文章のテーマ、論理展開、筆者の主
張を図式化した「論理マップ」を模造紙にまとめていった。
「論理マップ」の形式については、加藤先生からの指示はなく、
ツリー型、二項対立型、マトリックス型など、生徒たちは様々
な形式で作成。キーワードの内容に合わせて、付箋の色を変
えているグループもあった。

各グループの発表 「論理マップ」の作成

指
導
は
控
え
め
と
し
、

生
徒
が
考
え
を
創
造
す
る
力
を
鍛
え
る

場
づ
く
り
へ
の
配
慮

授
業
の
質
を
保
証
す
る
た
め
、

授
業
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
設
定
を
検
討

成
果
と
課
題
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根
本
夏な

つ

妃き

さ
ん　

加
藤
先
生
の
授
業
で
、

「
聴
く
力
」
が
鍛
え
ら
れ
て
い
る
と
感
じ

ま
す
。
マ
イ
コ
ン
で
、
最
初
に
コ
メ
ン

テ
ー
タ
ー
に
な
っ
た
時
は
、
自
分
の
意
見
を
即
座
に
組

み
立
て
る
こ
と
が
難
し
か
っ
た
の
で
す
が
、
自
分
が
コ

メ
ン
テ
ー
タ
ー
で
な
い
時
で
も
、
自
分
な
ら
ど
ん
な
ふ

う
に
発
言
す
る
か
考
え
る
よ
う
に
し
た
と
こ
ろ
、
そ
れ

か
ら
は
ス
ム
ー
ズ
に
発
言
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

　

聴
解
の
授
業
は
２
回
目
な
の
で
す
が
、
グ
ル
ー
プ
で

筆
者
の
主
張
を
ま
と
め
る
の
に
時
間
が
か
か
り
ま
し
た
。

メ
ン
バ
ー
と
話
し
合
い
、
最
も
論
理
展
開
が
整
理
さ
れ

て
い
る
案
に
落
ち
着
き
ま
し
た
。
話
し
合
う
こ
と
で
、

い
ろ
い
ろ
な
考
え
に
出
合
い
、
自
分
の
思
考
も
整
理
さ

れ
て
い
き
ま
す
。
定
期
考
査
の
出
題
範
囲
は
な
い
と
聞

い
て
驚
き
ま
し
た
が
、
ど
の
よ
う
な
問
題
が
出
て
も
、

自
分
の
考
え
を
ま
と
め
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
。　

蓑み
の

田た

陸り
く

人と

さ
ん　

加
藤
先
生
か
ら
は
、

発
言
の
際
、
聴
き
手
に
、
分
か
り
や
す

い
よ
う
に
話
を
構
成
す
る
よ
う
指
導
を

受
け
ま
し
た
。
そ
の
点
に
気
を
つ
け
る
よ
う
に
し
た
と

こ
ろ
、
最
近
は
論
理
的
に
話
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

　

グ
ル
ー
プ
で
「
論
理
マ
ッ
プ
」
を
書
く
上
で
大
事
な

の
は
、
テ
ー
マ
と
主
張
が
合
っ
て
い
る
か
を
確
認
す
る

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
２
つ
に
整
合
性
が
あ
れ
ば
、

そ
の
間
の
思
考
過
程
も
大
体
同
じ
は
ず
だ
か
ら
で
す
。

も
し
、
整
合
性
が
と
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
思
考
過
程
を

さ
か
の
ぼ
り
、
ど
こ
が
間
違
っ
て
い
る
の
か
メ
ン
バ
ー

と
確
認
し
合
い
ま
す
。
今
回
の
文
章
に
は
、
難
し
い
語

彙
が
た
く
さ
ん
含
ま
れ
て
い
て
、
一
度
聴
い
た
だ
け
で

は
理
解
で
き
な
か
っ
た
部
分
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

分
か
ら
な
か
っ
た
部
分
も
、
メ
ン
バ
ー
が
自
分
の
言
葉

で
か
み
砕
い
て
説
明
し
て
く
れ
た
の
で
、
内
容
の
理
解

が
さ
ら
に
深
ま
り
ま
し
た
。

単元の指導計画

【教科・科目】国語・国語総合　 【分野・単元】現代文　【テーマ・作品】説明的文章の聴解を通して文章の論理構造をつかむ
【設定時数】１学期全１８時間の中の１７・１８時間目（１回の授業は２時間連続）　【単元目標】 論理的思考力 ･ 判断力 ･ 表現力を育てる

時
数 学習内容 身につけさせたい資質・能力 授業の流れ 教師の配慮 評価方法

１
・
２

①《マイコン》01
②小学校 ･ 中学校での国

語学習を振り返る。
③「意図的に国語を学ぶ」

を定義する。

①話し手を見て、聴くことがで
きる。

②「学ぶ＝受動的な学び」で
なかったかを検証できてい
る。

③「意図的に学ぶ」ことと「自
然に身につく」ことの違い
が理解できる。

【知識、思考力、表現力】

•マイコン
• 論理教材Ａ
　→今までの学習スタイル

を検証する。（個の学び）
　→グループで「意図的に

学ぶ」ことを定義する。

【主体的な学び】自分が興味 ･ 関心を持っ
ている事柄を、1 週間に１つピックアップ
する。

【対話的な学び】最初の授業なので、グ
ループ内での「話す順番」をあらかじめ
指示し、全員が発言できるようにする。

【深い学び】日本語（力）は「自然に身に
ついた」ことを自覚させるとともに、その
ことのメリットとデメリットを考えさせる。

•マイコンへ の
取り組み

３
・
４

①《マイコン》02
②「言語・認識 ･コミュニ

ケーション」を定義する。
③日本語の構成単位を整

理する。
④「論理的であること」を

定義する。

①話し手を見て聴くことができ
る。

　自分の気持ちを態度に表し
ながら、聴くことができる。

②④語彙的な定義ではなく、
現象的に定義できる。

③知識の不足の有無を確認し
ている。

【知識、思考力、表現力】

•マイコン
• 論理教材Ａ
　→言語 ･ 認識 ･コミュニ

ケーションについて定義
する。( 個の学び )

　→個の定義を持ち寄り、
グループで定義をまとめ
上げ、全体に発表する。

• 論理教材Ｂ

【主体的な学び】自分が興味 ･ 関心を持っ
ている事柄を、1 週間に１つピックアップ
する。体験により定義する。

【対話的な学び】生徒一人ひとりが、グルー
プワークの中で「日本語運用能力は個人
差が大きい」ことに気づくことができる発
問をする。

【深い学び】言語、認識、コミュニケーショ
ンの不可分性について着目させる。

•マイコンへ の
取り組み

• 論理教材 A の
取り組み

15
・
16

①《マイコン》08
②説明的文章の聴解Ⅰ
　Ｃ：グループで「論理マッ

プ」を作成する。
　Ｄ：マップ･ デザインを

試行する。

①発表者のＰＲＥＰを意識して
聴くことができる。

　自分に置き換えながら聴く
ことができる。

②自分たちにとって最善の「論
理マップ」を見つけていく。

【技能、思考力、判断力、主
体性、多様性、協働性】

•マイコン
• 聴き取りメモとワーク

シートを持ち寄り、「論
理マップ」を作成する。

　→「論理マップ」を使っ
てプレゼンテーションを
行う。

• 相互評価

【主体的な学び】自分が興味 ･ 関心を持っ
ている事柄を、1 週間に１つピックアップ
する。

【対話的な学び】グループでの話し合い
では、モデレーターを中心に議論を深め
させる。

【深い学び】「論理マップ」とは「見るこ
とができない頭の中を見える化したもの」
であることを指示する。

•マイコンへ の
取り組み

•「論理マップ」

17
・
18

①《マイコン》09
②説明的文章の聴解Ⅱ

Ａ：クリティカルに聴く。
（うなずきと首かしげ）
Ｂ：聴き取りメモをＰＲＥ
Ｐに落とし込む。
Ｃ：「論理マップ」を作
成する。
Ｄ：「論理マップ」に基
づいてプレゼンテーショ
ンする。

①発表者のＰＲＥＰを意識して
聴くことができる。

　自分に置き換えながら聴く
ことができる。

②聴解→グループ議論→「論
理マップ」→プレゼンテー
ションまでの一連の思考過
程をよどみなく実現できる。

【技能、思考力、判断力、主
体性、多様性、協働性】

•マイコン
• 聴解
• 聴き取りメモの整 理と

ワークシート記入
• 相互発表、内容整理
• 付箋の作成と「論理マッ

プ」デザイン
• 相互プレゼンテーション
•自己評価、相互評価

【主体的な学び】自分が興味 ･ 関心を持っ
ている事柄を、1 週間に１つピックアップ
する。「論理マップ」の自分のデザインを
提案する。

【対話的な学び】「感覚（感情）的な落と
しどころ」で満足するような話し合いに
ならないように巡回確認をする。

【深い学び】「論理マップ」のデザイン根
拠を確認することを通して、思考過程を
端的に具現化するためのよりよいマップ
を検討させる。

•ワークシート
の評価

• 付箋の内容に
ついての評価

•「論理マップ」
のデザイン根
拠についての
評価

•プレゼンテー
ションの巧拙
は評価しない

＊加藤先生作成の単元の指導計画を基に編集部で作成。単元の指導計画の 1 学期全１８時間分は、ベネッセ教育総合研究所のウェブサイト（https://berd.benesse.jp/）か
らダウンロードできます。「HOME →教育情報→高校向け」でご覧ください。

生
徒
の
声
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静
岡
県
立
焼や

い

津づ

中
央
高
校
は
、
２
０
１
７
年
度
か
ら
、

よ
り
高
い
学
習
意
欲
と
進
路
意
識
を
持
っ
た
生
徒
の
育

成
を
目
指
し
、
指
導
改
善
を
推
進
し
て
い
る
。

　

同
校
の
生
徒
は
真
面
目
で
素
直
で
あ
り
、
生
活
態
度

も
落
ち
着
い
て
い
る
が
、「
皆
と
同
じ
で
よ
い
」
と
い
っ

た
意
識
が
強
く
、
や
り
た
い
こ
と
が
見
つ
か
っ
て
も
、

挑
戦
を
た
め
ら
う
傾
向
が
見
ら
れ
た
。
ま
た
、
以
前
は

年
度
ご
と
に
学
習
指
導
や
進
路
指
導
の
目
標
や
取
り
組

み
が
異
な
り
、
生
徒
の
学
習
意
欲
や
進
路
意
識
を
思
う

よ
う
に
醸
成
で
き
な
い
時
期
も
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
う

し
た
中
、
14
年
度
入
学
生
の
学
年
団
で
は
、
生
活
指
導

を
立
て
直
し
つ
つ
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
に
向
き
合
う
な

校是「文武両道」の下、主体的に
社会貢献を図る生徒を育成する。
学力向上を目指し、学習指導を充
実させるとともに、部活動にも力
を入れており、弓道部やレスリン
グ部などが全国大会への出場実績
を持つ。

設立	 １９６３（昭和３８）年

形態	 全日制／普通科／共学

生徒数	 １学年約２８０人

２０１９年度入試合格実績（現浪計）　国公立大は、北海道大、東北
大、横浜国立大、静岡大、名古屋大、静岡県立大などに８８人が合
格。私立大は、東京理科大、明治大、立教大、立命館大などに延
べ５１７人が合格。

住所	 〒４２５ー００８６　静岡県焼津市小土１５７ー１

電話	 ０５４ー６２８ー６０００

Web site

No.260

P R O F I L E

よ
い
取
り
組
み
が
引
き
継
が
れ
る
よ
う
、

教
師
間
の
連
携
の
強
化
を
図
る

３
年
間
の
体
系
的
な
指
導
計
画
を

策
定
し
、生
徒
の
自
律
的
な

学
習
意
欲
と
進
路
意
識
を
醸
成

静
岡
県
立
焼や

い

津づ

中
央
高
校

若
手
教
師
を
中
心
と
し
た
学
校
改
革

変革のステップ

• やりたいことへの挑戦をためらう生徒が多かった

•年度によって学習指導や進路指導の目標や取り組
みが異なり、生徒の学習意欲や進路意識を醸成す
るよい取り組みが引き継がれにくい傾向があった

背景と課題

実践内容

• 学習意欲や進路意識を高める生徒が増え、自ら設定し
た目標の実現に向け、粘り強く取り組むようになった

成果と展望

•「コアスクール委員会」を設置　静岡県教育委員会
の学力向上事業の指定を受け、指導改善に意欲的
な若手教師で構成された「コアスクール委員会」を
設置。同委員会が学校改革を推進することに

•「スパイラルアッププログラム」を策定中　同委員
会が３年間の学習指導や進路指導を体系化した
「スパイラルアッププログラム」を策定し、活用する
アセスメントや面談の時期を全学年で統一するな
ど、全校体制での指導改善を目指している

•「探究プログラム」を策定　生徒が広い視野から自
分のやりたいことを見つけられるよう、同委員会が
国際的な課題に向き合う「探究プログラム」を策定

http://www.edu.pref.shizuoka.jp/yaizuchuo-h/
home.nsf
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ど
、
き
め
細
か
な
指
導
を
３
年
間
継
続
し
た
。
す
る
と
、

自
己
理
解
を
深
め
、
自
分
の
学
習
や
進
路
と
主
体
的
に

向
き
合
う
生
徒
が
増
え
て
い
っ
た
。
そ
の
成
果
は
大
学

進
学
実
績
に
表
れ
、
17
年
度
入
試
で
は
、
京
都
大
学
や

大
阪
大
学
と
い
っ
た
最
難
関
国
立
大
学
の
合
格
者
数
が

過
去
最
多
に
な
っ
た
と
、
小お

関ぜ
き

直
樹
校
長
は
語
る
。

　「
本
当
に
進
み
た
い
道
を
探
っ
た
り
、
高
い
目
標

を
設
定
し
て
挑
戦
し
よ
う
と
し
た
り
す
る
意
欲
を
育

ん
だ
こ
と
が
、
大
学
進
学
実
績
に
結
び
つ
い
た
の
だ

と
思
い
ま
す
。
そ
う
し
た
取
り
組
み
を
学
校
全
体
で

継
承
し
、
発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
し
た
。

ま
た
、『
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
』
が
始
ま
る
な
ど
、

制
度
が
大
き
く
変
わ
る
21
年
度
入
試
へ
の
対
応
を
全

校
体
制
で
推
進
し
て
い
け
る
よ
う
、
教
師
間
の
連
携

を
強
め
た
い
と
い
う
思
い
も
あ
り
ま
し
た
」

　

17
年
度
に
は
、
静
岡
県
教
育
委
員
会
の
「
学
力
向
上

ネ
オ
ア
ド
バ
ン
ス
事
業
」
の
指
定
を
受
け
る
と
と
も
に
、

学
校
改
革
案
を
立
案
・
実
践
す
る
部
署
「
ネ
オ
ア
ド
バ

ン
ス
委
員
会
」
を
設
置
し
て
、
20
〜
30
歳
代
の
教
師
を

委
員
と
し
た
。
同
事
業
は
、
18
年
度
、「
魅
力
あ
る
学

校
づ
く
り
推
進
事
業
」
に
お
け
る
「
学
力
向
上
コ
ア
ス

ク
ー
ル
」
に
改
編
さ
れ
た
が
、
同
校
は
改
め
て
そ
の
指

定
校
と
な
り
、「
ネ
オ
ア
ド
バ
ン
ス
委
員
会
」
も
「
コ

ア
ス
ク
ー
ル
委
員
会
」
と
改
称
し
た
。

　「
初
め
か
ら
全
教
師
の
合
意
形
成
を
図
る
の
は
、

現
実
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
、
指
導
改
善
に

意
欲
的
な
若
手
教
師
が
学
年
や
教
科
の
枠
を
超
え
て

集
ま
り
、
学
校
を
動
か
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
考
え

ま
し
た
」（
小
関
校
長
）

　

同
委
員
会
は
、
学
習
指
導
を
中
心
に
新
し
い
取
り
組

み
の
ア
イ
デ
ア
を
出
し
、
実
現
さ
せ
て
い
っ
た
。
そ
の

１
つ
が
、
生
徒
の
大
学
入
試
へ
の
意
識
づ
け
を
強
化
す

る
取
り
組
み
だ
。
例
え
ば
、
２
年
次
の
３
学
期
を
「
３

年
生
ゼ
ロ
学
期
」
と
し
、
模
擬
試
験
の
振
り
返
り
を

さ
せ
た
り
、
春
季
休
業
期
間
に
苦
手
分
野
を
克
服
で
き

る
よ
う
学
習
計
画
を
立
て
さ
せ
た
り
し
た
。
ま
た
、
３

年
生
の
１
学
期
に
は
、
外
部
講
師
に
よ
る
近
年
の
セ
ン

タ
ー
試
験
の
出
題
傾
向
な
ど
に
つ
い
て
の
説
明
会
を
実

施
し
、
生
徒
に
夏
季
休
業
期
間
か
ら
セ
ン
タ
ー
試
験
本

番
ま
で
の
学
習
計
画
も
立
て
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
。
そ

し
て
、
進
捗
状
況
を
点
検
し
、
計
画
通
り
に
学
習
で
き

て
い
な
い
生
徒
に
は
、
そ
の
要
因
と
改
善
策
を
考
え
さ

せ
る
指
導
を
す
る
よ
う
、
３
年
部
の
教
師
に
呼
び
か
け

て
い
る
。

　

同
委
員
会
で
は
、
進
路
指
導
の
改
善
も
最
重
要
課
題

と
し
て
位
置
づ
け
、
取
り
組
み
を
工
夫
し
て
い
る
。
具

体
的
に
は
、
１
年
生
に
向
け
た
進
路
説
明
会
で
は
、
全

国
の
国
公
立
大
学
や
私
立
大
学
十
数
校
の
職
員
を
講
師

と
し
て
招
き
、
自
大
学
に
お
け
る
研
究
の
特
色
や
設
備

な
ど
を
紹
介
し
て
も
ら
っ
て
い
る
と
、
進
路
主
任
で
コ

ア
ス
ク
ー
ル
委
員
会
委
員
長
の
露つ

ゆ

木き

隆
先
生
は
話
す
。

　「
生
徒
に
は
、
偏
差
値
や
知
名
度
で
は
な
く
、
学

び
た
い
学
問
か
ら
大
学
を
選
ん
で
ほ
し
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
説
明
会
で
は
、
な
る
べ
く
多
く

の
大
学
を
取
り
上
げ
る
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。
ま

た
、
本
校
の
卒
業
生
に
自
分
の
大
学
生
活
の
面
白
さ

や
大
変
さ
な
ど
を
語
っ
て
も
ら
っ
た
動
画
を
紹
介
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
」

　

同
委
員
会
が
実
践
を
続
け
る
中
で
、
次
第
に
指
導
改

善
に
前
向
き
に
取
り
組
む
教
師
が
増
え
て
い
っ
た
。

　「
生
徒
の
学
習
習
慣
を
定
期
的
に
測
る
た
め
に
ア

セ
ス
メ
ン
ト
を
活
用
し
た
り
、
生
徒
が
さ
ら
な
る
高

み
を
目
指
せ
る
よ
う
励
ま
し
た
り
す
る
教
師
が
全
学

年
で
目
立
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
指
導
改
善
の
必

要
性
に
つ
い
て
、
教
師
間
で
の
合
意
が
進
ん
だ
こ
と

の
表
れ
で
し
ょ
う
。
そ
う
し
た
変
化
は
、
同
委
員
会

が
積
極
的
に
ア
イ
デ
ア
を
出
し
、
動
い
た
か
ら
こ
そ

生
じ
た
の
だ
と
考
え
て
い
ま
す
」（
小
関
校
長
）

指
導
改
善
に
意
欲
的
な
教
師
の

ア
イ
デ
ア
が
、学
校
を
動
か
す

コ
ア
ス
ク
ー
ル
委
員
（
探
究
学
習
担
当
）

山
梨
達
也
　
や
ま
な
し
・
た
つ
や

教
職
歴
５
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
６
年
目
。「
自
分

で
考
え
て
行
動
で
き
る
社
会
人
に
な
れ
る
よ
う
、
生

徒
を
導
く
こ
と
が
で
き
る
教
師
で
あ
り
た
い
」

教
務
主
任
・
コ
ア
ス
ク
ー
ル
委
員

古
谷
桂
吾
　
ふ
る
や
・
け
い
ご

教
職
歴
19
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
４
年
目
。「『
新
し

い
こ
と
は
や
っ
て
み
な
け
れ
ば
分
か
ら
な
い
』
と
い

う
姿
勢
で
、
挑
戦
を
続
け
て
い
き
た
い
」

校
長小

関
直
樹
　
お
ぜ
き
・
な
お
き

教
職
歴
33
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
３
年
目
。「
生
徒

が
自
分
に
自
信
を
持
て
る
よ
う
、
達
成
感
や
成
就
感

が
得
ら
れ
る
学
校
づ
く
り
に
力
を
入
れ
た
い
」

進
路
主
任
・
コ
ア
ス
ク
ー
ル
委
員
長

露
木
　

隆
　
つ
ゆ
き
・
た
か
し

教
職
歴
13
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
８
年
目
。「
目
の

前
の
生
徒
と
と
も
に
学
び
、
と
も
に
成
長
し
続
け
た

い
」
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19
年
度
、
同
委
員
会
は
、
新
た
に
２
つ
の
取
り
組
み

を
始
め
た
。

　

１
つ
は
、
ど
の
教
師
が
担
任
を
し
て
も
一
定
の
水
準

で
指
導
で
き
る
よ
う
、
３
年
間
の
学
習
指
導
や
進
路
指

導
を
体
系
化
し
た
「
ス
パ
イ
ラ
ル
ア
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

の
策
定
だ
。
18
年
度
か
ら
同
委
員
会
が
中
心
と
な
り
、

先
進
校
の
取
り
組
み
な
ど
を
参
考
に
し
た
試
案
を
作
成

し
、
合
議
を
重
ね
て
形
に
し
て
い
っ
た
。
具
体
的
に
は
、

生
徒
の
学
力
や
学
習
習
慣
の
定
着
度
を
定
期
的
に
測
れ

る
よ
う
、
１
・
２
年
次
に
２
回
ず
つ
、
３
年
次
に
１
回
、

「
高
校
生
の
た
め
の
学
び
の
基
礎
診
断
」
と
し
て
「
ス

タ
デ
ィ
ー
サ
ポ
ー
ト
」
を
実
施
。
学
年
団
・
教
科
団
が

協
働
し
て
そ
の
結
果
を
分
析
し
、
指
導
に
反
映
さ
せ
て

い
く
。
ま
た
、
ス
タ
デ
ィ
ー
サ
ポ
ー
ト
や
模
擬
試
験
、

定
期
考
査
、
文
化
祭
や
体
育
祭
、
進
路
講
話
と
い
っ
た

学
校
行
事
全
般
に
わ
た
っ
て
、
事
前
・
事
後
に
「Classi

」

（
＊
１
）
で
ア
ン
ケ
ー
ト
を
配
信
し
、
目
標
設
定
と
振

り
返
り
を
必
ず
行
わ
せ
る
こ
と
に
し
た
（
図
１
）。
そ

れ
に
は
、
生
活
の
充
実
と
学
習
へ
の
意
欲
喚
起
を
結
び

つ
け
よ
う
と
い
う
大
き
な
ね
ら
い
が
あ
っ
た
。

　「
自
分
で
立
て
た
目
標
で
あ
れ
ば
、
生
徒
は
そ
の

達
成
を
目
指
し
、
計
画
的
に
行
動
し
ま
す
。
思
い
通

り
の
結
果
が
得
ら
れ
れ
ば
、
さ
ら
に
頑
張
ろ
う
と
い

う
意
欲
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
、
結
果
が
不
満
な

ら
ば
、
そ
の
要
因
を
考
え
、
取
り
組
む
方
法
を
工
夫

す
る
き
っ
か
け
に
な
る
で
し
ょ
う
。
ア
セ
ス
メ
ン
ト

や
定
期
考
査
を
軸
に
、
学
校
生
活
の
す
べ
て
を
学
び

と
し
て
捉
え
さ
せ
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
意
識
を
学

習
に
向
け
さ
せ
た
い
と
考
え
ま
し
た
」（
露
木
先
生
）

　

生
徒
が
学
習
計
画
を
練
り
直
す
機
会
と
し
て
面
談
を

重
視
し
、
各
学
年
で
年
４
回
設
定
。
例
え
ば
、
１
・
２

年
生
の
面
談
で
は
、
学
習
習
慣
の
確
立
を
ど
う
図
る
の

か
、
自
分
の
強
み
や
課
題
は
何
な
の
か
、
強
み
を
伸
ば

し
た
り
、
課
題
を
克
服
し
た
り
す
る
た
め
に
、
今
後
ど

の
よ
う
に
学
習
を
進
め
て
い
く
の
か
な
ど
に
つ
い
て
、

生
徒
に
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
さ
せ
る
こ
と
に
し

た
。
生
徒
が
面
談
で
話
し
た
い
内
容
を
整
理
で
き
る
よ

う
、
面
談
の
１
週
間
前
に
は
、
前
回
の
面
談
後
の
学
習

に
お
け
る
成
果
と
課
題
を
振
り
返
ら
せ
る
ア
ン
ケ
ー
ト

をClassi

で
配
信
し
て
い
る
。
低
学
年
の
面
談
で
は
、

生
徒
自
身
に
考
え
さ
せ
る
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
る

と
、
教
務
主
任
で
、
コ
ア
ス
ク
ー
ル
委
員
の
古ふ

る

谷や

桂
吾

先
生
は
話
す
。

　「
教
師
が
改
善
点
を
伝
え
る
の
は
簡
単
で
す
が
、

そ
う
し
た
指
導
で
は
、
生
徒
は
学
習
に
主
体
的
に
な

り
ま
せ
ん
。
本
校
で
は
、
生
徒
が
自
分
の
強
み
や
課

題
を
分
析
し
、
学
習
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
回
せ

る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
そ
う
な

る
ま
で
に
は
時
間
が
か
か
る
た
め
、
低
学
年
か
ら
の

意
識
づ
け
が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
、
教
師
は
面
談

で
生
徒
が
示
し
た
学
習
計
画
に
課
題
を
感
じ
て
も
、

修
正
す
る
よ
う
指
示
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
計
画

を
立
て
た
理
由
な
ど
を
問
い
か
け
、
生
徒
が
課
題
を

自
覚
で
き
る
よ
う
に
促
す
こ
と
に
し
て
い
ま
す
」

　

今
後
は
、
定
期
考
査
や
ス
タ
デ
ィ
ー
サ
ポ
ー
ト
な
ど

の
結
果
か
ら
、
３
年
間
で
つ
け
さ
せ
た
い
学
力
・
学
習

習
慣
を
明
確
に
し
、
そ
れ
を
基
に
各
学
年
に
お
け
る
指

導
の
到
達
目
標
を
設
定
し
よ
う
と
計
画
中
だ
。

　「
学
年
の
到
達
目
標
を
定
め
る
こ
と
で
、
教
師
は

各
学
期
の
指
導
で
何
を
目
指
す
の
か
も
見
え
て
き
ま

す
。
各
学
期
の
目
標
を
達
成
で
き
る
よ
う
、
日
々
の

指
導
に
力
を
入
れ
、
そ
の
成
果
を
定
期
考
査
や
ア
セ

ス
メ
ン
ト
で
し
っ
か
り
測
ろ
う
と
す
る
で
し
ょ
う
。

そ
う
し
て
、
指
導
と
評
価
の
一
体
化
を
実
現
さ
せ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」（
露
木
先
生
）

何事についても自律的に PDCA サイクルを回せる生徒の育成を目指し、あらゆる教育活
動を通して目標設定と振り返りをさせるべく、３年間を見通した「Classi」のアンケートの
配信計画を練り上げた。項目は、新しい調査書で拡充されることが予定されている「指導
上参考となる諸事項」の欄に対応させ、６つとした。

項目
　　　　　　時期 ４月 ５月 ６月

❶学習における特徴等 • 学びの基礎診断の
　振り返り

• 中間考査の目標・計画設定 
• 中間考査の振り返り

❷行動の特徴等
•HR デーの振り返り • 思春期セミナーの振り返り 

• 野球定期戦の応援の振り返り 
•文化祭の目標設定等

•文化祭の振り返り

❸部活動、
　ボランティア活動等

• 環境美化活動の振り返り

❹取得資格、検定等

❺表彰・顕彰等の記録

❻その他
• 進路希望調査 
•二者面談事前アンケート 
•二者面談の振り返り

• 学習実態調査

目
標
設
定
と
振
り
返
り
を
徹
底
し
、

自
ら
学
び
に
向
か
う
生
徒
を
育
成

１年次での「Classi」のアンケート配信計画（抜粋）図１

＊１　株式会社ベネッセホールディングスとソフトバンク株式会社の合弁会社である Classi 株式会社が提供する、学校教育でのＩＣＴ活用を総合的に支援するサービス。

＊学校資料を基に編集部で作成。
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も
う
１
つ
の
取
り
組
み
は
、
生
徒
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
＊

２
）
の
目
標
を
基
に
テ
ー
マ
を
設
定
し
て
行
う
「
探
究

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
策
定
だ
（
図
２
）。
19
年
度
は
１
・
２

年
次
の
み
で
行
う
が
、
20
年
度
か
ら
は
全
学
年
で
の
実

施
を
予
定
し
て
い
る
と
、
コ
ア
ス
ク
ー
ル
委
員
の
山
梨

達
也
先
生
は
語
る
。

　
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
は
日
常
生
活
と
の
か
か
わ
り

が
深
い
た
め
、
生
徒
は
国
際
的
な
課
題
を
自
分
事
と

し
て
捉
え
や
す
い
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
そ
う
し
た
課

せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
生
徒
同
士
で
レ
ポ
ー
ト

を
読
み
合
え
ば
、
参
加
し
て
い
な
い
大
学
の
様
子
も

分
か
り
、大
学
選
び
の
参
考
に
な
る
で
し
ょ
う
」（
露

木
先
生
）

　

同
委
員
会
が
推
進
し
て
き
た
一
連
の
取
り
組
み
に
よ

り
、
生
徒
は
学
習
意
欲
を
高
め
る
と
と
も
に
、
や
り
た

い
こ
と
に
積
極
的
に
挑
戦
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
「
何
事
に
も
主
体
的
に
向
き
合
い
、
自
分
で
定
め

た
目
標
の
達
成
に
向
け
て
力
を
尽
く
す
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
本
校
で
は
、
最
難
関
国
立
大
の
合
格
者
が

増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
も
、
生
徒
が
粘
り

強
く
学
習
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
の
表
れ
だ
と
考

え
て
い
ま
す
」（
古
谷
先
生
）

　

今
後
は
、
取
り
組
み
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
て
い
く
。

例
え
ば
、
20
年
度
の
「
探
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
は
、
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
と
関
連
し
た
研
究
に
力
を
入
れ
て
い
る

大
学
教
員
を
招
き
、
生
徒
に
探
究
方
法
な
ど
を
個
別
に

ア
ド
バ
イ
ス
し
て
も
ら
う
予
定
だ
。

　
「
い
ず
れ
は
、
現
在
の
指
導
改
善
を
推
進
し
て
い

る
教
師
が
異
動
し
た
り
、
本
校
が
静
岡
県
教
育
委
員

会
の
事
業
の
指
定
校
で
な
く
な
っ
た
り
す
る
こ
と
も

あ
る
で
し
ょ
う
。
そ
れ
で
も
指
導
改
善
を
継
続
し
て

い
く
た
め
に
は
、
教
師
間
で
課
題
意
識
を
共
有
す
る

と
と
も
に
、
保
護
者
や
外
部
機
関
と
の
連
携
強
化
が

欠
か
せ
ま
せ
ん
。
今
後
も
情
報
発
信
に
力
を
入
れ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」（
小
関
校
長
）

題
に
取
り
組
み
な
が
ら
視
野
を
広
げ
、
多
様
な
選
択

肢
の
中
か
ら
、
自
分
が
学
び
た
い
学
問
や
、
社
会
で

や
り
た
い
こ
と
を
見
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ

し
い
と
い
う
思
い
も
あ
り
ま
し
た
」

　

同
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
軸
を
担
う
の
が
、
異
学
年
間
の

交
流
の
機
会
で
あ
る
２
学
年
合
同
で
の
活
動
だ
。
ま
ず
、

１
年
生
は
１
月
に
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
の
中
か
ら
関
心

の
あ
る
も
の
を
１
つ
選
択
。
同
じ
目
標
を
選
ん
だ
生
徒

同
士
で
ペ
ア
を
組
み
、
目
標
に
関
連
し
た
探
究
テ
ー
マ

を
設
定
す
る
。
そ
し
て
、
１
年
次
に
似
た
探
究
テ
ー
マ

を
設
定
し
た
２
年
生
の
ペ
ア
と
４
人
１
組
の
グ
ル
ー
プ

に
な
り
、
２
年
生
・
３
年
生
に
進
級
後
の
９
月
ま
で
、

週
１
回
の
協
働
学
習
を
行
う
。
そ
の
活
動
ス
タ
イ
ル
は
、

山
梨
先
生
が
部
活
動
を
ヒ
ン
ト
に
考
案
し
た
。

　
「
私
が
顧
問
を
務
め
る
吹
奏
楽
部
で
は
、
上
級
生

が
下
級
生
に
手
本
を
示
す
場
面
が
多
く
あ
り
ま
す
。

上
級
生
は
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る
中
で
、
自

分
の
演
奏
を
振
り
返
り
、気
づ
き
を
得
る
よ
う
で
す
。

ま
た
、
上
級
生
の
姿
に
刺
激
を
受
け
、
練
習
に
よ
り

意
欲
的
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
る
下
級
生
が
目
立
ち

ま
す
。
探
究
学
習
で
も
、
異
学
年
の
生
徒
間
の
交
流

を
通
し
て
学
び
を
深
め
さ
せ
よ
う
と
考
え
ま
し
た
」

　

２
・
３
年
次
の
夏
季
休
業
期
間
に
は
、
グ
ル
ー
プ
の

４
人
そ
れ
ぞ
れ
が
、
探
究
テ
ー
マ
と
密
接
に
か
か
わ
る

研
究
を
行
っ
て
い
る
大
学
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に

参
加
。
９
月
に
は
、
そ
こ
で
得
た
学
び
や
気
づ
き
を
一

人
ひ
と
り
が
レ
ポ
ー
ト
に
ま
と
め
る
予
定
だ
。

　
「
同
じ
テ
ー
マ
で
も
、
多
様
な
研
究
の
あ
り
方
が

あ
る
こ
と
を
学
べ
る
よ
う
、
異
な
る
大
学
を
訪
問
さ

静岡県立焼津中央高校

地
域
か
ら
求
め
ら
れ
る
学
校
で

あ
り
続
け
る
た
め
に

２年次のハワイへの修学旅行も「探究プログラム」の一環として位置づけ、日
本との文化の違いなどと向き合わせる。　　　　　＊学校資料を基に編集部で作成。

国
際
的
な
課
題
と
向
き
合
わ
せ
、

生
徒
の
進
路
へ
の
視
野
を
広
げ
る

「探究プログラム」の流れ図２

＊２　Sustainable Development Goals の略。２０１５年に国連が掲げた、持続可能な開発目標のこと。「貧困をなくそう」「飢餓をゼロに」など、１７の目標と１６９のターゲッ
トから成る。

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

１
年
次

探究の基礎的な知識・技能の習得

探究学習

２
年
次

探究学習
大
学
訪
問

情
報
交
換
レ
ポ
ー
ト
作
成

修
学
旅
行
の

事
前
学
習

修
学
旅
行

修
学
旅
行
の

事
後
学
習

３
年
次
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兵
庫
県
立
川
西
明
峰
高
校
は
、
１
学
年
の
約
半
数
が

大
学
・
短
大
に
進
学
す
る
学
校
だ
。
以
前
は
、
国
公
立

大
学
や
難
関
私
立
大
学
の
合
格
者
を
数
多
く
出
し
て
い

た
が
、
県
立
高
校
入
試
に
お
け
る
複
数
志
願
制
の
導
入

や
学
区
拡
大
な
ど
に
よ
り
、
入
学
者
の
学
力
の
幅
が
拡

大
。
そ
の
影
響
で
進
学
実
績
が
伸
び
悩
ん
だ
こ
と
を
受

け
、
生
徒
の
変
化
に
応
じ
た
学
習
指
導
や
進
路
指
導
の

確
立
が
課
題
だ
っ
た
。

　

た
だ
、
そ
れ
以
上
に
教
師
が
課
題
に
感
じ
て
い
た
の

は
、
自
己
肯
定
感
や
自
己
有
用
感
が
低
い
生
徒
が
少
な

く
な
い
こ
と
だ
っ
た
。
教
育
情
報
部
長
の
吉
澤
孝
雄
先

生
は
、
次
の
よ
う
に
語
る
。

自主・創造・礼節・友愛を理念と
する。2017年度からユネスコス
クール加盟に向けた改革に着手。
「高校生心のサポートシステム研
究開発校」「県立高校特色づくり
推進事業」を推進中。野球部は甲
子園出場経験もある強豪。

設立	 1976（昭和51）年

形態	 全日制／普通科／共学

生徒数	 １学年約 280人

２０１９年度進路実績（現役のみ）　公立大は、都留文科大に１人が合
格。私立大は、追手門学院大、関西大、近畿大、関西学院大、甲
南女子大、神戸学院大などに延べ122 人が合格。短大、専門学校
進学114人。就職16人。

住所	 〒 666-0006　兵庫県川西市萩原台西 2-324

電話	 072-757-8826

Web site	 	http://www.hyogo-c.ed.jp/~meiho-hs/

No.261

P R O F I L E

個
に
応
じ
た
生
徒
指
導
に

力
を
入
れ
る

ユ
ネ
ス
コ
の
精
神
に
の
っ
と
っ
た

学
校
改
革
に
よ
り
、
生
徒
が

自
分
に
誇
り
を
持
て
る
学
校
に

兵
庫
県
立
川
西
明
峰
高
校

Ｅ
Ｓ
Ｄ
を
軸
に
し
た
学
校
改
革

変革のステップ

•高校入試における複数志願制の導入や学区拡大な
どにより、入学者の学力の幅が広がり、その影響
で進学実績が伸び悩む。自己肯定感・有用感が
低く、チャレンジする意欲を持てない生徒が少な
くなかった

背景と課題

実践内容

• 教師がＥＳＤの意義を理解し、改革を推進

•地域の課題に関心を持ち、自信を持ってチャレンジ
できる生徒が増えた

成果と展望

•ユネスコスクールを目指す　生徒の自己肯定感を
高めるためにＥＳＤを軸にした学校改革を行い、学
校の特色化を図った

•すべての教育活動とＳＤＧｓ（＊１）の関連を整理
全教科・科目のシラバスに SDGsの 17 分野との関
連性を明記。各行事とのかかわりも明確にした

•グローカルな取り組み　持続可能な開発のための
教育（ＥＳＤ、＊２）に基づいて改革。グローバル
精神を涵養するとともに、ボランティアや地域連携
を通して、ローカルへの視野を広げる

＊１　Sustainable Development Goals の略。2015 年に国連が掲げた、持続可能な開発目標のこと。「貧困をなくそう」「飢餓をゼロに」など、17の目標と169 のターゲッ
トから成る。
＊２　Education for Sustainable Development の略。「持続可能な開発のための教育」と訳される。環境、貧困、人権、平和、開発などの様々な課題を自らの問題として捉え、 
身近なところから取り組んで問題の解決につながる新たな価値観や行動を生み出すことにより、持続可能な社会の創造を目指す学習や活動のこと。 
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「
本
当
に
行
き
た
い
大
学
や
専
門
学
校
が
あ
っ
て

も
、
楽
に
実
現
す
る
進
路
を
選
択
す
る
な
ど
、
何
を

し
よ
う
に
も
『
自
分
に
は
無
理
』
と
言
っ
て
、
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
な
い
生
徒
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
生
徒
の
自
己
肯
定
感
を
高
め
、
夢
や
希
望
を
持

っ
て
進
路
を
実
現
す
る
姿
勢
を
養
う
と
と
も
に
、
生

徒
が
自
分
に
誇
り
を
持
て
る
学
校
を
築
く
こ
と
が
必

要
で
し
た
」

　

ま
ず
は
、
生
徒
と
の
信
頼
関
係
の
構
築
を
第
一
に
考

え
た
。「
明
峰
の
生
徒
は
こ
う
あ
る
べ
き
」
と
い
っ
た

一
律
の
理
想
像
を
押
し
つ
け
る
の
で
は
な
く
、
生
徒
一

人
ひ
と
り
の
個
性
や
考
え
方
、
特
性
を
踏
ま
え
た
「
個

に
応
じ
た
指
導
」
を
、
教
師
一
人
ひ
と
り
が
意
識
し
て

生
徒
指
導
に
あ
た
っ
た
。

　

た
だ
、
生
徒
が
自
分
に
誇
り
を
持
て
る
学
校
に
す
る

学
校
改
革
を
し
た
い
と
い
う
教
師
の
思
い
は
あ
っ
た

が
、
生
徒
指
導
に
時
間
を
割
く
日
々
が
続
き
、
学
校
改

革
の
足
取
り
は
重
か
っ
た
。

　

転
機
が
訪
れ
た
の
は
、
２
０
１
７
年
４
月
の
こ
と
だ

っ
た
。
安
岡
久
志
前
校
長
が
赴
任
し
、
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク

ー
ル
へ
の
加
盟
を
目
指
す
こ
と
を
宣
言
し
た
の
だ
。
ユ

ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
は
、
ユ
ネ
ス
コ
憲
章
に
示
さ
れ
た
理

念
を
実
現
す
る
た
め
に
平
和
や
国
際
連
携
を
推
進
す
る

学
校
の
こ
と
で
、
持
続
可
能
な
開
発
の

た
め
の
教
育
（
Ｅ
Ｓ
Ｄ
）
を
行
う
。
安

岡
前
校
長
か
ら
託
さ
れ
た
思
い
を
、
中

川
透
校
長
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

　
「『
自
分
た
ち
の
学
校
は
、
ユ
ネ
ス

コ
ス
ク
ー
ル
だ
』
と
い
う
自
覚
を
持

つ
こ
と
で
得
ら
れ
る
自
己
肯
定
感
、

地
域
や
世
界
の
問
題
解
決
に
向
け
て

活
動
す
る
こ
と
に
よ
る
自
己
有
用
感
、

そ
し
て
、
自
分
た
ち
に
も
地
域
や
世

界
を
変
え
る
何
か
が
で
き
る
と
い
う

自
己
効
力
感
を
高
め
た
い
と
い
う
思

い
か
ら
、
加
盟
を
目
指
し
ま
し
た
。

生
徒
同
士
、
生
徒
と
教
師
が
対
等
に

学
び
合
い
な
が
ら
、
世
界
や
地
域
に

目
を
向
け
、
持
続
可
能
な
未
来
を
切

り
開
く
意
欲
を
育
む
こ
と
が
、
本
校
の
目
指
す
教
育

で
す
」

　

17
年
８
月
、
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
加
盟
の
審
査
対
象

と
な
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
ス
ク
ー
ル
に
認
定
さ
れ
、
学
校
改

革
が
始
ま
っ
た
。
ま
ず
着
手
し
た
の
は
、「
総
合
的
な

学
習
の
時
間
」
や
地
域
連
携
、
国
際
理
解
教
育
な
ど
、

今
行
っ
て
い
る
教
育
活
動
を
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
観
点
か
ら
整
理

し
、
可
視
化
す
る
こ
と
だ
っ
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
取

り
組
み
の
新
た
な
価
値
を
見
い
だ
し
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
も

結
び
つ
け
る
こ
と
で
、
教
育
の
質
の
向
上
を
図
ろ
う
と

考
え
た
の
だ
（
図
１
）。

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念
を
教
育
活
動
に
落
と
し
込
む
工
夫

の
１
つ
と
し
て
行
っ
た
の
が
、
シ
ラ
バ
ス
の
改
訂
だ
。

各
教
科
・
科
目
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
関
係
を

シ
ラ
バ
ス
に
示
し
学
ぶ
意
味
を
伝
え
る

企
画
広
報
部
Ｇ
Ｃ
・
Ａ
Ｓ
Ｐ
ｎ
ｅ
ｔ
（
＊
３
）委
員
長

松
井
健
太
朗
　
ま
つ
い
・
け
ん
た
ろ
う

教
職
歴
７
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
３
年
目
。「
想
像

力
と
創
造
力
を
大
切
に
。
潜
在
的
な
『
ど
う
せ
』

と
い
う
思
い
込
み
の
壁
を
な
く
し
た
い
」

キ
ャ
リ
ア
推
進
部
長

桜
井
英
樹
　
さ
く
ら
い
・
ひ
で
き

教
職
歴
35
年
。
母
校
に
赴
任
し
て
５
年
目
。「
生
徒

の
夢
に
寄
り
添
い
、
そ
の
実
現
の
た
め
に
と
も
に

歩
む
」

校
長中

川
　

透
　
な
か
が
わ
・
と
お
る

教
職
歴
37
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
１
年
目
。「
生
徒

と
と
も
に
自
分
も
成
長
す
る
べ
し
。
生
徒
を
動
か

し
、
生
徒
の
力
を
伸
ば
す
。
教
育
が
平
和
を
生
む
」

主
幹
教
諭
、
教
育
情
報
部
長

吉
澤
孝
雄
　
よ
し
ざ
わ
・
た
か
お

教
職
歴
28
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
３
年
目
。「
学
び

の
楽
し
さ
を
伝
え
る
た
め
、
生
徒
と
と
も
に
学
び

続
け
る
教
師
で
あ
り
た
い
」

＊３　ユネスコスクール・プロジェクト・ネットワークの略称。

ユネスコスクール加盟に向けた取り組み図1

＊学校資料をそのまま掲載。
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各
教
科
・
科
目
で
学
ぶ
内
容
が
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
ど
の
目

標
に
関
連
し
て
い
る
か
を
シ
ラ
バ
ス
に
示
し
た
の
で
あ

る
。
例
え
ば
、「
国
語
総
合
Ａ
」
は
「
質
の
高
い
教
育

を
み
ん
な
に
」「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
実
現
し
よ
う
」「
人

や
国
の
不
平
等
を
な
く
そ
う
」「
平
和
と
公
正
を
す
べ

て
の
人
に
」
に
、「
数
学
Ａ
」
は
「
質
の
高
い
教
育
を

み
ん
な
に
」
と
「
産
業
と
技
術
革
新
の
基
盤
を
つ
く
ろ

う
」
に
関
連
づ
け
た
。

　
「
学
習
内
容
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
関
連
を
シ
ラ
バ
ス
に

明
記
す
る
こ
と
で
、
教
師
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
意
識
し
て

授
業
を
行
い
ま
す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
生
徒
は

授
業
が
世
界
を
変
え
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
意
識
で

き
、
目
的
を
持
っ
て
学
び
に
向
か
え
る
と
考
え
ま
し

た
」（
中
川
校
長
）

　

体
育
大
会
や
文
化
祭
、
進
路
講
演
会
な
ど
の
行
事
に

つ
い
て
も
、
一
つ
ひ
と
つ
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
ど
の
目
標
に

関
連
す
る
の
か
、
準
備
の
場
面
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
し

て
生
徒
に
語
り
か
け
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
の
結
び
つ
き
を
意

識
し
て
取
り
組
め
る
よ
う
に
し
た
。

　

具
体
的
な
取
り
組
み
は
、Ｅ
Ｓ
Ｄ
を
象
徴
す
る「think 

globally, act locally

」
の
精
神
に
の
っ
と
り
、
グ
ロ
ー

バ
ル
と
ロ
ー
カ
ル
を
両
輪
に
進
め
て
い
る
。
地
球
規
模

の
問
題
を
自
ら
の
問
題
と
し
て
捉
え
、
身
近
な
と
こ
ろ

か
ら
取
り
組
む
こ
と
が
、
問
題
解
決
に
つ
な
が
る
新
し

い
価
値
観
や
行
動
を
生
み
出
す
と
い
う
考
え
方
だ
。

　

そ
こ
で
、
生
徒
が
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
問
題
を
考
え

ら
れ
る
よ
う
、
地
域
と
協
働
で
行
う
の
が
「
明
峰
の
学

び
」だ
。
そ
れ
は
、14
年
度
に「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」

の
一
環
と
し
て
始
ま
っ
た
地
域
人
材
に
よ
る
教
養
講
座

で
、
同
校
の
教
師
、
大
学
教
授
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
方
な

ど
を
講
師
と
し
て
、25
講
座
を
開
講
し
て
い
る
（
＊
4
）。

　

対
象
は
１
・
２
年
生
で
、
ク
ラ
ス
・
学
年
を
超
え
て

希
望
の
講
座
を
１
つ
受
講
す
る
。
各
講
座
は
４
回
で
構

成
。
例
え
ば
、
車
い
す
の
体
験
で
は
、
車
い
す
に
乗
っ

て
校
外
に
出
て
、
自
動
販
売
機
で
ジ
ュ
ー
ス
を
買
う
。

そ
れ
だ
け
の
行
為
の
中
で
も
、
生
徒
は
「
段
差
が
怖

か
っ
た
」「
小
銭
を
入
れ
る
位
置
が
高
く
て
苦
労
し
た
」

と
い
っ
た
感
想
を
持
ち
、
課
題
意
識
が
生
ま
れ
る
。
ま

た
、
２
〜
３
時
間
か
け
て
学
校
に
通
学
す
る
と
い
う
ネ

パ
ー
ル
の
教
育
事
情
を
知
り
、
学
ぶ
こ
と
の
意
味
を
自

問
す
る
生
徒
も
い
る
。
１
月
に
は
、
そ
れ
ら
の
学
び
を

基
に
、
講
座
で
学
ん
だ
こ
と
や
感
じ
た
こ
と
を
レ
ポ
ー

ト
に
ま
と
め
、
２
月
に
発
表
会
を
行
う
。

　

生
徒
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
９
割
以
上
が
講
座
の
内
容

に
満
足
し
、
興
味
・
関
心
が
高
ま
っ
た
と
回
答
し
て
い

る
。
キ
ャ
リ
ア
推
進
部
長
の
桜
井
英
樹
先
生
は
、
同
講

座
の
成
果
を
次
の
よ
う
に
語
る
。

　
「
自
分
の
知
ら
な
い
世
界
を
見
て
、
体
験
し
て
、

視
野
を
広
げ
る
こ
と
が
、
本
講
座
の
ね
ら
い
で
す
。

最
初
は
関
心
が
な
く
て
も
、
面
白
か
っ
た
、
視
野
が

広
が
っ
た
と
い
う
生
徒
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
関

心
の
な
か
っ
た
こ
と
に
魅
力
を
見
つ
け
る
経
験
が
、

様
々
な
も
の
に
興
味
・
関
心
を
持
つ
き
っ
か
け
に
な

る
と
期
待
し
て
い
ま
す
」

　

ま
た
、
生
徒
の
自
己
有
用
感
を
高
め
る
た
め
に
、
地

域
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
機
会
も
多
く
提
供
し
て

い
る
。
地
域
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
、
幼
稚
園
児
と
の
凧

揚
げ
大
会
や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
小
・
中
学
校
を
訪

れ
て
行
う
学
習
支
援
な
ど
だ
。
そ
れ
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
は
希
望
制
で
、
参
加
は
生
徒
の
自
主
性
に
任
せ

て
い
る
が
、
多
く
の
生
徒
が
参
加
し
て
い
る
。

　

一
連
の
取
り
組
み
の
中
で
最
大
の
改
革
は
、Ｇ
Ｃ
（
グ

ロ
ー
バ
ル
・
キ
ャ
リ
ア
）類
型（
＊
５
）の
見
直
し
だ
。Ｇ

Ｃ
類
型
は
、国
内
外
で
活
躍
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の

育
成
を
目
的
に
設
置
さ
れ
た
類
型
で
、海
外
の
姉
妹
校

と
の
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
交
流
、韓
国
語
・
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
語
に
よ
る
多
言
語
教
育
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。同

校
の
特
色
と
な
る
類
型
で
あ
り
、ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル

を
目
指
す
上
で
も
、Ｇ
Ｃ
類
型
の
改
革
は
急
務
だ
っ
た
。

　

18
年
度
、
Ｇ
Ｃ
類
型
の
統
括
責
任
者
に
就
任
し
た
企

画
広
報
部
の
松
井
健
太
朗
先
生
は
、
次
の
よ
う
に
語
る
。

　
「
Ｇ
Ｃ
類
型
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
見
た
時
、
３
年

間
を
通
し
て
育
て
た
い
生
徒
像
が
明
確
で
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
そ
の
た
め
、
学
年
団
や
指
導
す
る
教

師
に
よ
っ
て
指
導
に
ぶ
れ
が
生
じ
、
生
徒
も
自
分
に

ど
の
よ
う
な
資
質
・
能
力
が
身
に
つ
く
の
か
と
い
う

見
通
し
が
持
て
て
い
な
い
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。
生

徒
が
Ｇ
Ｃ
類
型
に
何
を
求
め
て
い
る
の
か
、
教
師
は

ど
の
よ
う
な
生
徒
を
育
て
て
い
く
の
か
と
い
っ
た
点

を
明
確
化
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
」

　

松
井
先
生
が
改
革
に
向
け
て
最
初
に
行
っ
た
の
は
、

学
校
の
特
色
と
な
る

Ｇ
Ｃ
類
型
の
改
革

ユ
ネ
ス
コ
の
精
神
に
の
っ
と
り
、

グ
ロ
ー
カ
ル
の
問
題
に
取
り
組
む

＊４　2018年度は、保育、プログラミング、絵本、介護支援、手話、点字、車イス体験、災害・防災、子どもの貧困などのテーマで実施された。
＊5　ＧＣ類型の募集人員は入学定員の10％で、小論文・面接・英語実技による特色選抜入試で選抜。２年生からは、複数志願選抜で入学した生徒たちも、ＧＣ類型に進む
ことができる。
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生
徒
と
の
面
談
だ
。

　「
生
徒
不
在
の
学
校
改
革
は
あ
り
得
ま
せ
ん
。
常

に
生
徒
と
の
対
話
を
重
視
し
、
小
さ
な
声
に
も
耳
を

傾
け
な
が
ら
、
生
徒
と
の
か
か
わ
り
の
中
で
あ
ら
ゆ

る
教
育
活
動
を
進
め
ま
し
た
。
Ｇ
Ｃ
類
型
の
改
革
に

つ
い
て
も
、
ま
ず
は
生
徒
の
声
を
反
映
さ
せ
た
い
と

考
え
ま
し
た
」（
松
井
先
生
）

　

松
井
先
生
は
、
18
年
４
月
か
ら
１
か
月
半
に
わ
た
っ

て
、
Ｇ
Ｃ
類
型
を
選
択
し
た
２
年
生
約
60
人
に
面
談
を

実
施
。
Ｇ
Ｃ
類
型
を
選
択
し
た
理
由
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、

「
進
学
に
有
利
だ
と
聞
い
た
」「
英
語
が
話
せ
る
よ
う
に

な
り
た
い
」
な
ど
、
様
々
な
声
が
上
が
っ
た
。
さ
ら
に
、

各
学
年
団
に
対
し
て
、
Ｇ
Ｃ
類
型
に
ふ
さ
わ
し
い
生
徒

像
に
つ
い
て
調
査
。
そ
れ
ら
の
結
果
を
基
に
Ｇ
Ｃ
類
型

の
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ポ
リ
シ
ー
（
Ａ
Ｐ
。
求
め
る
生

徒
像
）
を
打
ち
出
し
た
（
図
２
）。
Ａ
Ｐ
は
、
特
色
選
抜

入
試
に
も
反
映
し
、
小
論
文
に
は
、
主
体
性
を
発
揮
し

た
経
験
や
入
学
後
の
抱
負
に
つ
い
て
尋
ね
る
問
い
が
設

け
ら
れ
た
。

革
に
肯
定
的
な
声
が
聞
こ
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
、
平
和
と
公
正
、
不
平
等

の
是
正
な
ど
を
目
指
す
ユ
ネ
ス
コ
の
精
神
と
、安
全
・

安
心
な
学
校
づ
く
り
、
教
師
と
生
徒
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
や
協
働
の
大
切
さ
を
追
究
し
て
き
た
本

校
の
教
育
活
動
が
根
底
で
つ
な
が
っ
て
い
る
と
、
研

修
な
ど
を
通
じ
て
感
じ
取
っ
た
先
生
方
が
多
か
っ
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
生
徒
指
導
を
大
切
に
す

る
本
校
が
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
を
目
指
す
こ
と
に
矛

盾
は
な
い
と
、
私
た
ち
教
師
が
気
づ
い
た
こ
と
が
、

改
革
を
推
進
さ
せ
る
力
に
な
っ
た
の
だ
と
思
い
ま

す
」（
吉
澤
先
生
）

　

改
革
に
自
信
が
持
て
た
こ
と
で
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
や

探
究
学
習
の
導
入
な
ど
、
自
ら
授
業
改
善
に
取
り
組
む

教
師
が
増
え
た
。
生
徒
も
視
野
が
広
が
り
、
社
会
課
題

を
身
近
に
考
え
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
て
い

る
。
探
究
学
習
の
成
果
を
生
か
し
て
Ａ
Ｏ
入
試
で
大
学

に
合
格
す
る
生
徒
も
出
る
な
ど
、
生
徒
が
自
己
肯
定
感

を
高
め
る
様
子
が
少
し
ず
つ
見
え
て
き
た
と
い
う
。

　

今
後
の
課
題
は
、
校
内
に
Ｅ
Ｓ
Ｄ
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
意

義
を
さ
ら
に
浸
透
さ
せ
、
地
域
の
拠
点
校
と
し
て
ユ
ネ

ス
コ
の
精
神
を
普
及
し
て
い
く
こ
と
だ
。

　「
ユ
ネ
ス
コ
の
理
念
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
教

育
活
動
の
成
果
を
学
校
内
に
と
ど
め
る
の
で
は
な

く
、
校
外
に
積
極
的
に
発
信
し
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
教
師
・
生
徒
が
自
分
た
ち
の
言
葉
で
Ｅ
Ｓ
Ｄ

の
価
値
を
発
信
で
き
る
よ
う
、
さ
ら
な
る
普
及
と
教

育
環
境
の
整
備
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
」（
松
井
先
生
）

　

世
界
を
身
近
に
考
え
ら
れ
る
よ
う
、
生
徒
も
教
師
も

海
外
と
の
交
流
を
充
実
さ
せ
、
学
び
あ
い
を
行
っ
て
い

る
。
例
え
ば
、
18
年
6
月
に
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
生
徒

を
、
10
月
に
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
姉
妹
校
の
生
徒
を

招
き
、
対
面
に
よ
る
交
流
を
実
現
。
19
年
３
月
に
は
海

外
か
ら
の
大
学
生
と
英
語
漬
け
の
校
内
キ
ャ
ン
プ
を
３

日
間
実
施
し
た
。
教
師
を
、
２
年
連
続
で
韓
国
や
中
国

の
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
に
派
遣
。
19
年
１
月
に
は
、
韓

国
の
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
関
係
教
職
員
を
受
け
入
れ
た
。

　

ま
た
、
18
年
度
か
ら
Ｇ
Ｃ
類
型
の
２
年
次
必
修
科
目

「
Ｇ
Ｃ
Ⅰ
」
で
、
探
究
学
習
を
行
う
こ
と
に
し
た
。
そ

の
研
究
成
果
は
、
18
年
度
、
大
学
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
や

兵
庫
県
教
育
委
員
会
主
催
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど
で
発
表

し
、
同
校
と
し
て
初
め
て
、
甲
南
大
学
の
探
究
活
動
発

表
会
で
入
賞
を
果
た
し
た
。

　「
Ｇ
Ｃ
類
型
の
取
り
組
み
で
本
校
が
目
指
し
て
い

る
の
は
、社
会
や
人
生
に
向
か
う
態
度
の
育
成
で
す
。

不
確
実
性
の
高
い
社
会
に
お
い
て
、
自
分
で
進
む
べ

き
道
を
選
び
、
自
分
の
可
能
性
を
切
り
開
く
力
を
つ

け
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」（
松
井
先
生
）

　

安
岡
前
校
長
が
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
を
目
指
す
と
宣

言
し
た
当
初
、
教
師
た
ち
は
戸
惑
っ
た
と
い
う
。
中
で

も
多
か
っ
た
の
は
、
生
徒
指
導
が
大
変
な
状
況
で
、
新

し
い
こ
と
に
取
り
組
む
余
裕
は
な
い
と
い
っ
た
声
だ
っ

た
。
し
か
し
、
研
修
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
重
ね
、
Ｅ

Ｓ
Ｄ
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
意
義
が
浸
透
す
る
に
つ
れ
て
、
改

兵庫県立川西明峰高校

1 授業を中心としたあらゆる教育
活動に主体的に取り組み、学校・
学年の代表を担う生徒

2 国内外を問わず様々な人と連携・
協働し、積極的にコミュニケー
ションを行う資質を有する生徒

3 人文・社会科学における基本的
な理解を深め、論理的思考力を
鍛えることによって、科学的に
考察し、英語と ICT を用いて表
現する能力や態度を身につける
意欲のある生徒

＊学校資料を基に編集部で作成。

学
校
教
育
で
Ｅ
Ｓ
Ｄ
に
取
り
組
む

意
義
を
見
い
だ
し
た
教
師
た
ち

アドミッション・ポリシー図２
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東
京
都
・
私
立
佼
成
学
園
中
学
高
校
で
は
、

３
年
生
で
の
志
望
校
検
討
会
を
６
、
12
、１

月
に
実
施
し
て
い
る
。生
徒
の
学
力
や
志
望

校
の
合
格
可
能
性
な
ど
、担
任
が
進
路
指
導

や
学
習
指
導
に
活
用
で
き
る
情
報
を
共
有
す

る
こ
と
が
目
的
だ
。た
だ
、多
面
的
・
総
合
的

評
価
の
入
試
の
拡
大
で
、学
力
と
い
う
定
量

デ
ー
タ
だ
け
を
用
い
た
検
討
に
限
界
を
感
じ

始
め
て
い
た
。加
え
て
、入
試
方
式
の
複
雑
化

に
伴
い
、指
導
に
必
要
な
デ
ー
タ
は
増
え
る

が
、す
べ
て
を
資
料
に
す
る
こ
と
は
難
し
く
、

検
討
会
の
所
要
時
間
も
増
加
し
て
い
た
。検

討
会
を
効
率
的
に
進
め
る
た
め
に
は
、
ど
う

す
れ
ば
よ
い
の
か
、
ま
た
、
ど
う
す
れ
ば
検

討
会
後
に
担
任
が
行
う
面
談
で
役
立
つ
情
報

が
共
有
で
き
る
の
か
が
課
題
だ
っ
た
。

検討メンバー

改良！指
導ツール

東京都・私立
佼成学園女子中学高校
佼成学園中学高校

西村準吉
にしむら・じゅんきち

北海道旭川東高校　

花尻健明
はなじり・たけあき

埼玉県・私立
武南中学校・高校

岡本眞一郎
おかもと・しんいちろう

自校の指導ツールを他校の教師とともに検討し、各校の生徒特性に合った形へ
改善を図る本コーナー。今回は、生徒一人ひとりの希望進路の実現を後押し
するための志望校検討会で活用する資料について議論した。

担
任
が
指
導
に
活
用
で
き
る
情
報

を
出
し
合
え
る
検
討
会
に
し
た
い

ツール 提供者

東京都・私立
佼
こ う せ い

成学園女子中学高校
佼成学園中学高校
西村準吉先生提供
「志望校検討会資料」

Before

多面的・総合的評価の入試に
対応できるよう、現状の検討
会資料を見直したい
検討課題が絞られず、会議時
間が長時間にわたってしまう
検討会で教師たちから出され
た情報を、担任が活用できる
形で残したい

課題

1

2

3

模擬試験①

模擬試験②

模擬試験③

模擬試験④

模擬試験⑤ 模擬試験⑥

模擬試験⑦

高２【20XX年度】成績

高１【20XX年度】成績

中学【20XX〜 20XX年度】成績

志望校判定
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生
徒
の
課
題
に
沿
っ
て
情
報
を
出
し
合
い

な
が
ら
今
後
の
指
導
の
方
向
性
を
検
討
し
、

そ
の
一
連
の
結
果
を
検
討
会
に
出
席
し
た
教

師
そ
れ
ぞ
れ
が
記
入
す
る
シ
ー
ト
を
開
発
す

る
こ
と
に
し
た
。
シ
ー
ト
に
は
、
従
来
の
検

討
会
資
料
上
の
分
析
す
べ
き
項
目
を
あ
ら
か

じ
め
記
載
。
加
え
て
、
部
活
動
引
退
後
の
学

習
の
様
子
な
ど
、
３
年
生
の
２
学
期
の
検
討

会
で
共
有
す
べ
き
だ
が
、
数
値
だ
け
で
は
読

み
取
る
こ
と
の
で
き
な
い
項
目
も
記
載
す
る
。

各
教
師
か
ら
の
定
性
情
報
な
ど
が
集
約
さ
れ

れ
ば
、
担
任
が
面
談
で
生
徒
に
確
認
す
べ
き
事

柄
や
指
導
内
容
が
整
理
さ
れ
る
。
ま
た
、
指
導

経
験
の
浅
い
教
師
で
も
指
導
に
役
立
て
や
す

い
。
生
徒
の
状
況
に
応
じ
て
項
目
を
選
択
す

る
こ
と
で
、
論
点
が
明
確
に
な
り
、
検
討
会

出
席
者
は
意
見
を
出
し
や
す
く
な
る
だ
ろ
う
。

模擬試験①

模擬試験②

模擬試験③

模擬試験④

模擬試験⑤ 模擬試験⑥

模擬試験⑦

高２【20XX年度】成績

高１【20XX年度】成績

中学【20XX〜 20XX年度】成績

志望校判定

次ページでは、
３人の先生方の
検討の様子を
ダイジェストで紹介！

検討結果の記入シート 　　　年　　　組　先生へ　記入者　　　　　　　　　　　　　　　　

生徒番号 生徒名

□学力と志望校の難易度から考えられる合格の可能性
□志望校の入試科目と生徒の学力から見て、強化すべき教
科・科目、今後の学習指導のポイント

□性格や特性を考慮した学習指導や進路指導の方針

□本人の学力・志向と、志望校の条件・傾向（入試科目、
センター試験と個別学力検査の比率など）との整合性

□本人の学力・志向を踏まえた併願校の出願戦略

□志望校、志望学部・学科、地元、現役合格へのこだわり
□希望の職業と学問領域の整合性
□本人の希望と保護者の意向の整合性

このマークのある図版は、加工可能なデータとして、ベネッセ教育総合研究所のウェブサイト（https://berd.benesse.jp）からダウンロー
ドできます。「HOME→教育情報→高校向け→生徒指導・進路指導ツール集」でご覧ください。

検
討
会
で
出
た
情
報
を
書
き
込
み
、

担
任
に
渡
す
シ
ー
ト
を
開
発

成績などの定量デー
タから見える課題

検討する課題の□に を
入れる

部活動での様子など、定
性データから見える課題

志望校検討会資料3年生　２学期

予想される検討課題をあら
かじめ明確化し、議論の論
点を絞りやすくする
検討会資料上の定量データから考
えるべき課題を、あらかじめ明確
化。何について議論すればよいの
か、検討会出席者が論点の目線合
わせをできるようにした。

検討会出席者は生徒の情報
やアドバイスをシートに記入
し、担任に共有する
検討会出席者が情報や指導のアドバ
イスをその場で書き込み、担任に共
有できるようにする記入シートを新
たに開発した。定性データは準備し
なくても、その場でまとめてもらえる。

After 1 2改
良
ポ
イ
ン
ト
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今
後
の
志
望
校
検
討
会
で
は
、
多
面
的
・

総
合
的
な
評
価
へ
と
転
換
す
る
入
試
改
革
へ

の
対
応
の
必
要
性
か
ら
、
模
擬
試
験
の
偏
差

値
や
志
望
校
の
合
格
可
能
性
以
外
の
資
料
も

必
要
だ
と
い
う
声
が
上
が
っ
た
。
た
だ
、
事

前
に
新
た
な
資
料
を
準
備
す
る
の
は
負
担
が

大
き
い
た
め
、
検
討
会
の
場
で
出
席
者
が
出

し
合
っ
た
情
報
を
文
字
化
し
て
残
す
シ
ー
ト

を
作
成
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
、
出
し

合
う
べ
き
情
報
や
意
見
が
分
か
る
よ
う
、
あ

ら
か
じ
め
定
量
デ
ー
タ
等
か
ら
検
討
課
題
を

洗
い
出
し
、
そ
れ
ら
を
シ
ー
ト
の
中
に
盛
り

込
む
と
い
う
結
論
に
至
っ
た
。
論
点
が
明
確

化
さ
れ
る
こ
と
で
、
検
討
会
の
長
時
間
化
が

抑
え
ら
れ
る
と
い
う
期
待
の
声
も
上
が
っ
た
。

　

シ
ー
ト
は
、
検
討
会
出
席
者
全
員
に
配
布

し
、
各
自
記
入
し
た
も
の
を
担
任
に
渡
す
方

法
や
、
シ
ー
ト
を
表
計
算
ソ
フ
ト
で
用
意
し
、

意
見
を
入
力
し
な
が
ら
用
紙
１
枚
に
集
約
し

て
担
任
に
渡
す
方
法
が
提
案
さ
れ
た
。

　

な
お
、
多
面
的
・
総
合
的
評
価
に
よ
る
入

試
の
拡
大
に
よ
っ
て
、
指
導
の
山
場
は
早
期

化
・
複
雑
化
が
考
え
ら
れ
る
。
多
様
な
経
験

を
持
つ
教
師
か
ら
異
な
る
視
点
で
意
見
を
出

し
、
生
徒
の
背
中
を
押
す
材
料
を
増
や
す
機

会
を
設
け
る
こ
と
は
、
ま
す
ま
す
重
要
に
な

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
志
望
校
検
討
会

は
３
年
生
１
学
期
ま
で
に
行
う
こ
と
が
望
ま

し
く
、
英
語
の
資
格
・
検
定
試
験
の
結
果
や

ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
な
ど
の
情
報
も
必
要
に
な

る
と
い
う
認
識
で
一
致
し
た
。

検討メンバーの先生に、自身の指導観や自校の生徒特性を踏まえて、
ツールの活用方法や留意点などをお話しいただきました

1
担任が課題を感じている生徒、

進路指導部が丁寧に検討したい生徒
などを挙げる

2
検討会の出席者から出された
今後の指導についての考えや、

定量データからは分からない生徒の
情報を、シートに記入する

3 記入したシートを材料として、
担任は生徒との面談を行う

改良！指
導ツール

活用の流れ

検
討
す
べ
き
論
点
を
明
確
化
し
、

多
様
な
視
点
か
ら
意
見
を
集
約

　

こ
れ
ま
で
検
討
会
の
記
録
は
メ
モ
程

度
だ
っ
た
の
で
、
生
徒
に
ア
ド
バ
イ
ス

す
べ
き
こ
と
の
優
先
順
位
が
言
語
化
さ

れ
た
シ
ー
ト
は
、
担
任
に
は
入
試
直
前

の
面
談
で
の
重
要
な
資
料
に
な
り
ま
す
。
教
師
全

員
で
検
討
し
た
内
容
で
す
か
ら
、経
験
の
浅
い
教
師

も
自
信
を
持
っ
て
生
徒
と
向
き
合
え
る
で
し
ょ
う
。

　

本
校
で
は
Ａ
Ｏ
・
推
薦
入
試
の
受
験
者
が
多
い

た
め
、「Classi

」（
＊
）
を
利
用
し
て
ポ
ー
ト
フ
ォ

リ
オ
も
検
討
資
料
に
加
え
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
項
目
は
、
調
査
書
へ
の
記
入

項
目
に
、
Ａ
Ｏ
・
推
薦
入
試
の
出
願
条
件
に
さ
れ

る
こ
と
が
あ
る
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の
参
加
履

歴
を
加
え
た
も
の
に
す
る
予
定
で
す
。
検
討
会
の

実
施
は
今
は
３
年
生
の
み
で
す
が
、
多
面
的
・
総

合
的
な
評
価
に
よ
る
入
試
が
拡
大
す
れ
ば
、
１
・
２

年
生
で
も
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
に
基
づ
い
た
検
討
会

が
必
要
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

入
試
の
多
様
化
に
よ
っ
て
、
教
師
も
す
べ
て
の

情
報
を
把
握
す
る
の
は
難
し
い
状
況
で
す
。「
指
導
」

す
る
と
い
う
意
識
か
ら
脱
し
、
生
徒
の
持
つ
情
報

も
取
り
込
み
な
が
ら
、
最
適
な
「
支
援
」
を
考
え

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

西
村
先
生
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
　
教
職
歴
23
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
19
年
目
。
教
頭
、

統
括
進
路
指
導
部
長
。
佼
成
学
園
中
学
高
校
の
統
括
進
路
指
導
部
長
を
兼
務
。「
生

徒
が
努
力
す
る
た
め
の
支
援
を
し
、
自
身
も
学
び
続
け
る
存
在
と
し
て
範
を
示
す
」

学
校
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル　
全
日
制
／
普
通
科
／
女
子
校
／
１
学
年
約
２
１
０
人
／

２
０
１
９
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
浪
計
）
／
国
公
立
大
は
、
筑
波
大
、
東
京

外
国
語
大
、
大
阪
大
、
国
際
教
養
大
な
ど
に
18
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
慶
應

義
塾
大
、
上
智
大
、
早
稲
田
大
な
ど
に
延
べ
２
７
１
人
が
合
格
。

生徒にアドバイスすべき事柄の優先順位を可視化
東京都・私立佼成学園女子中学高校　西村準吉　にしむら・じゅんきち

3年生　２学期　志望校検討会資料

＊　株式会社ベネッセホールディングスとソフトバンク株式会社の合弁会社であるClassi 株式会社が提供する、学校教育での ICT活用を総合的に支援するサービス。
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指導ツールを募集しています！
　「改良！　指導ツール　ビフォーアフター」
では、取材にご協力いただける先生及び取材で
検討させていただく「指導ツール」を募集して
います。「自校で長年使っているツールを見直
したい」「ツールのより効果的な活用法を検討
したい」といった、課題意識をお持ちの先生方
のご応募をお待ちしております。

〈個人情報の取り扱いについて〉をご確認いただき、
必要事項❶～❹をご入力の上、指導ツールを添付
して下記のe-mailアドレスにご送信ください。
※送信前にいま一度、生徒情報が削除されているかご確認を
お願いいたします

❶学校名・お名前　　
❷分掌・ご教職歴　
❸ツールの内容（目的・活用時期・活用方法）
❹ツールに対する課題意識、改善要望

view21_since-1975@mail.benesse.co.jp

改良したいのに、どうすべきか分からない……
〈個人情報の取り扱いについて〉　この「改
良！　指導ツール　ビフォーアフター」の
ツール募集でご提供いただく個人情報は、今
後の企画を検討する目的で利用いたします。
お客様の意思によりご提供いただけない部
分がある場合、手続き・サービス等に支障が
生じることがあります。また、商品発送等
で個人情報の取り扱いを業務委託しますが、
厳重に委託先を管理・指導します。個人情
報に関するお問い合わせは、個人情報お問
い合わせ窓口（0120-924721、通話料無料、
年末年始を除く、9時～21時）にて承ります。
（株）ベネッセコーポレーション　ＣＰＯ（個
人情報保護最高責任者）
上記をご承諾くださる方はご送信ください。

　

本
校
で
は
、
３
年
生
対
象
の
志
望
校

検
討
会
は
セ
ン
タ
ー
試
験
後
の
み
で
、

自
己
採
点
の
結
果
と
志
望
校
の
度
数
分

布
、
本
人
の
意
志
を
基
に
出
願
指
導
の

方
針
を
確
認
し
ま
す
。学
年
の
ほ
ぼ
全
員
が
国
公
立

大
学
志
望
の
た
め
、検
討
会
が
長
時
間
に
な
る
こ
と

が
課
題
で
す
。今
後
の
一
般
選
抜
・
総
合
型
選
抜
を

考
え
る
と
、本
校
で
も
、生
徒
の
活
動
履
歴
等
も
踏

ま
え
た
志
望
校
検
討
会
を
、
３
年
生
前
期
を
め
ど

に
行
う
必
要
が
出
て
く
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま

た
、
今
回
の
議
論
か
ら
、担
任
が
進
路
指
導
上
の
課

題
を
感
じ
る
生
徒
を
重
点
的
に
取
り
あ
げ
る
場
面

を
増
や
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

検
討
会
で
重
視
し
た
い
の
は
、
生
徒
の
希
望
進

路
の
実
現
を
後
押
し
す
る
材
料
を
シ
ー
ト
に
よ
っ

て
言
語
化
し
、
生
徒
に
自
信
を
持
た
せ
ら
れ
る
よ

う
、
担
任
が
面
談
に
臨
め
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で

す
。
生
徒
の
思
い
に
寄
り
添
う
意
識
は
全
教
師
が

持
っ
て
い
る
の
で
、
自
己
採
点
の
結
果
に
と
ら
わ

れ
ず
に
意
見
を
出
し
合
え
る
と
思
い
ま
す
。
シ
ー

ト
を
あ
ら
か
じ
め
配
布
し
て
お
け
ば
、
生
徒
の
志

望
の
こ
だ
わ
り
度
な
ど
、
検
討
に
必
要
な
情
報
も

事
前
に
担
任
が
生
徒
に
確
認
で
き
ま
す
。

　

定
量
デ
ー
タ
が
中
心
と
な
る
志
望
校

検
討
会
の
資
料
に
定
性
デ
ー
タ
を
加
え

る
こ
と
で
、
指
導
に
厚
み
が
出
る
と
感

じ
ま
し
た
。
本
校
で
は
、
特
に
生
徒
の

学
習
意
欲
を
高
め
る
こ
と
が
課
題
で
す
。
生
徒
と

の
か
か
わ
り
方
が
異
な
る
先
生
方
が
、
生
徒
を
後

押
し
す
る
た
め
に
そ
れ
ぞ
れ
ど
ん
な
言
葉
を
か
け

る
べ
き
か
。
一
度
に
多
様
な
意
見
を
聞
け
る
場
に

す
る
こ
と
で
、
指
導
の
幅
の
広
が
り
が
期
待
で
き

ま
す
。
本
番
に
弱
い
か
ら
私
立
大
学
の
併
願
校
を

増
や
す
、
ケ
ア
レ
ス
ミ
ス
が
多
い
か
ら
見
直
し
を

意
識
さ
せ
る
と
い
っ
た
、
生
徒
の
性
格
も
考
慮
し

た
指
導
は
、
多
様
な
情
報
が
出
て
く
る
か
ら
こ
そ

で
き
る
こ
と
で
す
。
ま
た
、
毎
年
の
検
討
会
で
、

校
内
と
校
外
の
各
デ
ー
タ
を
突
き
合
わ
せ
て
分
析

し
、
実
際
の
合
格
・
不
合
格
の
デ
ー
タ
を
蓄
積
す

る
こ
と
で
、
合
格
可
能
性
を
測
る
こ
と
の
で
き
る
、

自
校
独
自
の
軸
を
持
つ
こ
と
も
重
要
で
す
。

　

最
近
は
、
出
願
倍
率
な
ど
の
情
報
を
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
早
々
に
入
手
し
、
生
徒
が
自
己
判
断
し

て
し
ま
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。
勇
み
足
を
さ
せ
な

い
よ
う
、
日
頃
か
ら
生
徒
と
の
信
頼
関
係
を
築
く

こ
と
が
ま
す
ま
す
大
切
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

花
尻
先
生
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
　
教
職
歴
12
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
5
年
目
。
進
路
指
導

部
。
数
学
科
。「
あ
た
り
前
の
こ
と
を
あ
た
り
前
に
。
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
な
い
。

生
徒
が
気
づ
け
る
こ
と
は
気
づ
か
せ
る
」

学
校
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル　
全
日
制
・
定
時
制
／
普
通
科
／
共
学
／
１
学
年
約
２
８
０
人

／
２
０
１
９
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
役
の
み
）
／
国
公
立
大
は
、
旭
川
医
科
大
、

北
海
道
大
、東
京
工
業
大
、東
京
大
、一
橋
大
な
ど
に
１
４
７
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、

慶
應
義
塾
大
、
早
稲
田
大
、
同
志
社
大
、
立
命
館
大
な
ど
に
延
べ
２
２
５
人
が
合
格
。

岡
本
先
生
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
　
教
職
歴
37
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
２
年
目
。
広
報
部
。

英
語
科
。「
活
躍
で
き
る
場
を
与
え
、
対
話
を
通
し
て
導
き
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
に

成
長
や
自
立
を
実
感
さ
せ
た
い
」

学
校
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル　
全
日
制
／
普
通
科
／
共
学
／
１
学
年
約
４
０
０
人
／

２
０
１
９
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
浪
計
）
／
国
公
立
大
は
、
埼
玉
大
、
千
葉
大
、

東
京
工
業
大
、
横
浜
国
立
大
、
首
都
大
学
東
京
な
ど
に
29
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、

慶
應
義
塾
大
、
上
智
大
、
東
京
理
科
大
、
早
稲
田
大
な
ど
に
延
べ
６
６
０
人
が
合
格
。

検討する生徒を絞り、効果的・効率的な検討会に
北海道旭川東高校　花尻健明　はなじり・たけあき

定性データの共有でより個に応じた指導につなげる
埼玉県・私立武南中学校・高校　岡本眞一郎　おかもと・しんいちろう
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好きな教科を伝え合う５年生の外国語活動。子どもたちは、勝部先生とＡＬＴとのやり取りや友
だちが使った表現を参考にしながら、自分の考えを英語で表現しようとする姿が見られた。

この日は、相手を替
えて計７回のペア活
動が行われた。活動
の 合 間 に 勝 部 先 生
が、「〇〇さんはこん
な言い方をしていた
よ」などと、全体に
共有する時間を設け
ることで、子どもた
ちは次第に表現の幅
を広げ、好きな教科
やその教科が好きな
理由を伝え合えるよ
うになっていった。

学校を飛び出し、学びを
巡る

私が訪問しました

私が案内しました

◎教職歴７年。同校に赴任して７年目。英語科主任。3 年
生担任。自分の考えを、論理的な構成の英文で表現できる
ことを目指し、語彙力を増やすとともに、エッセーライティン
グを重視した授業を展開する。さらに、ペアトークやプレゼ
ンテーションを通じてオーラルコミュニケーションも重視するな
ど、英語４技能をバランスよく高める指導を実践している。

◎教職歴 20 年。同校に赴任して2 年目。外国語活動に力
を入れ、前任校在籍時に 2017 年度文部科学大臣優秀教
職員賞を受賞。文部科学省「小学校外国語活動・外国語
研修ガイドブック」執筆・編集協力。現任校に赴任後は、
英語主任として近隣の小・中学校と協力し、来年度からの
小学校英語の教科化に向けたカリキュラムを準備中。

愛知県・私立名鉄学園杜若高校　　
全日制／普通科／共学／１学年約 290人／ 2019 年度
進路実績（現浪計）：国公立大は、東北大、愛知教育
大、名古屋工業大などに 29人が合格。私立大は、東 
京理科大、南山大、立命館大などに延べ 272人が合格。
短大、専門学校進学 74人。就職 73人。

岐阜県・瑞浪市立瑞浪小学校　　
教育目標に「じょうぶでよく働く子・仲よく助け合う子・
進んでよく学ぶ子」を掲げる。2019 年度の学校経営の
重点項目として、確かな学力の定着と自己有用感の育成
に取り組んでいる。児童数 735 人。

愛知県・
私立名鉄学園杜

と

若
じゃく

高校

安藤亮輔
あんどう・りょうすけ

岐阜県・
瑞
みず

浪
なみ

市立瑞浪小学校

勝部佳純
かつべ・かすみ

思わず自分の考えを伝えたくなる
課題を通じて、考えて話す力を育む

小学校の外国語活動
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安
藤　

本
校
は
希
望
進
路
の
異
な
る
３
つ
の

コ
ー
ス
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
コ
ー
ス
で
英

語
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
育
成
を

図
っ
て
い
ま
す
。
大
学
進
学
を
目
指
す
コ
ー
ス

で
は
、
発
表
や
討
論
を
通
し
て
英
語
運
用
能
力

や
考
え
る
力
が
育
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
意
欲

的
に
表
現
す
る
と
い
う
面
に
は
課
題
が
あ
り

ま
す
。
希
望
進
路
が
多
様
な
コ
ー
ス
で
は
、
基

本
的
な
英
語
表
現
の
定
着
を
重
視
し
て
い
ま

す
が
、
生
徒
の
学
習
姿
勢
は
受
け
身
で
、
例
文

を
読
み
合
う
だ
け
の
活
動
に
と
ど
ま
り
が
ち

で
す
。
今
日
の
授
業
で
は
、
英
語
力
に
個
人
差

は
あ
り
ま
し
た
が
、
ど
の
子
ど
も
も
楽
し
そ
う

に
英
語
を
使
う
姿
が
印
象
的
で
し
た
。
相
手
の

発
言
を
理
解
し
、
受
け
入
れ
よ
う
と
す
る
姿
勢

が
で
き
て
い
る
こ
と
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
土
台
に
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

勝
部　
「
英
語
の
授
業
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
授
業
で
す
」
と
、
子
ど
も
た
ち
に
は
繰
り

返
し
伝
え
て
い
ま
す
。
相
手
を
安
心
さ
せ
た
り

認
め
た
り
す
る
英
語
表
現
と
と
も
に
、
自
分
の

考
え
を
伝
え
た
い
と
い
う
気
持
ち
や
相
手
と

の
関
係
性
を
育
む
こ
と
を
重
視
し
て
い
ま
す
。

安
藤　

今
日
の
授
業
は
、
好
き
な
教
科
と
そ
の

教
科
が
好
き
な
理
由
を
質
問
し
合
い
、
ク
ラ
ス

で
２
番
目
に
人
気
の
あ
る
教
科
を
当
て
る
と

い
う
も
の
で
し
た
。
答
え
を
当
て
た
い
と
い

う
気
持
ち
に
さ
せ
る
こ
と
が
、
相
手
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
た
く
な
る
原
動
力
の

１
つ
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
し
た
。
本
校
で

は
、
課
題
設
定
は
大
学
入
試
の
過
去
問
題
を
参

照
し
つ
つ
、
生
徒
の
英
語
力
に
合
わ
せ
て
決
め

る
こ
と
が
多
い
で
す
。
そ
の
た
め
、
受
験
を
意

識
し
過
ぎ
て
、
生
徒
の
興
味
を
喚
起
す
る
視
点

が
弱
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

勝
部　

子
ど
も
が
心
か
ら
興
味
を
持
ち
、
協
働

し
て
問
題
解
決
に
向
か
い
た
く
な
る
課
題
を

設
定
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
本
時
で
は
、

１
番
人
気
の
あ
る
教
科
は
予
想
し
や
す
い
た

め
、
あ
え
て
２
番
目
と
し
ま
し
た
が
、
英
語
に

自
信
の
な
い
子
ど
も
も
、
お
の
ず
と
表
現
し
た

く
な
る
状
況
を
つ
く
る
ね
ら
い
も
あ
り
ま
す
。

安
藤　

今
日
の
授
業
で
は
、「
こ
の
表
現
を

使
っ
て
」
と
い
っ
た
指
導
が
な
か
っ
た
の
に
、

私
が
見
る
限
り
、
全
員
が
本
時
の
目
標
と
し
た

表
現
を
身
に
つ
け
て
い
た
の
も
驚
き
で
し
た
。

勝
部　

例
文
を
な
ぞ
る
の
で
は
な
く
、
前
後

の
文
脈
か
ら
表
現
の
意
味
を
推
測
さ
せ
た
り
、

子
ど
も
が
そ
の
表
現
を
使
い
た
く
な
る
よ
う

な
課
題
で
興
味
を
持
た
せ
た
り
す
る
こ
と
で
、

本
時
の
目
標
と
し
た
表
現
を
自
然
に
身
に
つ

け
さ
せ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
主
体

的
に
英
語
表
現
を
獲
得
さ
せ
、
伝
え
合
う
楽

し
さ
を
味
わ
わ
せ
る
こ
と
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
力
を
高
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

本
校
の
生
徒
は
、
探
究
学
習
な
ど
で
は
活
発
に

意
見
交
換
を
し
ま
す
が
、
英
語
で
の
言
語
活
動
に

な
る
と
沈
黙
し
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
一
因
は
、

知
識
・
技
能
面
に
あ
る
と
考
え
て
い
ま
し
た
が
、

高
校
生
よ
り
も
知
識
量
が
少
な
い
小
学
生
が
主
体

的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
姿
を
見
て
、

授
業
に
臨
む
生
徒
の
姿
勢
に
原
因
が
あ
る
と
捉
え

直
し
ま
し
た
。
協
働
し
て
問
題
解
決
に
向
か
い
た

く
な
っ
た
り
、
自
分
の
考
え
を
伝
え
た
く
な
っ
た

り
す
る
課
題
を
設
定
し
、心
か
ら
楽
し
め
る
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
面
が
生
み
出
せ
る
授
業
が
つ

く
れ
る
よ
う
、
今
日
の
学
び
を
生
か
し
て
い
き
ま

す
。
英
語
科
主
任
と
し
て
、
本
校
の
す
べ
て
の
英

語
科
教
師
に
見
せ
た
い
と
感
じ
た
授
業
で
し
た
。

授業では、勝部先生自身が、子どもやＡＬＴと
の会話を楽しむことを大切にしている。その姿
を見た子どもたちが積極的にコミュニケーショ
ンを取り、自分の考えや思いを伝え合うことで、
学級全体にその日の学びが浸透していく。

今日の学びを
自校の指導につなぐ

子
ど
も
た
ち
は
、
英
語
の
自
然
な
や
り
取
り
を
見
て
、
聞
い
て
、

使
っ
て
み
る
こ
と
で
、考
え
て
話
す
力
を
身
に
つ
け
て
い
き
ま
す

子
ど
も
た
ち
や
教
師
が
英
語
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
む
中
で
、

自
然
と
授
業
の
目
標
に
到
達
す
る
流
れ
が
素
晴
ら
し
か
っ
た
で
す

生徒が夢中で楽しむ
コミュニケーションの

場面を生み出していきたい
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神
戸
大
学
海
事
科
学
部
は
、
２
０
０
３

年
に
神
戸
大
学
と
神
戸
商
船
大
学
が
統
合

さ
れ
て
設
置
さ
れ
た
学
部
だ
（
＊
１
）。

　

海
事
と
は
、
海
を
舞
台
に
し
た
人
間
活

動
に
か
か
わ
る
事
象
で
、
そ
の
事
象
に
関

す
る
様
々
な
問
題
を
科
学
的
な
ア
プ
ロ
ー

チ
で
解
決
す
る
学
際
的
な
学
問
が
、
海
事

科
学
で
あ
る
。
同
学
部
で
は
、
自
然
科
学

と
社
会
科
学
を
融
合
さ
せ
た
独
自
の
教
育

体
系
を
構
築
し
、
海
事
の
舞
台
で
国
際
的

に
活
躍
で
き
る
人
材
を
育
成
し
て
い
る
。

　

同
学
部
の
特
徴
の
１
つ
が
、
１
年
次
は

学
科
に
分
か
れ
ず
海
事
科
学
を
幅
広
く
学

び
、
２
年
次
以
降
に
学
科
・
コ
ー
ス
を
選

択
す
る
こ
と
だ
（
＊
２
）。
マ
リ
ン
エ
ン

＊ 1 グローバル輸送科学科（航海マネジメントコース、ロジスティクスコース）、海洋安全システム科学科、マリンエンジニアリング学科（機関マネジメントコース、メ
カトロニクスコース）の３学科が設置されている。＊２ コース配属は、グローバル輸送科学科は２年次前期、マリンエンジニアリング学科は３年次前期に行われる。なお、

「志」特別入試、推薦入試及び外国人特別選抜により入学した者は、受験した学科（コース）に配属される。

２年次から船舶実習がスタートし、
現場で必要な実践力を身につける
航海マネジメントコースの船舶実習では、学生が練習船を運航します。
レーダーなどを用いなくても船の位置が分かるよう、海図にコンパスや
定規で現在地を書き込むなど、実践的な学びを経験しました。（佐藤さん）

船での生活に必要なのは
協調性や協働性です
船舶実習では、狭い船内で共同生活を
するので、通路を通る際は声をかけ合
うなど、気遣いが不可欠です。大学の
寮生活で協調性や協働性が育まれた経
験が生きました。（佐藤さん）

定点観測可能な海底探査機の
開発を目指しています
３年次の授業で流体力学に興味を持ち、海底探査機
が流されずに定点観測できる方法を研究中です。探
査機の材料を変更した場合に、どう動きが変化する
かシミュレーションしています。（牛丸さん）

１
年
次
は
幅
広
く
学
び
、
２
年
次

以
降
に
学
科
・
コ
ー
ス
を
選
択

大学の学び　最新ナビ
による のための大 高学 校生 生

海に関する様々な領域の学びを通じて、
国際海事社会で貢献できる人材を育成

神戸大学 海事科学部

海事科学部
グローバル輸送科学科
航海マネジメントコース４年
佐藤杏華
さとう・きょうか
福岡県立城南高校卒業。
航海士を志し、同学部にＡ
Ｏ入試で入学。

海事科学部
マリンエンジニアリング学科
メカトロニクスコース４年
牛丸脩平
うしまる・しゅうへい
熊本県立済

せい

々
せい

黌
こう

高校卒業。
海やロボットに興味があ
り、同学部に入学。
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ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
学
科
４
年
生
の
牛
丸
脩し

ゅ
う

平へ
い

さ
ん
は
、そ
の
制
度
に
ひ
か
れ
て
入
学
し
た
。

　
「
海
や
ロ
ボ
ッ
ト
に
興
味
が
あ
り
ま
し

た
が
、
大
学
受
験
の
時
に
学
び
た
い
分
野

を
１
つ
に
決
め
き
れ
な
か
っ
た
た
め
、
こ

の
学
部
で
の
学
び
を
通
し
て
徐
々
に
専
門

を
絞
り
込
み
た
い
と
考
え
ま
し
た
」

　

１
年
次
は
、
全
学
共
通
科
目
に
加
え
、

海
事
科
学
に
つ
い
て
幅
広
く
学
ぶ
学
部
共

通
科
目
な
ど
を
履
修
す
る
。「
海
事
科
学

通
論
」
は
、３
学
科
の
各
教
員
が
、各
学
科・

コ
ー
ス
の
概
要
や
研
究
内
容
、
将
来
の
主

な
進
路
を
紹
介
す
る
授
業
だ
。

　
「
３
学
科
そ
れ
ぞ
れ
の
説
明
を
聞
い
た

あ
と
、
海
底
探
査
機
の
設
計
を
学
べ
る
マ

リ
ン
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
学
科
に
進
み
た

い
と
思
い
ま
し
た
。
希
望
と
成
績
に
よ
り

学
科
が
決
ま
る
の
で
、
小
テ
ス
ト
も
気
を

抜
か
ず
取
り
組
み
ま
し
た
」（
牛
丸
さ
ん
）

　

２
年
次
以
降
に
所
属
学
科
が
決
定
す
る

と
、
専
門
的
な
学
び
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。

航
海
士
志
望
の
４
年
生
の
佐
藤
杏き

ょ
う

華か

さ
ん

は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
輸
送
科
学
科
航
海
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
コ
ー
ス
に
進
み
、「
航
海
学
」「
海

洋
気
象
学
」「
経
営
組
織
論
」な
ど
を
学
び
、

２
年
次
に
１
か
月
間
、
３
年
次
に
２
か
月

間
の
「
船
舶
実
習
」
を
履
修
し
た
（
＊
３
）。

　
「
船
を
操
る
指
揮
所
で
あ
る
船せ

ん

橋き
ょ
うで
、

航
海
の
全
体
を
指
揮
す
る
人
、
舵
を
操
作

す
る
人
、
双
眼
鏡
や
レ
ー
ダ
ー
で
周
囲
の

状
況
を
確
認
す
る
人
な
ど
、
役
割
を
分
担

し
、
船
舶
運
航
の
知
識
・
技
能
を
学
び
ま

し
た
。
責
任
の
あ
る
仕
事
が
想
像
以
上
に

多
く
て
大
変
で
し
た
が
、
大
海
原
で
船
舶

を
運
航
す
る
仕
事
に
、
大
き
な
や
り
が
い

を
感
じ
ま
し
た
」（
佐
藤
さ
ん
）

　　

研
究
室
を
段
階
的
に
選
択
で
き
る
の

も
、同
学
部
の
特
徴
だ
。
２
年
次
に
は
、「
基

礎
ゼ
ミ
」
を
開
設
。
教
員
１
人
に
つ
き

学
生
２
〜
４
人
と
い
う
少
人
数
制
の
ゼ
ミ

で
、
教
員
が
各
研
究
室
の
研
究
テ
ー
マ
を

紹
介
し
、
コ
ー
ス
選
択
の
相
談
を
受
け
る
。

３
年
次
後
期
の
「
総
合
ゼ
ミ
」
は
、
学
生

が
各
研
究
室
に
仮
配
属
さ
れ
、
研
究
内
容

を
具
体
的
に
学
び
、
４
年
次
で
研
究
室
が

正
式
に
決
定
す
る
。

　

牛
丸
さ
ん
は
、
海
底
探
査
機
の
設
計
を

学
び
た
い
と
考
え
て
い
た
が
、
３
年
次
の

専
門
科
目
や
総
合
ゼ
ミ
で
流
体
力
学
に
興

味
を
持
ち
、
流
体
力
学
を
用
い
て
船
舶
・

海
底
探
査
機
な
ど
の
開
発
や
性
能
の
評
価

を
行
う
研
究
室
に
入
っ
た
。

　
「
流
体
力
学
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に

必
要
な
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
学
ぶ
授
業

は
、
難
し
か
っ
た
の
で
す
が
、
だ
か
ら
こ

そ
自
分
の
武
器
に
し
た
い
と
考
え
、
研
究

室
を
決
め
ま
し
た
。
研
究
に
は
、
応
用
数

学
、
材
料
工
学
、
熱
力
学
な
ど
、
幅
広
く

学
ん
だ
こ
と
が
役
立
っ
て
い
ま
す
」　　
　

　

佐
藤
さ
ん
は
、
国
際
航
海
に
従
事
す
る

外
航
船
の
航
海
士
を
目
指
し
、
英
語
で
海

事
科
学
を
学
ぶ
研
究
室
に
入
っ
た
。

　
「
研
究
室
で
は
、
週
１
回
、
英
会
話
を

楽
し
むE

-Café

を
主
催
し
て
い
ま
す
。

留
学
希
望
の
学
生
な
ど
が
集
ま
り
、
身
近

な
話
題
を
英
語
で
語
り
合
い
ま
す
。
海
運

会
社
の
就
職
試
験
で
英
語
の
口
頭
試
問
が

あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の
活
動
の
お
か
げ
で

戸
惑
う
こ
と
な
く
答
え
る
こ
と
が
で
き
、

航
海
職
の
内
々
定
を
い
た
だ
き
ま
し
た
」

　

牛
丸
さ
ん
は
、
大
学
院
に
進
学
し
、
研

究
を
さ
ら
に
深
め
て
い
く
と
い
う
。

　
「
海
中
で
の
海
底
探
査
機
の
動
き
を
、

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
用
い
て
数
式
を
解
き
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
上
で
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
し
て
い
る
と
、
求
め
て
い
る
答
え
が
得

ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う

な
時
は
、
先
生
か
ら
い
た
だ
い
た
『
計
算

条
件
を
大
胆
に
変
え
る
』
と
い
う
助
言
を

思
い
出
し
、
一
定
の
成
果
が
出
せ
る
よ
う
、

根
気
強
く
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
で
す
」

　

本
学
部
で
は
、
自
分
の
適
性
に
合
っ
た
学

科
・
コ
ー
ス
を
選
べ
る
よ
う
、
２
年
次
以
降

に
学
科
・
コ
ー
ス
選
択
の
機
会
を
設
け
て
い

ま
す
。
最
初
に
、
幅
広
く
学
ん
だ
か
ら
こ
そ

見
え
て
く
る
海
事
科
学
の
面
白
さ
を
知
っ
た

上
で
、
自
分
の
可
能
性
を
考
え
て
ほ
し
い
か

ら
で
す
。

　

本
学
部
の
特
色
は
、
学
生
間
、
学
生
と
教

員
間
の
結
び
つ
き
が
と
て
も
強
い
こ
と
で

す
。
特
に
航
海
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
コ
ー
ス
は
、

２
〜
４
年
生
の
縦
割
班
で
、
神
戸
か
ら
大
阪

府
泉
大
津
ま
で
の
約
25
キ
ロ
を
20
人
乗
り
の

カ
ッ
タ
ー
ボ
ー
ト（
オ
ー
ル
に
よ
る
手
漕
ぎ
、

ま
た
は
帆
走
）
で
目
指
す
実
習
が
あ
り
、
学

年
を
超
え
た
絆
が
生
ま
れ
ま
す
。
加
え
て
、

数
か
月
に
わ
た
る
船
舶
実
習
で
団
結
力
が
高

ま
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
学
生
と
教
員
は

ク
ラ
ス
担
任
制
度
で
つ
な
が
っ
て
お
り
、
４

年
間
一
貫
し
て
１
人
の
教
員
が
約
20
人
の
学

生
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
学
生
は
、
学

科
・
コ
ー
ス
決
定
や
研
究
室
配
属
の
悩
み
を

直
接
教
員
に
相
談
で
き
ま
す
。

　

卒
業
生
は
、海
事
関
連
企
業
だ
け
で
な
く
、

様
々
な
産
業
界
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。
今
後

は
国
際
的
に
活
躍
す
る
人
材
が
さ
ら
に
増
え

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

＊３　グローバル輸送科学科航海マネジメントコース、マリンエンジニアリング学科に配属された学生は、２年次以降に船舶実習を履修する。船舶実習の期間は、学科・コー
スによって異なるが、海技免許（航海士、機関士）を取得するためには、「船舶実習（１〜３）」を履修の上、学部卒業後の乗船実習科において６か月間の船舶実習が必要。

一
人
ひ
と
り
の
学
生
を

き
め
細
か
く
サ
ポ
ー
ト

大

の

い

学

思
神
戸
大
学
大
学
院

海
事
科
学
研
究
科

教
授齋藤

勝
彦

さ
い
と
う
・
か
つ
ひ
こ

海
の
専
門
職
を
目
指
す
た
め
の

船
舶
実
習
も
充
実

研
究
室
も
段
階
的
に
決
ま
り
、

自
ら
の
学
び
を
深
め
て
い
く
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上
智
大
学
総
合
グ
ロ
ー
バ
ル
学
部
総
合

グ
ロ
ー
バ
ル
学
科
は
、「
国
際
関
係
論
」
と

「
地
域
研
究
」、
さ
ら
に
そ
れ
ら
２
つ
を
融

合
さ
せ
た
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー

ズ
」（
＊
１
）を
学
び
、グ
ロ
ー
バ
ル
と
ロ
ー

カ
ル
、
２
つ
の
視
点
を
併
せ
持
つ
こ
と
で
、

地
球
規
模
の
問
題
解
決
に
貢
献
で
き
る
人

材
の
育
成
を
目
指
し
て
い
る
。

　

１
年
次
は
、「
国
際
関
係
論
入
門
」「
地

域
研
究
入
門
」「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ

デ
ィ
ー
ズ
入
門
」
を
必
修
科
目
と
し
、
３

分
野
を
横
断
的
に
学
ぶ
。
総
合
グ
ロ
ー
バ

ル
学
科
４
年
生
の
佐
藤
誉よ

翼は
ね

さ
ん
は
、
分

野
横
断
で
学
ん
だ
意
義
を
こ
う
話
す
。

　
「
私
は
、
幼
少
期
、
イ
ス
ラ
エ
ル
に
住

＊ 1  グローバル化した世界の理解を目指す新領域の学問。グローバルな動きに目を向ける「国際関係論」とローカルな事象に焦点をあてる「地域研究」の両面から世界
を捉える。

ラテンアメリカのフェミニズムについて研究中
ラテンアメリカにおいて、女性の政治参加は進んでいるものの、「女
性であること」が原因の殺人が増えており、ゼミでは、その理由に
ついて研究中。専門科目でマジョリティーの立場を学び、研究を深
めています。（横井さん）

10人程度の少人数で、議論を深める
手法について学びました
１年次の「グローバル・スタディーズ基礎演習」では、論文の書き方や議論
の仕方などを学びます。議論する際は何に対して反論するのかを明らかにし
てから、自分の主張を伝えるといった視点が身につきました。（佐藤さん）

ワシントンＤ.Ｃ.でのインターンシップを
通じて、現地で活躍する先輩と交流
２年次の夏に、ワシントンＤ.Ｃ. のシンクタンクでイン
ターンシップを経験。期間中、現地で活躍する先輩に会
う機会があり、自分も英語力や専門性を磨き、世界を舞
台に働きたいと思いました。（横井さん）

総合グローバル学部
総合グローバル学科４年
横井桃子
よこい・ももこ
愛知県・私立金城学院中
学校・高校卒業。国際関
係論に関心があり、入学。

総合グローバル学部
総合グローバル学科４年
佐藤誉翼
さとう・よはね
カナダのWinston Churchill 
High School 卒業。中東研
究に関心があり、入学。

グ
ロ
ー
バ
ル
と
ロ
ー
カ
ル
、

双
方
か
ら
考
え
る

大学の学び　最新ナビ
による のための大 高学 校生 生

複合的な視点で、地球規模の
問題解決に貢献できる人材を育てる

上智大学 総合グローバル学部  総合グローバル学科
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ん
で
い
ま
し
た
。
自
分
の
育
っ
た
地
域
が

抱
え
て
い
る
国
際
問
題
に
、
次
第
に
関
心

を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
た
だ
、
ど

の
分
野
を
学
び
た
い
の
か
ま
で
は
定
ま
っ

て
お
ら
ず
、
１
年
次
に
政
治
、
経
済
な
ど
、

様
々
な
分
野
を
学
ぶ
中
で
、
自
分
は
思
想

や
宗
教
か
ら
中
東
研
究
を
し
た
い
と
、
専

攻
を
絞
り
込
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」

　

２
年
次
か
ら
は
、
専
門
科
目
の
履
修
を

開
始
し
、
秋
学
期
に
「
国
際
関
係
論
」
系

の
２
領
域
（
国
際
政
治
論
、
市
民
社
会
・

国
際
協
力
論
）
と
「
地
域
研
究
」
系
の
２

領
域
（
ア
ジ
ア
研
究
、
中
東
・
ア
フ
リ
カ

研
究
）
か
ら
、
自
分
が
メ
ー
ン
で
研
究
し

た
い
メ
ジ
ャ
ー
領
域
と
そ
れ
を
補
完
す
る

マ
イ
ナ
ー
領
域
を
選
択
す
る
（
＊
２
）。

　

総
合
グ
ロ
ー
バ
ル
学
科
４
年
生
の
横
井

桃
子
さ
ん
は
、
メ
ジ
ャ
ー
領
域
で
は
「
国

際
政
治
論
」
を
、
マ
イ
ナ
ー
領
域
で
は
外

国
語
学
部
で
開
講
さ
れ
て
い
る
「
ラ
テ
ン

ア
メ
リ
カ
研
究
コ
ー
ス
」
を
選
択
し
た
。

　
「
第
２
外
国
語
で
ス
ペ
イ
ン
語
を
履
修

し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
ラ
テ
ン
ア
メ

リ
カ
に
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。
ラ
テ
ン
ア

メ
リ
カ
に
つ
い
て
、
メ
ジ
ャ
ー
領
域
で
は

国
際
政
治
の
面
か
ら
、
マ
イ
ナ
ー
領
域
で

は
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
問
題
の
面
か
ら
考
え

る
こ
と
が
で
き
、
視
野
を
広
げ
な
が
ら
学

ん
で
い
ま
す
」（
横
井
さ
ん
）

　

学
生
は
、
ど
こ
に
力
点
を
置
く
の
か
を

考
え
な
が
ら
学
び
を
深
め
、
自
分
の
進
路

を
定
め
て
い
く
。

　

同
学
部
に
は
、
２
年
次
以
降
、
自
分
の

設
定
し
た
課
題
に
つ
い
て
、
担
当
教
授
の

指
導
の
下
で
研
究
を
進
め
る
選
択
科
目

「
自
主
研
究
」
が
あ
る
。
意
欲
的
な
学
生

が
多
い
同
学
部
な
ら
で
は
の
科
目
で
、
低

学
年
次
か
ら
主
体
的
な
学
び
が
で
き
る
よ

う
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。
佐
藤
さ
ん
も
同

科
目
を
履
修
し
た
１
人
。

　
「
教
授
と
の
対
話
を
通
じ
て
、
研
究
テ
ー

マ
が
よ
り
明
確
に
な
り
、
中
東
に
お
け
る

宗
教
と
経
済
の
互
恵
関
係
を
学
ぶ
こ
と
に

つ
な
が
り
ま
し
た
」

　

３
年
次
か
ら
は
、
専
門
科
目
を
履
修
し

つ
つ
、
演
習
で
各
自
の
研
究
を
深
め
て
い

く
。
佐
藤
さ
ん
は
、
中
東
研
究
が
専
門
の

赤
堀
雅
幸
教
授
の
ゼ
ミ
で
学
ん
で
い
る
。

　
「
ゼ
ミ
で
論
文
の
深
い
読
み
方
を
学
び

ま
し
た
。
赤
堀
教
授
の
『
こ
の
論
文
は
評

価
さ
れ
て
い
る
が
、
欠
け
て
い
る
視
点
が

あ
る
。
そ
れ
は
ど
ん
な
点
か
』
と
い
っ
た

問
い
か
ら
、
批
判
的
視
点
を
持
つ
こ
と
の

大
切
さ
に
気
が
つ
き
ま
し
た
」

　

横
井
さ
ん
は
、
国
際
政
治
の
ゼ
ミ
に
入

り
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に

関
し
て
研
究
を
進
め
る
一
方
、
授
業
外
で

も
学
び
を
広
げ
て
い
る
と
い
う
。

　
「
性
的
同
意
の
重
要
性
を
啓
発
す
る
活

動
を
行
う
サ
ー
ク
ル
を
立
ち
上
げ
ま
し

た
。
ま
た
、
国
際
連
合
の
女
性
機
関
で
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
も
し
て
い
ま
す
。
そ
れ

ら
の
活
動
を
通
し
て
、
自
分
は
女
性
の
た

め
に
働
き
た
い
と
い
う
考
え
の
下
で
就
職

活
動
を
行
い
、
働
き
方
改
善
の
た
め
の
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
開
発
す
る
外
資
系

の
Ｉ
Ｔ
企
業
か
ら
内
定
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
自
分
の
進
む
べ
き
指
針
と
な
る
パ
ッ

シ
ョ
ン
を
大
学
時
代
に
見
つ
け
ら
れ
た
こ

と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
」（
横
井
さ
ん
）

　

佐
藤
さ
ん
は
、
地
域
研
究
の
視
点
を
生

か
し
た
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
行
い
た
い
と

考
え
、
海
外
進
出
す
る
日
本
企
業
を
支
援

す
る
Ｉ
Ｔ
企
業
に
就
職
予
定
だ
。　

　
「
日
本
企
業
の
海
外
進
出
が
う
ま
く
い

か
な
い
の
は
、
進
出
先
に
つ
い
て
の
地
域

理
解
が
足
り
な
い
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
市
場
調
査
で
は
、デ
ー
タ
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
が
主
流
で
す
が
、
地
域
研
究
な
ど
、

ミ
ク
ロ
の
視
点
も
重
視
し
た
分
析
を
し
て

い
き
た
い
で
す
」（
佐
藤
さ
ん
）

　

本
学
部
で
は
、「
国
際
関
係
論
」「
地
域
研

究
」
の
双
方
の
視
点
か
ら
学
び
、
自
分
の
関

心
が
あ
る
課
題
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
ア

プ
ロ
ー
チ
を
組
み
合
わ
せ
て
研
究
す
る
こ
と

が
最
適
な
の
か
を
考
え
ら
れ
る
環
境
を
用
意

し
て
い
ま
す
。

　

私
の
専
門
は
東
南
ア
ジ
ア
考
古
学
と
文
化

遺
産
研
究
の
た
め
、
ゼ
ミ
で
文
化
遺
産
に
つ

い
て
研
究
し
た
い
と
い
う
学
生
が
い
ま
し

た
。
そ
の
学
生
は
、
メ
ジ
ャ
ー
領
域
は
「
ア

ジ
ア
研
究
」、
マ
イ
ナ
ー
領
域
は
「
国
際
政

治
論
」
を
選
択
し
、
文
化
遺
産
に
か
か
わ
る

国
際
法
や
国
際
関
係
論
を
学
ん
で
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
に
、
１
つ
の
テ
ー
マ
を
複
合
的
な

視
点
で
学
ぶ
こ
と
が
可
能
で
す
。

　

ま
た
、
外
国
語
学
部
の
演
習
や
、
他
学
部

の
授
業
も
履
修
可
能
で
、
一
人
ひ
と
り
の
将

来
像
や
興
味
・
関
心
に
応
じ
て
、
幅
広
く
学

び
を
進
め
ら
れ
ま
す
。

　

２
０
２
０
年
度
秋
か
ら
は
、
英
語
に
よ
る

学
位
取
得
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
コ
ー
ス
を
新
設
す

る
予
定
で
す
。
同
コ
ー
ス
で
は
、
学
部
内
の

専
門
分
野
と
他
学
部
の
一
部
科
目
を
英
語
で

学
ぶ
こ
と
が
可
能
で
す
。
幅
広
く
柔
軟
に
、

か
つ
グ
ロ
ー
バ
ル
に
学
び
た
い
学
生
の
入
学

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

＊２ マイナー領域は、メジャー領域として選択しなかった系から、１つの領域を選択する。「地域研究」系をマイナー領域にする場合、外国語学部で開講されている研究コー
スをマイナー領域として履修することも可能。

将
来
像
や
興
味
に
応
じ
て
、

自
分
な
り
に
学
び
を
デ
ザ
イ
ン

大

の

い

学

思
総
合
グ
ロ
ー
バ
ル
学
部

総
合
グ
ロ
ー
バ
ル
学
科

教
授丸井

雅
子 

ま
る
い
・
ま
さ
こ

低
学
年
次
か
ら
主
体
的
な
学
び

を
進
め
る
「
自
主
研
究
」

批
判
的
・
複
合
的
な
視
点
を
持
ち
、

卒
業
研
究
に
取
り
組
む
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「教師」という学校の宝から学ぶ、
教師による教師のための研修

新潟県・私立北越高校

これからの会議・研修のあり方、つくり方
職員会議・教員研修を充実させてチーム学校をつくる

今、学校現場では、次期学習指導要領等に向けて、教師同士の日常的な学び合いが求められている。
職員会議や教員研修などで、教師集団が知見を結集し、学校をチーム化させる一助となるよう、

今号も、対話の場づくりに取り組む実践者に話を聞いた。

　

北
越
高
校
に
お
け
る
教
員
研
修
は
、

２
０
１
７
年
度
ま
で
管
理
職
が
企
画
し
て

い
た
が
、
18
年
度
か
ら
は
、
教
務
部
に
研
究

推
進
係
が
設
置
さ
れ
、
教
員
研
修
の
企
画
・

運
営
は
同
係
が
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

教
務
部
部
長
の
山
﨑
高
紀
先
生
は
、
自
分
が

企
画
を
立
て
る
側
と
な
り
、
参
加
者
の
様
子

を
一
歩
引
い
て
観
察
す
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
で
、
同
校
が
抱
え
る
教
員
研
修
に
お
け

る
課
題
が
見
え
て
き
た
と
い
う
。

　
「
そ
れ
ま
で
の
本
校
の
研
修
の
多
く
は
、

外
部
講
師
に
よ
る
講
演
を
中
心
と
し
た
も

の
で
し
た
が
、
研
修
後
、
参
加
し
た
先
生
方

が
、
研
修
内
容
に
つ
い
て
職
員
室
な
ど
で
語

り
合
う
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
研
修
が
そ

の
場
限
り
の
も
の
で
終
わ
っ
て
い
る
印
象

は
否
め
ま
せ
ん
で
し
た
。
研
修
の
テ
ー
マ
は

時
宜
に
か
な
っ
た
も
の
ば
か
り
で
し
た
が
、

ど
こ
か
『
本
校
の
生
徒
の
実
態
と
マ
ッ
チ
し

な
い
』
と
、
そ
れ
ぞ
れ
に
違
和
感
を
持
っ
て

い
る
よ
う
に
思
い
ま
し
た
」（
山
﨑
先
生
）

　

教
員
研
修
の
参
加
者
が
全
教
師
の
約
半

数
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
の
も
、
研
修
内
容
と

自
校
の
実
態
と
の
ズ
レ
を
教
師
が
感
じ
て

い
た
か
ら
で
は
な
い
か
。
従
来
の
研
修
か
ら

の
転
換
を
図
る
た
め
、
山
﨑
先
生
は
、
教
務

部
研
究
推
進
係
の
佐
藤
健
太
先
生
と
、
18
年

度
か
ら
の
研
修
の
あ
り
方
を
話
し
合
っ
た
。

　

佐
藤
先
生
か
ら
教
員
研
修
の
企
画
と
し

自
校
の
生
徒
、
教
師
の

実
態
に
合
っ
た
研
修
を

教
師
自
身
で
つ
く
る

◎「報恩感謝　勤労奉仕」を建学の精神とし、知、徳、体の調和のとれた心身ともに健康で人間性
豊かな有為な人材の育成を目指す。英語を中心に確かな学力を身につけ、国公立大学・難関大学
合格を目指す「International 特進コース」、教科学習と部活動の両立を目指す「総合進学コース」を
設置する。サッカー、野球、ソフトテニス、バドミントン、卓球、レスリング、ラグビーなど、部活動も盛ん。
◎設立　1936（昭和 11）年　◎形態　全日制／普通科／共学　◎生徒数　１学年約 440 人
◎２０１9年度入試合格実績（現役のみ）　国公立大は、北海道大、東北大、電気通信大、横浜
国立大、新潟大などに 44 人が合格。私立大は、中央大、法政大、明治大、立教大、同志社大
などに延べ 365 人が合格。　◎ URL　https://www.hokuetsu.ed.jp/

副
校
長

青
山
一
春
　
あ
お
や
ま
・
か
ず
は
る

教
職
歴
35
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
２
年
目
。「
教

師
と
し
て
、
誠
実
な
灯
台
、
誠
実
な
羅
針
盤
で

あ
り
た
い
」

教
務
部
部
長

山
﨑
高
紀
　
や
ま
ざ
き
・
た
か
の
り

教
職
歴
16
年
。同
校
に
赴
任
し
て
16
年
目
。理
科
。

「
生
徒
と
と
も
に
成
長
し
続
け
る
教
師
で
あ
る
た

め
に
、
常
に
前
を
向
い
て
歩
む
」

教
務
部
研
究
推
進
係

佐
藤
健
太
　
さ
と
う
・
け
ん
た

教
職
歴
18
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
3
年
目
。
英

語
科
。「
授
業
と
学
校
生
活
を
通
し
て
、
生
徒
の

輝
く
〝
今
〟
と
〝
未
来
〟
を
と
も
に
拓
く
」
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て
提
案
さ
れ
た
の
が
、
東
京
都
の
私
立
か
え

つ
有
明
中
・
高
校
の
佐
野
和
之
先
生
（
本
号

P.　
12
参
照
）
を
講
師
に
招
き
、
参
加
者
が
こ

れ
ま
で
の
自
身
の
授
業
を
振
り
返
り
な
が

ら
、
参
加
者
同
士
の
対
話
を
通
し
て
授
業
改

善
の
ヒ
ン
ト
を
考
え
る
研
修
だ
っ
た
。以
前
、

か
え
つ
有
明
中
・
高
校
を
訪
問
し
た
際
、
佐

野
先
生
か
ら
教
師
同
士
の
対
話
型
研
修
に

つ
い
て
の
説
明
を
受
け
て
い
た
佐
藤
先
生

は
、
ベ
テ
ラ
ン
と
若
手
が
、
教
科
や
分
掌
、

コ
ー
ス
の
違
い
を
超
え
て
語
り
合
う
こ
と

で
、
こ
れ
ま
で
と
は
違
っ
た
研
修
に
な
る
と

考
え
た
の
だ
。
山
﨑
先
生
も
賛
同
し
、
佐
藤

先
生
は
早
速
、
佐
野
先
生
に
講
師
と
し
て
の

来
校
を
依
頼
し
た
。

　
「
佐
野
先
生
は
、『
研
修
が
そ
の
場
限
り
の

も
の
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
先
生
方
と
話
し

合
っ
て
研
修
を
つ
く
る
の
で
あ
れ
ば
引
き

受
け
ま
す
』
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
講
師

と
し
て
お
招
き
す
る
佐
野
先
生
に
す
べ
て

お
任
せ
し
よ
う
と
考
え
て
い
ま
し
た
か
ら
、

自
分
た
ち
も
何
か
役
割
を
担
う
の
か
と
、
一

瞬
ひ
る
み
ま
し
た
。
研
究
推
進
係
も
で
き
た

ば
か
り
で
し
た
し
、
佐
野
先
生
を
招
く
研
修

の
実
現
は
、
少
な
く
と
も
18
年
度
内
は
無
理

だ
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
」（
佐
藤
先
生
）

　

山
﨑
先
生
、
佐
藤
先
生
は
青
山
一
春
副
校

長
に
、
佐
野
先
生
か
ら
の
返
事
と
自
分
た
ち

の
思
い
を
説
明
し
た
。
話
を
聞
い
た
青
山
副

校
長
は
、「
組
織
の
体
制
が
整
っ
て
い
な
い

と
言
う
け
れ
ど
、
今
や
ら
な
け
れ
ば
、
き
っ

と
１
年
後
も
変
わ
っ
て
い
な
い
と
思
い
ま

す
よ
」
と
言
っ
た
。

　
「
そ
の
時
は
、
山
﨑
先
生
、
佐
藤
先
生
だ

け
で
な
く
、
私
も
佐
野
先
生
か
ら
、
教
員
研

修
を
通
し
て
学
校
を
よ
り
よ
く
し
た
い
と

本
気
で
考
え
て
い
る
の
か
、
そ
の
『
覚
悟
』

を
問
わ
れ
た
気
が
し
ま
し
た
。
私
自
身
、
研

修
は
誰
か
に
任
せ
る
も
の
だ
と
思
っ
て
い

た
こ
と
に
気
が
つ
き
、
今
こ
こ
で
覚
悟
を

決
め
な
け
れ
ば
、
来
年
度
も
自
分
た
ち
は
変

わ
っ
て
い
な
い
と
、
自
分
自
身
に
言
い
聞
か

せ
ま
し
た
」（
青
山
副
校
長
）

　

学
校
が
よ
り
よ
く
な
る
機
会
と
し
て
、
ひ

る
む
こ
と
な
く
教
員
研
修
の
改
革
に
向
き

合
お
う
と
、
山
﨑
先
生
、
佐
藤
先
生
の
覚
悟

が
決
ま
っ
た
。

　

研
究
推
進
係
の
メ
ン
バ
ー
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
の
遠
隔
会
議
シ
ス
テ
ム
を
活
用

し
て
、
18
年
８
月
の
教
員
研
修
に
向
け
た
打

ち
合
わ
せ
を
、
東
京
に
い
る
佐
野
先
生
と
重

ね
た
（
写
真
１
）。
そ
こ
で
は
、
こ
れ
ま
で

の
研
修
の
問
題
点
を
整
理
し
た
り
、
研
修
の

企
画
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
っ
た
り
す
る
以

上
に
、「
そ
も
そ
も
私
た
ち
は
北
越
高
校
を

ど
ん
な
学
校
に
し
た
い
の
か
」
と
い
っ
た
、

こ
れ
か
ら
の
学
校
や
教
師
の
あ
り
方
に
つ

い
て
語
り
合
っ
た
。

　
「
研
修
内
容
を
検
討
し
て
い
る
う
ち
に
、

い
つ
し
か
、
こ
れ
ま
で
の
自
分
に
向
き
合
っ

て
い
ま
し
た
。
自
分
自
身
を
素
直
に
表
現
す

る
こ
と
が
心
地
よ
く
、
研
究
推
進
係
の
メ
ン

バ
ー
間
で
の
相
互
理
解
も
進
む
中
で
、
研
修

に
参
加
す
る
先
生
方
に
も
、
教
育
と
教
師
の

本
質
を
語
り
合
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考

え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」（
山
﨑
先
生
）

　

そ
し
て
、
18
年
８
月
、「
教
室
と
い
う
場

を
つ
く
る
上
で
、
自
分
は
ど
の
よ
う
な
存
在

で
あ
り
た
い
の
か
」
を
、
参
加
者
が
考
え
る

研
修
が
行
わ
れ
た
（
写
真
２
）。
ま
ず
、
講

師
の
佐
野
先
生
か
ら
、「
教
師
は
教
室
と
い

う
場
の
一
部
で
あ
り
、
教
師
の
あ
り
方
が
生

徒
の
学
び
に
影
響
を
与
え
る
」
と
い
う
、
こ

の
日
の
研
修
の
根
本
と
な
る
点
を
参
加
者

に
伝
え
て
も
ら
っ
た
上
で
、
参
加
者
同
士
で

「
聴
く
」
練
習
を
行
っ
た
。
そ
れ
は
、
参
加

者
が
３
人
一
組
に
な
っ
て
１
人
ず
つ
教
師

と
し
て
の
思
い
を
開
示
し
、
そ
れ
を
ほ
か
の

２
人
が
傾
聴
す
る
と
い
う
も
の
だ
。
参
加
者

に
と
っ
て
、
自
分
の
考
え
や
思
い
が
受
け
入

覚
悟
を
持
っ
た

教
師
の
言
葉
が

集
団
を
１
つ
に
し
た

写真１　佐野先生と、遠隔会議システムを使って教員研修の打ち合
わせを重ねる研究推進係のメンバー。合計10 時間の打ち合わせを
通して、メンバー自身が「教師」「学校」のあり方について深く考えた。

写真２　2018 年８月に実施した教員研修の様子。参加者一人ひと
りが、教師としてどのような存在でありたいのかを語り合ったことで、
教師間に強い結びつきが生まれた。
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れ
ら
れ
る
安
心
感
の
中
で
、自
分
の
内
面
に
、

学
び
に
向
か
お
う
と
す
る
力
や
挑
戦
し
よ

う
と
す
る
力
が
湧
き
上
が
っ
て
く
る
こ
と

を
体
感
し
、
生
徒
と
の
よ
り
よ
い
向
き
合
い

方
を
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。そ
し
て
、

研
究
推
進
係
の
メ
ン
バ
ー
が
、
今
回
の
研
修

に
か
け
る
思
い
を
「
本
気
の
言
葉
」
で
語

り
、
教
師
と
し
て
の
あ
り
方
を
参
加
者
全
員

で
考
え
た
後
、
参
加
者
が
グ
ル
ー
プ
に
な
っ

て
こ
れ
ま
で
の
授
業
に
つ
い
て
語
り
合
い
、

一
人
ひ
と
り
が
授
業
改
善
へ
の
第
一
歩
を

考
え
た
。

　

こ
の
日
の
研
修
の
山
場
は
、
研
究
推
進
係

が
「
本
気
の
言
葉
」
で
自
分
の
思
い
を
語
っ

た
時
だ
っ
た
と
、青
山
副
校
長
は
振
り
返
る
。

　
「
山
﨑
先
生
た
ち
が
語
る
、
育
て
た
い
生

徒
像
や
目
指
す
教
師
像
を
聞
く
中
で
、
参
加

し
た
先
生
方
は
、
自
分
も
自
分
の
考
え
や
思

い
を
隠
す
こ
と
な
く
語
っ
て
よ
い
の
だ
と

思
っ
た
は
ず
で
す
。
様
々
な
個
性
を
持
っ
た

教
師
が
、
お
互
い
の
違
い
を
知
っ
た
上
で
、

生
徒
の
た
め
の
集
団
に
な
ろ
う
と
い
う
雰

囲
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
」

　

山
﨑
先
生
は
、「
勇
気
と
覚
悟
を
も
っ
て

本
音
を
話
し
た
」
と
振
り
返
る
。

　
「
参
加
し
た
先
生
方
か
ら
、『
若
い
教
師
が

何
を
偉
そ
う
に
大
き
な
こ
と
を
言
っ
て
い

る
の
だ
』
と
、
否
定
的
に
受
け
止
め
ら
れ
る

の
で
は
な
い
か
と
い
う
不
安
も
あ
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
我
々
の
言
葉
に
先
生
方
は
真

剣
に
耳
を
傾
け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
し
、
涙

ぐ
む
先
生
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
研
修

後
の
感
想
で
も
、『
同
僚
の
思
い
を
聞
け
て

よ
か
っ
た
』『
一
緒
に
学
校
を
よ
り
よ
く
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
』
と
い
っ
た
声
を
た
く
さ

ん
い
た
だ
き
ま
し
た
」（
山
﨑
先
生
）

　

18
年
８
月
の
教
員
研
修
の
成
功
を
受
け

て
、
研
究
推
進
係
は
19
年
２
月
の
教
員
研
修

の
企
画
を
一
緒
に
考
え
る
有
志
を
募
っ
た
。

２
、３
人
で
も
集
ま
っ
て
く
れ
れ
ば
…
…
と

い
う
研
究
推
進
係
の
予
想
に
反
し
て
、
10
人

の
教
師
が
手
を
挙
げ
て
く
れ
た
。

　
「
８
月
の
研
修
で
教
師
と
し
て
の
思
い
を

打
ち
明
け
る
私
た
ち
を
見
て
、
今
後
の
研
修

づ
く
り
に
協
力
し
よ
う
と
思
っ
て
く
れ
た

の
だ
と
思
い
ま
す
」（
佐
藤
先
生
）

　

研
究
推
進
係
に
有
志
を
加
え
た
メ
ン

バ
ー
に
よ
る
、
19
年
２
月
の
研
修
の
企
画
に

つ
い
て
の
話
し
合
い
で
は
、「
８
月
の
研
修

の
よ
う
に
、
同
僚
の
先
生
の
思
い
を
聞
く
場

が
必
要
」「
外
部
の
実
践
例
は
、
本
校
に
は

そ
の
ま
ま
あ
て
は
め
に
く
い
」
な
ど
、
い
ろ

い
ろ
な
意
見
が
出
る
中
、「
学
校
に
は
高
い

専
門
性
や
個
性
を
持
っ
て
い
る
先
生
が
た

く
さ
ん
い
る
の
に
、
そ
の
リ
ソ
ー
ス
を
生
か

し
切
れ
て
い
な
い
」「
先
生
方
の
経
験
知
を
、

学
校
の
宝
と
し
て
み
ん
な
で
共
有
し
よ
う
」

と
い
っ
た
声
が
上
が
っ
た
（
写
真
３
）。

　

そ
し
て
、
２
月
の
研
修
で
は
、
自
校
の
教

師
が
講
師
と
な
っ
て
、
授
業
や
学
級
経
営
に

関
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
や
思
い
を
参
加
者
と
共

有
す
る
と
い
う
方
針
が
固
ま
っ
た
。

　
「
ど
の
先
生
に
何
を
話
し
て
も
ら
う
の

学
校
の
宝
と
し
て

同
僚
の
言
葉
に
耳
を
傾
け
、

お
互
い
を
高
め
合
う

19 年２月の研修では、研修を企画するメンバーが、講師役候補の６人の教
師にそれぞれ話してもらいたいテーマをあらかじめ決めた上で、各教師に講
演を依頼した。講演の内容や参加者との意見交換の方法など、１セット40
分間の研修をどのように組み立てていくのかについても、メンバーと講師が
話し合いながら決めていった。

◎聞いてみたいテーマをキーワードとして書き出す
「この先生にこの話を聞いてみたい」と思うキーワードを書き
出し、カテゴリーに分類する。

◎キーワードを分析し、講演のテーマを決める
聞いてみたいことを分類し、最終的な講演テーマを決めて、
講師役の教師に依頼。

図１　「教師」という学校の宝を分析し、講演テーマを決める

写真３　18 年８月の研修を経て、研究推進係のメンバーに有
志が加わり、19 年２月の研修の企画を話し合った。自由なひ
らめきを丁寧に言語化し、自校に合った研修を模索した。

＊学校資料をそのまま掲載。
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か
、メ
ン
バ
ー
で
話
し
合
っ
た
記
録
（
図
１
）

を
持
っ
て
、『
こ
の
テ
ー
マ
で
先
生
の
お
話

が
聞
き
た
い
で
す
！
』
と
依
頼
に
行
き
ま
し

た
。
そ
の
場
で
私
た
ち
に
ミ
ニ
講
義
を
始
め

て
く
だ
さ
る
ベ
テ
ラ
ン
の
先
生
も
い
ら
っ

し
ゃ
っ
て
、
企
画
段
階
か
ら
と
て
も
楽
し
い

時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
」（
佐
藤
先
生
）

　

実
際
の
研
修
は
、
講
師
の
発
表
、
参
加
者

同
士
に
よ
る
語
り
合
い
、
講
師
と
参
加
者
と

の
質
疑
応
答
を
１
セ
ッ
ト
に
し
て
、
３
会
場

で
実
施
さ
れ
た
。
テ
ー
マ
は
授
業
、部
活
動
、

学
級
経
営
と
多
彩
で
、
参
加
者
は
自
分
が
聞

き
た
い
講
演
を
選
び
、
参
加
し
た
（
図
２
）。

　
「
２
月
の
研
修
は
、
そ
れ
ま
で
の
研
修
に

比
べ
て
参
加
者
が
大
き
く
増
え
ま
し
た
。
そ

れ
は
、
多
く
の
先
生
方
が
、
同
じ
学
校
の
仲

間
と
の
対
話
を
求
め
て
い
た
か
ら
で
し
ょ

う
。
研
修
の
内
容
を
要
約
し
た
リ
ポ
ー
ト
を

作
成
し
ま
し
た
が
、
研
修
に
参
加
で
き
な

か
っ
た
先
生
方
も
興
味
を
持
っ
て
見
て
く

だ
さ
っ
て
い
ま
し
た
（
図
３
）。
研
究
推
進

係
だ
け
で
な
く
、
有
志
の
先
生
と
一
緒
に
考

え
た
か
ら
こ
そ
、
本
校
の
先
生
方
に
と
っ
て

し
っ
く
り
く
る
研
修
が
実
現
で
き
た
の
だ

と
思
い
ま
す
」（
佐
藤
先
生
）

　

キ
ャ
リ
ア
や
教
科
を
超
え
て
教
師
が
語

り
合
い
、そ
れ
ぞ
れ
の
よ
さ
を
知
る
こ
と
は
、

教
師
と
し
て
の
成
長
に
お
い
て
相
乗
効
果

を
生
み
出
す
と
確
信
し
た
研
究
推
進
係
は

現
在
、
校
内
の
教
師
同
士
の
自
由
な
対
話
を

促
進
す
る
場
と
し
て
、「
け
ん
す
い
（
研
究

推
進
係
の
略
）
カ
フ
ェ
」
を
月
１
回
開
催
し

て
い
る
。
研
修
以
外
に
も
、
定
期
的
に
教
師

が
語
り
合
え
る
場
を
設
け
る
こ
と
で
、
同
校

の
教
育
を
教
師
全
員
で
磨
き
上
げ
る
風
土

を
醸
成
す
る
た
め
だ
。

　
「
今
回
の
取
り
組
み
は
、
山
﨑
先
生
、
佐

藤
先
生
が
、
そ
れ
ぞ
れ
抱
い
て
い
た
問
題
意

識
を
率
直
に
周
囲
の
先
生
方
に
伝
え
た
こ

と
が
き
っ
か
け
で
、
仲
間
が
増
え
、
学
校
全

体
を
巻
き
込
ん
で
い
っ
た
こ
と
に
価
値
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。
様
々
な
個
性
を
持
っ
た

教
師
を
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
る
若
手
の

存
在
は
、
紛
れ
も
な
く
本
校
の
宝
で
す
。
人

を
育
て
る
の
は
人
だ
か
ら
こ
そ
、
教
師
が
お

互
い
を
認
め
、
成
長
し
合
う
風
土
を
、
校
内

に
育
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」（
青
山

副
校
長
）

日時	 2月21日（木）　14時 00 分〜16時20分

内容	 発表20分　討議15分　質疑応答５分	
	 ※講師役の教師に内容を一任する場合もある

ねらい	 優れた実践を共有し、授業改善を活性化する

テーマ（講演タイトル）
•授業について
Ａ先生 「教員は『教え、支援し、案内する』＝三位一体の

演技者」
Ｂ先生 「授業に楽しいスパイスを！〜甘いだけでは人は動

かじ〜」
Ｃ先生 「パフォーマンステストとその評価〜英語総合αの

取り組み〜」
•部活動について
Ｄ先生 「生徒が変わる瞬間（とき）〜先生、人って変われ

ますか？〜」
Ｅ先生 「部活動で育てる生徒の主体性」
•学級経営について
Ｆ先生 「結果にコミット！〜おでんに見るクラス経営〜」

タイムテーブル 会場1 会場２ 会場３

14時00分〜14時40分 Ａ先生 Ｄ先生 Ｆ先生

14時50分〜15時30分 Ｆ先生 Ｄ先生 Ｃ先生

15時40分〜16時20分 Ａ先生 Ｅ先生 Ｂ先生

図２　19年２月の教員研修の概要

研修では、６人の教師が講師を務めた。研修後、すべての講師の研修内容を要約したリポートを
作成し、校内に配布したことで、参加できなかった研修についても概要がつかめた。教師という
学校の宝の存在に気づいてほしいという願いも込められたリポートとなった。

図３　２月の研修の報告書

＊学校資料を基に編集部で作成。

＊学校資料をそのまま掲載。

59  Oc tober  2019

0-01-J-21520-000 2019 年度VIEW21高校版 10月号 58頁 ＣＭ
ＹＫ

念
校
10/02
南部 − −/−

− − −/−
− − −/−

− − −/−
−0-01-J-21520-000 2019 年度VIEW21高校版 10月号 59頁 ＣＭ

ＹＫ
念
校
10/02
南部 − −/−

− − −/−
− − −/−

− − −/−
−

P56-59_view21koukou-10g.indd   59 2019/10/02   15:36



Reader ’s  VIEW　

20年後、30年後の社会を見据えた教育を
　我々教師は、目の前の生徒だけを見て教育活動を考

えがちだが、８月号の特集を読み、生徒たちは社会の

未来を担う「未来からの留学生」であることを改めて

認識した。彼ら、彼女たちが活躍する 20 年後、30 年

後の社会を見据えて、今、教師として何をすべきなのか、

Society　5.0 にかかわる知見を参考に、「木を見て、森

も見る」教師になりたいと思った。　

北海道　市立札幌開成中等教育学校　松澤　剛

高大接続改革の背景理解を深めたい
　「大学入学共通テスト」に向けて、校内で各教科・科

目担当に、試行調査の問題分析と、問題作成方針を踏

まえた本校の指導方針をまとめてもらった。ただ、高大

接続改革の背景を十分理解する機会を設けていなかっ

たため、その内容が薄かった。8 月号の特集の記事を

資料として、今後議論を進めていきたい。

静岡県　匿名希望

時代と世界とシームレスな学校へ
　社会が 10 年単位で変化していく中、学校はいまだに

Society　3.0 の工業社会だと感じた。８月号の特集を読

み、社会はさらに次に進もうとしているのに、学校では

そうした議論も交わされていないことに、非常に危機感

を覚えた。もっと自由で、イノベーティブで、時代と世

界とシームレスな学校としていかなければ、さらなる成

長は望めないと実感させられた。

山口県・私立高水高校付属中学校　佐伯大介

育成を目指す資質・能力の共有化の重要性を実感
　８月号の「『学校教育デザイン』を描く道標

しるべ

」を読み、

岡山県立瀬戸高校のように、生徒への育成を目指す資

質・能力を示すことで、生徒を始め、教師や地域も、各

教育活動がどの資質・能力を育む活動であるのかをきち

んと認識できるのだと感じた。また、指導改善を検討す

る際にも、その資質・能力を念頭に置きながら、再構築

することが大切だと思った。

       　　     東京都・私立東京農業大学第一高校　小堀健一

行政と学校が連携する手法を学んだ
　少子高齢化・人口減少は、全国で大きな課題となって

いる。８月号の「指導変革の軌跡」で取り上げられた沖

縄県立久米島高校の記事で、地域の子どもたちを育て

ることと併せて、行政と学校が連携し、よりよい方策を

目指して取り組む姿勢が大変参考になった。

富山県　匿名希望

会議にアイスブレークを取り入れる手法が参考に
　8 月号の 「これからの会議・研修のあり方、つくり方」

で紹介された、会議にアイスブレークを取り入れるとい

う発想が新鮮だった。会議における準備の重要性も理

解できた。    　   　　　　栃木県立佐野東高校　寺崎義人

2019年8月号へのご意見

次号は 12月16日発行（予定）
『VIEW21』高校版は年 6 回の発行です

高校版 2019 　 月号12

先生方からの
ご意見を
紹介します

『VIEW21』高校版や教育に関連する最新情報
をタイムリーにお届けします。＊お友だちの登録方
法は、右の 2 次元バーコードを読み取っていただく
か、LINE アプリの「友だち追加」＞「ID 検索」で「@
view21」とご入力いただき、追加をお願いいたします。

『VIEW21』高校版　公式アカウント

友 だ ち 募 集 中！

　今号の「指導変革の軌跡」の取材で訪れた静岡県立焼津中央高校。玄関で私
たちを迎えてくれたのは、学校 PR のポスターでした。精悍な顔つきが学生服に映
えます。キャッチコピーは校内で考案、モデルはレスリング部とバスケットボール部
の生徒。「ユニホーム姿で撮影しようとしたら、生徒が恥ずかしがって」とのことで
す。でも、高校生活を通じて鍛えられた体を披露するのは、学校 PR という趣旨に
反さないはずだと、私は思うのです。そんなポスター談義から取材は始まりました。
そして、取材を終えた今も、先生方が練り込まれた言葉と生徒の真っ直ぐな眼差し
が頭から離れません。言葉を磨けているか、彼らの目に映ることになっても恥じる
ことはないかと、背筋を伸ばして筆を執っています。今年度から VIEW21 編集部に
配属となりました河野仙一、初めての編集後記でした。（河野）
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師になって13年目、長崎県立諫
いさ

早
はや

高校に赴

任して８年目に、私は3学年主任を務めるこ

とになりました。当時の諫早高校は、尾崎健次先生、

原田尚之先生、そして石山雅晴先生が進路指導主事

としてバトンをつなぎ、生徒が自分のあり方・生き

方を考える進路指導、諫早高校で受け継がれていく

「志の教育」を完成させつつありました。

　４月のある休日、自学自習のために登校する3年

生を出迎えるように、「雲上蒼天」と書かれたホワ
イトボードが廊下にあるのを見つけました。雲とカ

モメの絵、そして「雲を抜けると青空が広がっている」

と、受験生となった３年生に向けて、受験勉強とい

う困難の先の喜びを示唆するひと言が書き添えられ

たその言葉は、石山先生の座右の銘であり、生徒も

私もそれまでに何度か耳にしたことがありました。

しかし、12年前のある朝、たった一度だけ目にした

ホワイトボードに書かれたその言葉は、映像として、

そして、せっせとホワイトボードを準備する石山先

生の想像上の姿とともに、私の脳裏に深く刻み込ま

れました。自分の気持ちをそのまま丸ごと生徒にぶ

つけることも少なくなかった私にとっては、さりげ

なく、しかし確実に生徒の心に思いを染み込ませる

ような石山先生の伝え方に、生徒への向き合い方を

学んだ気がしました。

えば、石山先生は常に真剣に、しかし遊び心

を持って生徒と向き合っていました。7月の

学年集会では、3年生に「受験の天王山をみんなで

乗り越えよう」と、受験生としての夏の過ごし方を

説き、激励すると、その翌日、石山先生は小さく「天

王山」と書かれた真っ白な模造紙を、3年生の廊下に

張り出しました。そして、何日か経つごとに「天王山」

の文字は少しずつ大きくなっていきました。「また字

が大きくなった！」と笑う生徒たちは、石山先生と

ともに険しい山道を楽しみながら登っているように

私には見えました。夏季休業中、1週間にわたって

行われた学習合宿の最終日には、突如生徒たちが「先

生方へのお礼としてみんなで歌います」と、ゆずの「栄

光の架
かけはし

橋」を歌ってくれました。合宿をよいものに

しようという石山先生を始めとする教師の配慮が生

徒に伝わったからでしょうし、それを受け取る感性

を持ち、感謝の気持ちを素直に表現できる生徒に育っ

てくれたことは、学年主任として大きな喜びでした。

年度、石山先生から進路指導主事のバトンを

手渡された際、私は、あの日の「雲上蒼天」

の言葉のように、生徒をそっと支える存在になろう

と思いました。3年生の進路通信に、部活動や学校

行事で輝く生徒の写真を積極的に載せるようにした

のも、「君たちの高校生としての頑張りを、先生たち

は見守っているよ」と伝えたかったからです。

　あの日の朝のホワイトボードについて、卒業生と

思い出話をすることがよくあります。たった1日の

出来事が、多くの生徒の心に焼きついているのです。

教師の言葉が、雲の中にいても明日の蒼天を信じる

力、晴れた空を見上げながら「もっと美しい世界が

あるはず」と、より高い目標を掲げる力を育む……

あの日、私は、言葉が志を育む瞬間を目にしたのです。

No. 016
長崎県立対馬高校

田川耕太郎先生
たがわ・こうたろう

◎教職歴２7年。同校に赴任して１年目。諫
いさ

早
はや

高校、長崎県教育委員会、長崎東高校
教頭などを経て、初任校である対馬高校の
校長を務める。令和元年度から国際文化交
流科が設立され、普通科、商業科の３学科
体制となり、さらなる進化と魅力化を図る。

長崎県立対馬高校　全日制／普通科・商業科・国際文化交流科／共学／１学年約150人／2019 年度入試合格実績（現浪計）国公立
大は、長崎大、熊本大、鹿児島大などに25人が合格。私立大は、早稲田大、立命館大、西南学院大などに延べ92 人が合格。

教

翌

思
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先生方とともに
高校生の今と未来をつなぐ
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探究学習
　その時、教師は

改革事例から導く！
「学校教育デザイン」を描く道標

富山県立砺波高校
　主体的・対話的で深い学びへ
実践　アクティブ・ラーニング

情報　北海道・私立札幌龍谷学園高校　相蘇孝哉

現代文　埼玉県・私立開智高校　加藤克巳
　
指導変革の軌跡

静岡県立焼津中央高校
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